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本書は『雲間石開rH全十五巻のうち,雛PCl巷にあたり,第七洞の調査と研究とをとりまとめ

たものである｡

この洞は圭として昭和十五年(1940)昭和十六年(1941)に,もと所員羽舘易氏が所員岡崎
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た｡製岡はもっぱら北野正男氏によって作成された｡拓本は昭和十三年(1938)と昭和十四

午(1939)に徐<r.信氏が作製した｡

本音の記述は著者二人の共同執筆である｡英文離評のうち,解説は京都大軍文軍部教授

長尾雅人氏とWilliam Fernstrom･Flygare氏の共謀であり,本文は国立博物館原悶治郎氏の

鐸であるが,全膿にわたりFlygare氏に校正,その他の援助をうけた｡

本書の刊行は,本所のLLIJ一版費をもとゝし,その後,文部省首局および京都大学の配慮によっ

て,すくなからぬ経費の追加をうけて達成されたものである｡

以ヒの諸氏ならびに諸機関に封し心からの感謝の節をさ､げろとともに,過去十数年間

の調査と研究に有形,無形,さまざまの援助をあた-られた数多くの人々に封し,さらに本

巻の編韓に廠身的努力をはらわれた新藤菊太郎,陳報明の両氏その他に対し,深甚の謝意を

表したい｡

1952年2月

著　　　者
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序　一　章

雲岡石窟装飾の意義

1

雲岡の石窟は,その全面がさまざまの装飾によってかざられてゐる.その装飾は箕に豊富で

あるo装飾のモティフは比較的に単純とい-るが,その適用は柔軟性があり,壁化に富む｡いま石

窟の装飾を大きく二つにわけると,構造的な建築装飾と,構造にはなんの関係もない文様装飾とに

なる｡もっとも,構造的といっても,それはみかけだけである｡岩山を整りぬいた石窟であるから,

形態が構造的といふだけで,構造にはまったく関係がない｡建築装飾には周壁に姦形,洞口に姦形

類似の装飾,天井に格天井や三角持造りの装飾があらはれ,悌像には光背,天蓋,獅子座などの荘厳

がつく｡みな基本的には外来のものでありながら,いちじるしく中国化し,また木造建築化したの

が削てつく｡文様装飾には蓮華あり,唐草あり,動物あり,樹木,山猛もあるが,塵倒的に多いのは

蓮華,唐草文様であって,はなはだしく中国化しながらも,なほ全鰹にあた-る印象は,充分に斬新

であり,また異閥的である｡

建築装飾の中核をなすものは俳寵である｡俳寵は尖扶轟と楯扶寵とが,その基本形式であっ
､

て,それのヴァ.)エェショ./として天蓋だけの沸寵もまゝある.第九,第十洞にあらはれる屋形轟

紘,中国における新形式で,第七,箪八洞にはまだあらほれてゐなし､o尖挟寵と楯挟寵の二つが,そ

の基本形式であることは,すでにガンダァラにおいても,あきらかに看取することができる｡(Fig.1)
lうartihlr SLl(ほm;i Cavc　2)

尖挟寵の根源は,もとよりバラァパル丘のスダァマ洞をはじめとする,インド石窟の洞Uであ

る｡そこには一般的に尖鉄の,いはゆる蓮華状がみとめられる｡(Fig.2)また,それがヴィ-アラ窟の
I)

僧房入LIをかざるものとして,並列してあらはされることもある｡それから,欄秤と結合して列姦
4)

意匠となり,その他の壁面に適用されることも多い｡しかし,こゝではまだ,尊像がかさめられると
tL))

いふことは,めったになかった.尊像をおさめて,文字どほり併轟としたものは,ガンダァラでは,塔
Kalbar All Masjld l')

基の各段に俳寵をならべるのがふつうであった｡その例は,カイパル峠のア1) ･マスジィドの塔,そ
7)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A.Che trilol,占e

れから-ツダのかずかずの塔にみとめられる｡それにたゞの尖扶余と三つ葉の尖扶轟とがある｡

しかし,いづれも扶額の幅がせまい｡そのなかは,せいぜいたるきのはしがでゝゐるか,鋸歯文の
8)

かざりがある程度である｡扶端のまきか-った例はあるが,それが唐草になったり,獣形になった
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雲間石窟第七洞

了. ㌦日.

a.尖　抹　免

芸.岡耶八制水壁東喋

tjave VI日,ト:こISt ヽVall,

pt)inte(I ^TChe(I Nict一C.

C.大　電.亀

:芸榊耶八洞東壁

ttaYe V111, J;.asl Wall,

一一nnol,ied NLClle･

L｣｣

l一.絹　排　粘

'j:. rl'.]節71'_洞火R.i_

L'.ire V, ).;n～l Wall,

Tr.11妃nle(I hTILltle.

邑　　』

d. Lii形瓶:i:糊耶十二称.)火曜　Lt･lVe XTt･ I:Jaらl WL､】)'R仙ie`l NlL1te･

第-･閑　雲岡俳菰令種　Fig･ 1･ run-k･Ll･,hT NILehc TJI妃､･

J触ril,llぐ9'

例は,ほとんどない｡たゞ一蜘偲身になった例が･アフガニスタンのベグラムにちかいショトラク

からでゝゐるCかうなると,霊岡の獣形,)∴;･形の拭紬ま,こゝから<たことになるo中央アジアに
1           1り

もこの例はか､｡しかし,キジィルのものをみると,肘踊り,;.7,I(-にしたものがあるCまたキジィルの

嘩-_-.!‡では,拭紬勺をしきって,斜格子状のかざりfJIはどこし･状'露fiの幅のかなりひ7,いものがあるo

扶紬こ黙形.刺(.LLほどこしたことは,けっして小柳こ封ナる登明ではか､が･ijl潮をひろくし,こ

ゝに公休あるひは供養新の列像を作ったものは,まったく他にはか､C　中剛弥律の'棚減<あるo

桝秋霜も-,):･1,u.:露と棚ならんで･ガンダ7･ラ以来あるごFig･3(a)はむしろ脚馴ヒされたもの,(b)

は柱をもった例である｡ (C)の複経た-)J･が,よlJ原義的なものであらう｡仰額像の添景としてあら

1怖像のあるところ天薫があるから,怖範やうにrLら打jt･器もあるわけでI･,Z､c Lかし石村では･まづ獅7-をたひらにしてか

ら,彫刻をはじめるので,天託を彫っただけ,併催を彫J)だしただけ-それだけの範形ができ7Je'で,T',るC

2　本,tF耶六雀,Fig.10　:!ヰ,l叩六各Fig･9

4 J･ Fergussolland J･ 13u.gess･ TT7e Ca-,e Te"7,letwifZ"れLon(ion 1880･ Pl･ VIIIJ･ XV, XXl'T･

5 ZT"･J..Pl.XT:･XVTT. XXl,lT.たビバ丁′レフウトの欄仰の仰郷には.尖株の斬むがあJ).そのTLかにすわった人物のおかれて

ゐるものがJ･,7Jcこかは群像ではないが,さういふものL jL解とかんが-られるo A･ Cuntlinか一一一･ T71C Sl"1,a ,/ B7,-arhul, A

B,Lddhf.J MoMmteuL ml'ame7Zted lLィ[h NLmLerOW &'LIp/,ILreS, LondorL 187tl, P] ･ XXX 4･

6 AI Foucher, IJ･art rLico-bmLJdJtirLe LJ･LL Ga"JIlnra･ Ton-e I, Pat is 1005, Fig, 81･

7 J･ BarthouL･, IJeS Fort"･llai de叫,I-T由一oires ･1c h d的ation nrch&･-otqi(lue Francaise cn A帥nistan･ Tol一一e TV)I Paris 1933･

Fig, 123.126,138,143･150.1751　8 A･ Foucher･ ZbZ'd･･ Fig･ 323･

9 Jnc｡ueS Mcuni6, ShntLWk!(M6n10ires de la I)6h5gation archb7ogri(rue FranGaisc en Arghanistall, Tome!X), Paris 1942･ Pl･ XV･

10この龍細二1･.のやうなかきりは,すでにガンダァラにもあるが,柿矧こ瀞1-されたものはか.oこれはのち敦掛てはいり･龍門

11一陽洞にまでその件雛をみる｡
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lJi:章　雲間不精装飾の意義

＼＼日日巨一

メ
a. 1ンドli研明窓　　　　　　　　1). -ツダ･塔).uFJfi瓶　　　　　　　　C.キジイ′レ合plHIH.･J

ln`lい(lVinll'lw　^rcll). thL.T,).1.　　　　　　　　　　　　　　13ff確(鞭諦)

KlZllハVt171 l'､tintingl.

〟"紺旧制闇感

■　~　　J lt乙l･l･l･1･　L　　- '　＼ミシ　　KizH tW=1日PLunti-1g).
良

C･ -ツダ坊兆沸施　　　　　　　(1･ハツダ坊).u･JB施　　　｢.キジイル梅.特別後鴨1･Jr,鶴(碓妾)

;13L二糊　各地尖扶品　Fig,･ 2･ Niche"r l'L･hte･1.lreh T.vpc.

はされたときは,とくに的勺をあらはす場I由であるo局外の場Ll打には,これをもちひないoだか

ら,なにかの祉造物をあらはしてゐることは碇貨で,その中欠の梯形は,なにか水平の突出部,ある

ひは,くぼみをパ-,スべクテイヴにみたものととられる.一種の速沈船去占法である.とくに中央ア
l

ジアの壁岩の一例をみれば,このことは明L'Iである｡これにはしばしば,欄秤をもったパルコ./と,

そこからJ･_身をあらはす人物像とを泉lJ:合させてゐるo　もとより,そのしたを柱でうけるのが,首然
JJ

であるけれども,中火アジアにくると,柑ましばしば省略されてゐる｡それは尖挟寵のばあひとln-i

桟であるoそして扶釦の幅はひろくなり,堰にしきったさまは,まったく雲岡と同様になり,その機

には過疎文のかざりさ-みられるのである｡しかし,こゝにも霊岡のやうに,飛火をいれたものは

まだあらはれてゐない｡

岸形寵は前述のごとく,申開における発/[:.であるが,しかし,これもけっして突如として申開で

あらほれたものでなく,そのもとをい-ば帽挟寵にある｡楯状寵は,さきにいったごとく,原義的に

は建造物をあらはすものであった.楯状は平7fiの捕触,それをパァスペクティヴにみたものである｡

1 AI Griin､､･C(leJJll-KaLwIIlt, ljerlin 1920, Pl. XXH, XXIII, XXXIIT. :1. G伯n､vc(Tc7‥11仏LL'ltlh由Jlsehe KEE払仙telL t'lL Chi)leJSL'.yeh-

TLLl･kestalL, Berlin lLJ12, Fig･ひ0, 'Jl.

ゴ　Å･ G, un､､'cdelJll-K山,lLa, l'HX, X･ Å･ G･ Lm､､･Ctlcl, JILb"a,lhL'･Yltl･<ehL･ K'Ll棚Itell, Fig. 90, 351.
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雪岡石窟第七洞

b.ガンダTラ塔兆押彫

C.バァミヤアン俳鶴(韓婁)

7㍍miy瓦n (Wall PalE)ting)･

(1.ギジイル確梅洞右壁

併載(壁書)

Tlizil (Wall Paゎting)･

第三国　各地桐扶菰　Fig.3･NichcsorTrabeatedType･

さうして,それはつねに傍柱をともなってゐた｡だから,その梯形にか-るに,中国の瓦屋根をもっ

てすれば,骨然にかうなるのであるoだから中国の新案といふよりは･翻案といった方がよい｡

希装飾についで問題になるのは,洞口装飾である.節三十五洞,節三十九洞(塔洞)などは,牛パ

ルメット並列文の尖扶鶴をもってゐるが,初期の洞Hについてはよくわからない.西方でもインド

の石錯以外は不明であり,中間に比較の資料がないことは残念である｡しかし,その意匠は轟形の

-稀とみられるもので,ほとんど尖扶森と同巧である｡

天井装飾の格天井は,侍束とも固有とも断定できないが,三角持造り天井が,粥万博束のもの

であることは,第五懇(p.31)<のべたとはりである.しかし,これも酉方伸水のまゝ<なく,ひと

っは石に繁りこんだために,またひとつには土著のものでか､ために,かなりの壁改を除憐なくさ

れてゐる｡

天意,光背になると,もとより俳菩薩に附随したものであるから,西方的なのは嘗然である.

いまガンダァラと,中央アジアの天茸をならべてみると,雲岡の梯形にいちばんちかいものは,やは

りキジィル孔雀洞の壁蓋である｡(Fig.4)それが第六洞その他におけるやうに･葱頚と三角のかぎり

がついたのは,あきらかな中断ヒのあらはれで,そのもとづくところは,家屋の屋根,帳鵜の岸捌か

4



≒三三≡≡≡≡≦
a.ガンダァラ浮彫

Gandh云ra.

_二三‡==-i;
b.ガンダ7･ラ浮彫

Gand h…i ra.

:美章.
C.キジィ/レ孔雀洞

後壁(壁書)
Xizil (Wall Painting).

序章　雲岡石窟装飾の意義

壷喜蓋
d.雲間第七洞甫壁
Yth止ang, (1･ave VtT,良一uth Wan.

置喜竃
e.芸岡第六洞甫壁
Y山l･kang, Lhve Vt, South Wal一.

第四園　各　地　天　蓋　Fig.4.Canopies.

二二ih:I_-_三･
b. Yun-kang, Care T.

a. Y山一･hng, Care XIX.

第五固　鮒　幕　各　種　Fig.5.ValanceTypeS.

1)

ざりにあるとおもふ.それは高句麗の壁託にみとめられるもの

である｡

なほ天蓋的な装飾が,各壁の上端,天井に揺するところにあ

らはれる｡それは第十九洞,第五洞のやうに,弧形に幕をひきし

⊂=コ　⊂=⊃　⊂=コ　⊂=コ　⊂=⊃ ⊂::=I　⊂:=コ

C. Yh･kang, Cave VII.

d. B血IiyZin, Niche Of 63m.軌lddha.

バァミヤアン　五十三メェトル大便何

ぼり,それに三角垂飾をくは-たものであったり,第七,第八洞のやうに,それを略したもの<あっ

たりするo　それは意匠において天丑に似,意味において天意に似,たゞ適用したばしょが,ちがふの

みである｡これの石錯-の適用は,すでにバァミヤァンの五十三メェ1.}レ大像請にみとめられる｡

こ､では天瀧のやうな,三角垂飾がないだけである｡(Fig.5)

光冊は,まるい国光もあれば,舟形の拳身光もある.この第七,第八洞では,光竹のなかに,な

にも装飾をほどこさないものが多い｡たゞ,主宝と前菜との北壁に装飾のある光冊があるが,これ

はむしろ例外である.その他の洞では,おほむね豊富なかざり文様がある.外帯は欠格,まれには

乎パルメット並列文,内帯は碍定休,あるひは飛天,あるひは火焔,さうして中心は蓮華である.光

幣が外来だといっても,はたしてかういふ光背はどこにあるだらうか.ガンダァラの光背はおほむ

ね無地,たゞその末葉のアフガニスタン出土品に,鋸歯文を外枚にもち,あるひは火坊をもったもの
2)

があるo(Fig.6)もとより,鋸歯文にしても,欠航にしても,赫灼たる光明をあらはしたものであるo

Lかも,それには国光と,畢身光とをかさねた重光さ-ある.いつから,かういふ欠航がはじまった
Al,hayaglri

かは不明であるが,法額がセイロン島,無長山の青立像について｢七寅の発光あり｣といってゐるの

1池内宏,梅原末続『油満山雀lr,収束1915,Pl. III, ⅠV, XXXVIII.葱頭の初見は芸岡あたりからで,それ以前の例をみな

いが.西方では楯秩免のうへに柳排允形がrJ:らぴ, ,-#頚の起源をおもはすものがある｡ A. Gran､､･edeI, Allbuddht'slfsche KuLstatten,

Fig. 90,92.なほ本井,耶七雀,PL 19を参.qElせよ0

2 J･ Mcuni6, SXiolwak, PL Ⅹ, XI, XVI, XXI.
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笠岡石窟第い同

紘,すでに火･HTf光竹の成立をものがたるものである｡

さうすると,さういふ火燐光冊が,西僻400年ごろのセ

イロンにあったか,あるひは法期のみなれてゐた中国

の併像にあったかといふことになる｡かうして火焔光

幣の成_TLは,すでに五世紀のインドにみとめられるか

も知れないが,飛大,生体の内帯をもったものは,どこ

にもない｡たゞ,さきにあげたアフガニスタンの光

節(Fig.6)のやうに,火焔の外線のほかに供養大人が,

左右から二人むきあってゐたり,坐俳が左右にすわっ

てゐたりする例がある｡このことの可能性は,すでに
り

ノ､ツダの寵l勺禽外上削削こあらはされた供養肴,坐俳な

どによって寮せられるが,帯状にかういふ像,あるひ

は坐俳をおさめた例は,まったくないのである.たゞ
JくilW.1k

中央アジアも,佃滋のコサタン附虹のラワク坊および,
K】1≡i一lallk

カソダ1)ク廃寺からの塑像をみると,光竹に火iFf'Iも坐

俳もある｡そのう-この生休の背には,蓮華をおうて
∴∴L

ゐる.ラワクの坊は500年ごろ,カー/ダT)クの遺鏡は
"･-I

600年ごろのもの｡いづれもIi:岡よりはあたらしいけ

れども,中国の光竹形式が逆に影響したとおも-ない

第六糊　アフガニスタン俳立像

Fig･ 6･ ･qtan-ling Statue I-r ljuLlt1hn･ rr…1 Årglmn'LStlln

( LIHllcct'LL■n Ur llluっdlC (JuinlCt ).

から,その離度の坐俳,飛天,火櫓,蓮華の結合は,すでに西方のどこかに,あったものとみえるo L

かし,それにしても, '3岡の光竹にみるこれら各要素の緊稀な構成は,中岡欄特のものとおもはれ
●

るoたゞ,これが公岡において突然できたものれ'=:tIYfJ以前にすでにできあがってゐたものかにつ

いては,のちの吟味をまちたい｡

1,3･In15S･l叫　　　　　　　　　　　　　　　Simh豆san且 J)　　　　J

併座については蓮華座があり,手刷肘座があり,獅子座がある.蓮華座も獅子座も,すでにガ-/

ダァラからあり,獅子のゐない,たゞの五成の須弼座もある｡けれども,ガンダァラに多かったのは,

四脚のl捌本式のもので,これは'ja:ri馴こない｡たゞ,キジィルの曜亮にみる方童に締のかゝったやうな

1 J1 1hrthoux, ZbEll･, Figl 123, 138･

I: .～. Stein‥1'wlcru KhJl(恥0.Yrt)r(I 1淡)7, PL LXXXIII, LXXXVIT. A. Stein, jkrL'lulLl(I. Oxror(I 1!.171,Pl. XV, XVI.

3　ラワクの塔は3-7世紀と舷Ikされてゐるo(JJWt-elu Khotalも, p.501)しかし,こしV,五妹を北淡J)li殊とみ,500年ころと推

Li;する｡カアダI)クV)年代はむつかしいれ唐鏡(閑ノ亡池焚,乾)亡･Til.演,大腔ノ亡焚)が日日･.し,唐代までIJ･-綿したことはあきらかで

ある｡これら卿負の一年mはやしさかのぼるも0)かとおもふ｡(JSeγL'lL,li", p･15tJ)

4　Å. Foucher, Lbt',I., Fig. 405,406,407,408,411,412.

5 1b''dリFig･ 421,123,424･
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]'(:章!ii:lLYI.Ht絹,装飾の意義

り

嘉庫は,まれにあるo雲間では五成の須珊

座も,両側のtlJl人が,よりつよくなって,ま

さに須輔椎の名にふさはしく,胴ぽそにな

ってゐるし,獅子旅もたんなる梅林の脚で
｢l

なく,両党に侍する両虎のごとく,完全に

狗-:I-.した獅子像になってゐる.

2

装飾文様は柄物文様が打F_盛で,動物文

様はすくない｡第七第八洞<みるのは蓮

華文,蓮雑文,三つ葉凹出文,三つ葉環つな

ぎ文,{1'･パルメット披状文,-'l'･パルメット並

列文である｡(本iIr,節五巻,Fig.14)これ

らは単純で,西方的であるが,第九第十洞

になると現つなぎ文がさかんで,複錐にな

る｡(第六巷,Fig.28)それが第五,第六洞

になると,もっぱら環つなぎ文の隆感をみ
■′

rJo

蓮華文は,もとより俳数の茸初からさ

かんで,あるときは俳降誕のシムポルとし
1l

て,またあるときはたゞ再!-f=.のシムボル.

もしくはたゞ聖なる華として理解されたo

仰降誕のシムポルとしての蓮華は.ィ./ド

本土以外ではあまり明瞭でか､｡しかし,

蓮華の使川はけっしておとってゐないo L

fL　バT/L, I/ウl･　1;5rhCit.

一騎～ �� �R�l簡f 冉��捕 �� 漠*��

ト.アマラァt'}'ァティ　　Alllar瓦vali.

○ ��㊨ ��@ ��el ��@l ��･1 

C.マツラア　　　Mrltllur.i

(I.ガンダァ:)　(;.ln(lh註r.I.

丘塗圏 ��Ql♂ ��盛観 ��PS.招 ��QLY2 ��陵墓露 
C) ts<至_退 ��0 ��C! ��0 ��0 ��D 

LSS 剏ﾚ簡 刹ﾃ固 僞7FSl 刮ｳ7 

亡.べユダ-)アム　　Ti､･gr∴71'.

藻 �42� 憧� �� 唯�ﾂ� ������

g･ロウラン　　T/.u-tan.

第七問　各地方栴蓮雅文

Fig. 7. Lotus fi)ossoln PattelnS.

たがって,その奨化も賓に多いわけであるが,雲岡のごとく蹄がとがり,もりあがった二つの肉よI)

1 A･ ( ;tlil川CtlelJltb〝ddlJt'･JL'.Yehc KLLlt･diitLe,I, Figl 33リー311 , 313-3J4, 350-353.

9　芸岡･tl;十洞主'1'fi日程耶二好/,満にあるC　ヰこ;rF,那七雀,Pl.36,37.

･1町列仙仲J7 (馳渓精今風1師取)に上ると,脚易にあった捌EIu'岡には柄虎がノ.･1.･-･=侍ってゐたといふ｡体代川手U)flt某や同

僚にイi獅1･の配されるもe)があるoこの間噛L=ついては水野｢六朝悌敢然術における洛代の仲秋｣ (射iY･=史研究.fJl･-悲,TjnJ･Vq祝)

ラ)-14都1tI36をみよC

4 AI FL,uCher･ ()" tltc /colwg,･aJ,l･U ,dl tr,e BL"I,tlLaナs NatirL'ty･ (Met-lo主.s ul the Archnct･logrical SurveJ･ of In'1ia, No.46),1)clhi

1934.
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雲岡石窟第七洞

a.マツラア　　　Matllur左.

b.アマラ7･ヴァティ　　AJllam-vali.

C.ガンダァラ　　Gandh瓦ra･

第八固　各地蓮雑文
Fig. 8･ Lotus Petal Patterns･

( T-Y･:於｢ (ハ′~二1･'.妨n (. /､ T/jTdpゞ-｢ 〈 ( r/I

J..:::B｡丁し∴ ,凡･:.:こ｡L I

3i=7
L㍉:::..:-;.''t'''':十･.:L';:Ll::::::::...･:::･':i二‥:,:.,_

a,カァシアJl朋　　K瓦SyLIpa-IIahle.

なるものは,はたしてどこに由来するので
Kizil Kumtllra

あらうか｡北道のキジィル,クムトラの壁

詔ではまるい柵をみる.二つになった鞭

は,ィ./ド以水往々あるけれども,肉のも

りあがったものは,南迫コオタ./附近のヨ
YotkaII Aksl】　　　　　^k.Terek

トカ./,ラワク坊比,アクシル,アク･テレ
Knm･Sai 1)

ク,カラ･サイ等の塑像にみるのみであ

る｡これらの造銭の年代をきめることは

困難であるが,申開からの逆影響は,こゝ

にかんが-がたいから,雲岡の迎撃文も,

中央アジアの塑像に,そのもとをみとめる

べきであらう｡これに反し,正方形の糎に

もった正凹角の蓮華文は,西方いたるとこ
Ii云rh亡It　　　　　　　^m.tr三iv.ltl

ろにみいだされる.バ-'･}レフゥトアマラァ
M.11Jlur豆

ヴ-rティ,マツラーr,ガ./ダァラ各地の石彫,
rlCgr豆m

ベェグラァムの象牙細工,中央アジアの
Niya JJltl-一an

ニヤ,ロウランの木彫にある｡(Fig.7)しか

ち,雲岡では第七洞とか,約八洞とか,pLTA方

の色彩のつよいtI'窟においてあらはれる

のは,このかんたんな装飾文枝も,あきら

(かにILfli方の侍米にもとづくことをしめし

b.紅等在洞　　RotkL･Pド1･ll6hle･

三三
lJ､

C.環くひ鳩洞　　Hbhle m. d. ringtrag肌lem Taul】en.

第九陶　キジィルの三つ葉四出文

Fig, 9. Xizil Patterns or Radiating Treroils･

てゐる｡とともに,酉方そのまゝでない

ことは,第七洞のばあひでも,第八洞のば

あひでも,これに結合して斜蓮華文があら

はされてゐて,もう-a-すゝんだ,こ　ゝろ

みのあることを知る｡(雛五怨,Fig.14)帯

状の蓮碑文も,西水の意匠であるが,その

蓮雄の特徴は,やはりまるい遊撃文にみた

どとく,雲岡濁特であって,またその適用
空)

のしかたがはでゞある｡(Fi;.8)

1 A. Stein, JllWielu Khotali, Pl. LXXXVII･ A･ Stein, &rindia, Pl･ VIII, ⅠⅩ, X･

2　ガンダTラには垂下した建非文は基座以外にほとんどない｡蓮非文帝は,みな,ラ-にむかってゐる｡そして7'カンサス文帝

と関係のあることをしめしてある｡
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三つ英凹EIJI文は,ガ-/ダァラにみない

やうであるが,中央アジアのキジィルに

は,さかんにでゝくる｡(Fig.9)かならず斜

格子にしきられ,その方形内に封角線には

められてゐる｡織物の文様のごとくで,也

文枝になったものがある｡帯状になったも

のも,かならずなゝめの位荘引こすゑられて

ゐる.霊岡のは対角線におかれたことは,

たしかにその系統をひくが,方形は,たい

てい止位荘別こおかれてゐる.

1㍍古の波状文は,古くからィ./ドにあ

った.サ-'･./チィのfl'副などをみると,偵

草とい-ないほど鳥寅的で,こまかく,ま

た鮎錐であるoガ./ダー'･ラの右刻になると,

崩賓的で紬碑なものゝほかに,簡素に使化

されたものがある｡これは波状の空山の

なかに,をれか-った葉が,雲岡の牛パル

メットにちかいかたちをとってゐる｡ベェ

グラァムの象〃'･彫りでは,かなりサ-/./チ

ィふうであるが,三共からなる-'P-パルメッ

トのLt'一現をみるし,-ツダのストゥッコで

は,この′1'･パルメットが葡萄の兼の側面形

らしく解されてゐる｡しかし,もともとは

アカ./サスの側山形といふべきもので,ア

カ,/サス正面形の半分である.といふか,

ガ./ダフラで_-:I:鯉的なものが,その後は平

tBf的になってしまふのである.そのことは

ガ./ダー/ラの石彫からはよくうかゞ-る｡

中央アジアのキジィルにもある｡こゝで

は牛パルメット汲状文の第一形もあり,節

序章　雲Fq7~tA田装飾の意義

;1.サァンチィ　　.転ncL

b.ガンダァラ　　Gan刷1かa.

e･べIL-クラ7人　1itgrhl･

(1.ハッタ　　thdila.

e.キジイ/i-　　Ki王ⅠⅠ.

(. I,ウラン　　IJ)ullan.

ノ..　　一言ー
g･キジイ′L KiziJ.

第十周　披状唐草文

Fig･ 10. W.IVY FJoml恥一｡H l'.ltternS.

第卜個　キジィルのパルメット北列文

Fig･ 11･ Kizil Repeated Hall-palmerte I'.lttCmS･

二形もある.第一形といふのは,兼ををりか-したものであり,第二形といふのは,葉のさきから

つぎの某がで､ゐるものである.(Fig.10)かういふ便化された簡素な唐草は,むしろ後出の形式で

9



雲岡石綿第七洞

ll.碓海洞　　kereisc-I tt''･ltle.

I-.俄鬼洞　PretこL-lL'lhlc･

C.かぶとImLll liehe]mten一日･'',Ttle･

第十二固　キジィルのパルメット環つTSぎ文

Fig･ 12･ l{Txil l'atterns or Linkc(I Ci,cles "ith PalmCttC.

a. (1.1ヽe 120N.

I). I/LL代　は丁.

C. (..lle ll(I.

第一卜三U.忌l　敦盛肝革命稚

Figr. 13. rTlul1-1川an.Lr. FTom] Sc･-olH'ilftcl nS･

あるが,そのあらはれが,すくなくとも二

三世紀にさかのぼることは,ロウラ./の木

彫にすでにこれをみるから<ある.かう

いふふうであるから,はたしてどこのもの

が,郎接影響をもったとはい-ないが･キ

ジィルのものなどは形もよく似てゐるし,

年代もちかいことが想超される0

年パルメットの報列文はすくないが,

キジィルの畷矧二はこれと調子のよく似

たのがある｡(Fig.ll)たと-ば･海馬洞
り

Hippokampen･H6hle,紅巧蔭洞Rotkuppel･

tJ.

H6hleのもの<,充分に雲岡の原判を想像

することができるo

っぎはパルメットの環つなぎ文<あ

るoキジィルの壁罪では,よこつなぎの例

がいくとはりもみられる｡(Fig.12)そこに

はかなり複雄なものがあl),人物のil'偶を
∫

はめこんだものさ-ある｡ 1第,九,節,十洞の

禽放人物をおさめた環つなぎ文の湘允も,

すでに西方にあることが知られる｡かく

のごとく,帯状附,T,A_文に関するかぎりは,

中央アジアのキジィル方何との関係が常

接で,このあたりに.その耐安のiP,ql:がある

感じがする｡さらに,敦燥千体洞の壁宗

にも,キジィルとかなじ披状文の第二形

式,興式環つなぎ文のあることは注意されてよい｡(Fig･13)ことに前者は雲岡の披脚沖に･かな

りちかいのである｡

さてかういふふうに,柄物文様はひととはり,その拡価を丙方にみとめることができるが･動物

文枝になると,かならずしもさうではない｡獅子は,もとより西束のものである｡ことにアフガニ
1I

スタ./のショトラクからでた獅子像は,･Br.YfJのものにかなりよく似てゐるo顎がかどぼり,鼻が大

1 A. (i.iil川e(tCl/AlIIK,I(.lCrla, I, Fig･ 34･　　2 Il,(.t･, II, lJig･ 7tLl･

3 bid., Il, Figr. 33,34.　　　　　　　　4 J･ユleu.lid-%oto,･ak･ l'1･ XXXIV･
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F'J';章　笠岡77-絹巷MlIJ-の意表

a.漢銅器

Ihn lirLmZe.

t一. '1･fJl]節七洞

Ylin-k･1mg, (●ave VIL

第十円相　律種職印7-　Fig. 14‥hi帆､=1こ-Sks.

C.ガン　ダァラ

(;;tnl川.im.

rL. I.1H･六か】

一laヽ･e XVT.

lI. 11g十六irF')

(一.lVe XVL

c ,'j'f六tll.]

tj.1ヽe VT.

節[- tT'.糊　雪岡扶端禽聯形終積　FiHr･ 1[･, Yiin-klmhr.tni一一一nト乙一一ltHl,ir(I-Shpctl ▲1.･ch-C-1心.

きく, [)のひらいたかっかうは,まさにJi:岡の獅子の11iFl判たるをおもはす｡しかし,獅子像はかなら

ずしも,件数董術にはじまるものでなく,件数をはなれて雅代から中開の華術に,しばしばあらは

されてゐたoそのよい例は山東省嘉砕解式Pf:':山の武It･)I:I"-jの獅子,それから1別那変端の獅子にみる
1 )                                                ._.)

ことができる｡それとともに,Jl神獣鏡の州像両側にそ-られたT･riiR形も無税できない.獅子以外,班

鮎の龍虎,食):3にか､では,まったく淡奴の侍枕にもとづいた動物意椎である｡(Fig.15)これを州方

にもとめて,似たものがか､｡また所々にあらはされる獣尚にしても,抜放悼続の概面であるo

(Fig. 14)けっしてガンダ-ノ･9その他でみられるt･.I.I.*山ではない.

もうひとつ関越になるのは,樹木と山紙であるoこれをみて,すぐ想起されるものは,中央アジ

アのキジィルの堀丑にみる山紙と樹木である｡これをみるものは,,ji:岡山妹の砿i流がこ､にあると
.;)

いふが,ひるがへって,撲塊の鏡鑑,博山塊の恋匠,織物文様の山は,樹木をみるものは,またそれか

らの悼枕<あると主張するであらうo(Fig.16)いもそのいづれとも,一方的にかんがへることは

ir:･しくあるまいoかうし､ふ淡魂の悼枕をうけながら,なはかつキジィルあたりの給の影響をつよく
In. lm島allagrllla               J)

うけたものと祭せられる｡いi,これをガ./ダ-,ラの帝樺開法像などにみる山谷樹木に比較してみ

1脚1･rlmll火省に於ける漢代畔叢糸価JI Pl･ XXII.『六朝陵某朋4f.舵;'.-･Jl(申火1.f.･物保管委Ll(uTb.紙価.･･;I, ,節.--紛南京1935J押J.

･o F'桃華jk17-矧尚鋒』 jJLl..都1924 jr.:fll. PJ. 40.

3　A. Stein, ZILIWrM,A.a JslCL, Oxror(I 1928,PI. XXXIV.

4　A･ Fuuchcr, Irarl grL700-boLtd･lhL',JLie, Fig. 216.
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a. rB岡;15･十三洞明窓fT一彫

Yih-tang, (1ave XITI,

lV in(I(lW.

∴二+
e.金鋒旭日1姥

l与rl'nZe I_.enSer I-f Po･sllan-ltJ T) Ⅰ増･

第十六周　山款と樹木　Fig･ 161･Rep一･csetltatiuns or Mountains and Trecs･



序章　雪洞イ1-窟装飾の意諮

ると,その玄!;貨的な表現との美がいちじるしい.

3

さて以上の個々の比較を綜合すると,雲岡の装飾は,ィ./ド本土の件数装飾モチィフのながれな

くみながらも,その表現法はィ./ド本土よりはガンダァラに,ガ･/ダァラよりはrf-央アジアに,より

ちかいのである.したがって,Ji:岡不精にm妾の影響をあた-たものは,やはり地押的にちかい中

央アジアの諮寺院だとみるべきであらう｡それにしても,かうした装飾は,雲岡石窟にはじまった

ものかどうか･これ以前,件数侍水このかたの,ながい経過にどう推移したものであらうか.今日

われわれは,俳敬の装飾意匠に馴れすぎてゐる｡けれども,そのむかし,殿周諦銅器の賓客･;1;･文,秦

抜放菅の紳仙禽Yl.班,'i:気丈の伸続にそだったひとびとには,ひじゃうにあたらしい,そして興国的

第十七陶　碓魂御蓋氏人妻像

(紹興蓋俊銘)

Fjg･ 17･ Canopied Figures

on the Ham liron2:e MirlOr.

な感動をひきおこしたにちがひない｡しかし,そのはじめ,一二世紀の俳敦装飾については,たゞ
l‡u(lllhTL

郎帝が老子,搾居のまつりに準丑をもちひたといふことだけで,それ以外は,まったくなにも知られ
ll                             ℡)

か､のである.華蓋については,紳獣鏡などの嘉像から,また馬車にとりつけられた金華爪の車乗

から,いちおうは,その形も想像されるのである｡中国でも尊貴の人には,つねに蓋がさしかけられ
:i,[

てゐて(Fig･17),周公輔政岡の成_-i:.のう-に茸のあることは,よくひとの知るところである.要する

に尊出の人たちの調度をとりきたって,それを俳の非厳として附加したのであるoその意固すると

ころは,もとよりかなじであるが,形式はかならずしも同一ではなかったかも知れない.しかし,そ

1後藤守一編『F'満額英｣=LJ4,3･火京1ひ42J'I判, Pl･ 49(4,5,7,8. ).原打Ⅰ淑人等順浪』火京1930年刊, PJ. I-VIII.

2　脚伯等『紫浪郡時代の遠別下雀,火京1925年fFJ, PL 192.

3　関野fi『漢代蛾叢の炎飾』PL59,89,110,
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雲岡石窃第七洞

れにしても,だんだん西方ふうなものが勢力をしめていったことは,やゝおそい例であるが,和平元
り

年(A.D.460)の併像銅板にある天蓋が,まったくキジィルふうであることからもいへる｡

しかし,いづれにしても,件数に関する造営がやうやくさかんになったのは,三四世紀以後,と

くに四世紀以後であらう｡このながい年数のあひだに,徐々に,その西束の意匠が浸透していった

のである｡四世紀の例としては,金銅俳の獅子座,博山焼,それから五世紀前半にさかのぼるもの

として,牛パルメットの並列文,車パルメットの波状文の成立,また火焔光背の確立などを指摘する
･･l-

ことができる｡

要するに,俳敬重術の輸入は,古代中国美術の潮流に,大きな革命的奨化をおこしたのである｡

あたらしい信仰と思想による彫像の流行,それにともなふ各種の荘厳,またこれをいれる建造物,

さういふものが,徐々におこり,こゝ雲岡において,その初期のクライマックスがしめされてゐる

のである｡なかでも,こゝにあらはれる植物文様の意義は大きい｡周漢以来,あれだけ旺盛をきは

めた,動物文にかほる植物文がこゝにあらはれ,以後はこれが文様界の主流となってしまったので
I

ある●｡

しかし,文化-装飾もその文化の顧現である-の俸播は,商品の輸出のやうに,内容から

外装までそのまゝのものが,各地にひろがるといふやうなものではない｡それは,ところをかへる

侍播であると､もに,すがたをか-てゆく奨客でもある｡併像のことはしばらくかくが,係数建造

物は,石と土から,すっかり木にうつしか-られたのである｡中国式の宮殿建築が,すっかり俳数の

寺院になってしまったのである｡そのことが,石窟の構造的な装飾に,いっも大きな影響力をふるっ

てゐる｡第九,第十洞以後の屋形寵の出現などは,その願著なものである｡そして一方,漢魂の停

続としてrP図式の龍虎,禽鳥がくはゝってきて,香を焚く樺山櫨がまた併具としてとりいれられる｡

したがって,いかに西方的で,中国にとってまったく新規な植物文とい-ども,ある程度までの中国

化は,まぬがれぬところである｡それは単純になったこと,抽象的なシルエット形式に凝固したこ

と,それは一面漢鏡の外縁文様にもどることであった｡(Fig.18)第九,第十洞以後で,多少複雑化の

方向をとるとしても,このシルエツ川勺な牛パルメットの基本単位は,そのまゝうけつがれてゆき,

また,こゝにも,中開的な禽獣が附加されてゐるのである｡

なんといっても,雲岡石窟装飾の大きな意義は,こゝであたらしい係数美術のジャンルを確立

したことであり,以後それは沸教美術の埼内をはるかにのりこえて,あらゆる造形美術の面に展開

していったことである｡そのやうな併敦美術の浸透力は,この時代の美術にさけがたい一つの基本

的な色調を染めつけたのである｡

1人文科拳研究所考古賓料59640

2　水野｢申開における併像のはじまり｣(悌敬重術,那七冊)大阪1950年刊,Fig･ 111

3　長虞『大同石俳峯術論』京都1946年fU,p･ 117-174.
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第　七　洞

第一章　　前　　室

第七洞は州韓の窮八洞と-封をなす尤1協である｡このことについては,すでに本書第五巷にお

いて詳適した｡たゞ外観上,第七洞は第八洞とちがって,酌宝に木造楼閣がいまなはたってゐる｡こ

れは三原捗Juである｡その初潜打切来第一山｣の偏頗がかゝってゐる｡建築は明活時代のもので,

屈融は活動仕組順治帝の御雷である｡この種の楼閣は,かって第八洞前室にもあったが,その方は

壊滅してしまった｡木造楼蘭があるため,弟七洞前室の調査はいろんな困難があった｡壁佃が土で

塗りこめられてゐること,木造の天井や梁桁があって,撮影その他の障相になったこと｡しかし,そ

のためか風化の鹿は'第ノし洞よりすくなく,壁由の浮彫はわりによく保有されてゐるo(Pl.1,PlanII)

し前室〕第ノし洞とおなじく,前室と主室とからなってゐる.主義は長方形,その南にある献呈

はほゞ方形で,天井がない｡東l)吋の隔8.80m, [削ヒの幅8.00m｡前壁にあたるものはなく, ['l然門口

といったやうなものはない｡たゞ,r.I(才にむかってLlをひらくのみである.前宝と主室とのあひだの

扶門には,いま二f二塵をつくり,それにせまい戸口をもうけてゐる｡件壁は弟八洞前完東壁のうらに

あたるo　この南端は柱状を呈し,その基部には大きな獣形を彫りだしてゐる｡いま風化しきった宜

大なブロックから推察されるところは,大きな*1-Ill.jlLと施政である.これに対し,火壁南端は第八洞

西壁南武;i.主と相艦じ, lrlj形式の大きなブロックが聾立してゐる｡破損はひどいが,五暦または七層の

塔形であったらしい｡この塔の束は第六洞の外壁になり,そこにはまた第五,第六洞の外壁装飾で

ある塔形がたってゐる｡(Pl.2-3, Ⅰ'lan 1)

かういふわけで,南壁といひうるものは西端の陣形のうらと,束iATlliの塔形のうらとがあるの

みで,どちらも幅2.()01-1たらずのものである｡外壁は一見,左右不そろひのやうであるが,第八洞

と綜合してかんがへると,みごとな左右相柄になる｡要するに,前室はたゞ東西北の三壁からなり,

1執j:ひろい吹きはなしである｡束西北の三壁とも,木造桜閥の初値にあたるところは,壁土でおは

ほれてゐる｡第二悼以上は,破損のためかどうかわからぬが,壁土がない｡破損しながらも,もと

の浮彫があちこちにあらほれてゐる｡

〔前室氷壁〕土を塗った東壁下値の腰壁は,弟八洞西壁から推定して,俗鰹の供養者列像二段

と,せまい天人供養者一段であるとおもはれる｡上榔j:数段からなる水平の書像帯である｡全貌
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'j三岡イ7-1m21‡ L洞

は相聞のためわか

らないが,第八洞　上垣ad-∴-一一　∴-
西壁からほヾ堆さlu

できる｡細部は第

八洞より,はるか

によくのこってゐ

る｡各段のしきt)

には,≡/,葉環つ

なぎ文,-l'･パルメ　＼

ット披状文,牛パ

ルメット並列文の

三郎のTJ･.-･IL1.7･'.文帯が

つかほれてゐる｡

第八洞でも,おそ ＼

Ll,･･･;,=し<T･,-.ノ''･ ､＼工

たものとあ､もはれ

:I//,////.で′'<で　　　/ // ′ //

ー__｣U｣...｣.

(C)

し上申C_eJ
p　比丘だ白虎`

/

//////
/ /

る｡各即古さほほ　　　　-ゞ __ー_ ___i._｣tL_ヱL--LNL-jo`1--.

･0･(,Om,すくな　　　　　　　第二十一一問　第七洞明窓来館横断rlf周

くとも十一段以上　　　　　l;iHr. i,1.し:LltC Vlい＼･i-1､7日､､. lI｡Li州-ill S山一11日:. Jl1.､15弓lミU､eL11･

あったことがわか
∫.1tLlk･l              ヽT(rLTnl,1Lktn

る｡ _lI"';像の内相ま.みな本/I:_談であって,その-はムf'ガパッカし瑚針の木/f:.談であるらしいrJ'pl･

31!-8, Plan l＼r, Fig･ 20)

〔二前･ilJJLl.勘　全壁が千仰鹿よりなるo J-/lr両端が木造祉築にかくれ,わづかに十LJLl段がみと

められる,しかし,全貌は雛八洞東頻から察せられる.すなはち,地上約3･00mから仰寵がはじ

まり,段ごとに二十[,LI仰,それが十八段ある｡俳轟は前さは0･55m.上1:,-JL･:-lrt中火の三h-･個所に,

やゝ大きな俳轟があるo　これはii.7;さ1.10m.中央は一命の交脚仰. t'Ll方は二･三尊形j〔の!･用与である｡

千仰下方の供養井列像は,.いま卜稲の1:にあって,全然みえか､｡(Pl･9, 10, Plan ＼')

北壁にちかく, lj'.;八も剛二組ずる随姑がある｡三ペー)r･は飛火のさゝげる大運一附則壁には相葉のし

げった､'I-.木を彫ってゐるo(:j'1;寸こ巷. P7. Eミ,り)

〔前菜北堰'I TF.噛上方に明窓∴下方に門r二1をひtl'くo PIJ口は.いま十現引二韓t)こめられてゐ

るが,ri::3さ5.20m.榔4.00mあり,う-はア･J･チII)沌ニーTi:してゐる. PIjI1 71)･チより.さLt,に2･(･Omう

-に,明窓の下ばがある｡明窓は高さ3.80m,棉.A:,,.('OMの71′･チである｡たゞし7-,･チの上端は,木

18
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I,;,,, rJ-'己＼〈雪ン

/ノ/

上

せ

比
丘

′　-牧･.八五

11､1･/

箭二十二閑　第七洞　明窓東壁　比lf.縦断所願

Fig･ 22･ clavLI VII. lVj)I(】州, lllonks un 】二.lSt Reveal.

qさ.章　前　　端

造祉築にさ-ざられて,前;if.の方か

らはみえない｡(P】.ll,Plan IIり

明窓の左イ)'には,高さ2.80mば

かりの､'l-Jiが,上下二段に彫られて

ゐるo　う-の像は,本法天井により,

軸部がすこしかくれてゐる｡火杭の

単身光につゝまれてゐるが,すっか

りこほれて,輪郭がやっとたどれる

稚度である｡たぶん俳像であらう｡

したの像はInの天衣のみがみえる｡

滋l'i部のやうすでは,栄冠があるやう

だから,菩健の-:l'.像であらう｡この

二段の､lr-.像のしたに, ).A:イJJそれぞれ

多揃多作の神像があるo　まったく壊

滅にちかい状態であるが,手の六本

あること,すわっでゐることがわか

る.このほゞおなじ7.ll..3さに,門日左

右の多佃多野像がある｡この節;-ヒ洞

前'i壬の保存状態は,たしかに第八洞

よりよい｡これによって,,'Xl;八洞の状態をおぎなふことができる｡(P7.12,13)

【二挟門,〕挑門側壁の帆ま,復拐けると約1･86'-1になる｡側壁の和上rFl火に, -J冊i'J.0.90mの大蓮華

があり,それをめぐって二膿づゝの飛大が彫ってあるが,南がはの飛天はほとんど全壊してゐる0 7

-′･チにそってしたにくだると,さらに二鰹の飛火が!.A:イl'にならんでゐる｡そのしたに,多面多野の

刷像がすわってゐる｡ (.,I.I;さ約1.75nl｡ ,'Xl;八洞とちがひ,牛にも比にものってゐない｡なに紳であ

るかの兄常はつかないが,まことに端々い､像である｡この像のしたに門州がたってゐる｡縞さ約

2･25m,逆袋形で,第八洞の1日榊とはかなりちがってゐる｡ IHj伸のうちがは,主'iiのかどに重肘柱が

ある｡そのJE.)3さ2･80m.したに高さ1.85mの､fI-.[鮎;ある｡これは､'l-.ちあがってゐるので,やゝ与L.与様

だが,納1･をさしあげて,ltLt柱をさゝげた傑f糾象である｡かどにあるから,帰ii･:の側l剛ま主Iii_捕堀

にあらほれて, ､用鋸仙川三として,門口束州こ呼地主してゐる.たゞおしいことに,TJfrTの3.()0Hlほど

は,ひどく溶けさってゐる｡(1'Ll4-22,Plan ～,り

〔明窓〕試さ･'う･糾1--, EPL't';3.(･Omoだいか,弟八洞とおなじ大きさであるo側堀の意匠も, :All;/し洞

と同様である｡たゞ''j'1;ノし洞では,fl-づみがあって,一日にみられなかったが,こゝでは全貌が一度に
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うかゞ-る｡側壁のねもとは,豪亜たる山獄である.うねった｢たこ｣のあたまのやうな峰であるo

そのう-に,大きな樹木が一一･本はえてゐる｡樹木はうねってのび,杖をわかち,側壁の天井いっぱし､

にしげり,扶頂で州接してゐる｡葉はまるい潤葉形,それが各校の加齢こついてゐる｡木のしたは

二段になって,醒充の比丘がゐる｡高さ0.72m乃至0.76m.両手両足とも天衣のうちにす-,ぼりと

つゝみ,しづかに瞬想してゐる｡(Fig.22)樹枝にかけた鉢嚢,淋下にお小た水瓶,長靴が注意をひ

く｡(Fig.21)樹幹に接して,そのうちがはに,貿冠をつけた菩薩像がたってゐる｡足下にたかい簾

凡をふんでゐるo　高さ,束の像は2.00rn,粥の像は2.10mある｡(Pl.23T27,Plan VIT)

第二章　　王　室　北　壁

〔主宝〕主菜平揃は長方形である｡束1)LT-は約9.30m,南北は約5.60mである｡門口をはいって

北壁正面をみると,上下二静に大きな悌轟がある｡う-は楯扶余に玉等像,したは尖扶轟に二仰並

坐像があるo左オiの東西両壁は,規則正しく四屈となり,各層ごとに二つの俳露がある｡帝拍韓の門

口と明窓の左右は,東西壁の暦位にならひ四柑となり,それに一つづゝの仰寵を彫ってゐる｡した

がって,束西南の三壁に,組数二十四の同形同大の俳寵がある｡天井は長方形ゼ,格天井になり,

六つの格間にわかれてゐる｡格間と梁には,第八洞刷,yiに蓮華と飛天とをすきまなく彫りつけて

ゐる｡保存状態は,一般に北壁がわるいo　それは砦後がTIJにつゞいて,水分が浸透してくるからで

ある｡東西南の三壁は,LlJからいちおう隔離されてゐるので,下野をのぞけば,だいたいよく保存

されてゐる｡(PlanI,II)

〔主室北宝〕北壁は全高12.66mある. 6.20mの高さを境として,上JfrF陣にわかれてゐる.

各壁とも,う-になるほど握の幅がせまくなるのは,第八洞とおなじであるo　北壁は床の揃で幅

9.30m,上値の床のt宙で(0,.601Tl,天井の接鰯部Tlはゞ 6.00mとなるo(Pl.28, 29, Plan vm)

L下肘大姦｣中央に尖扶轟をまうげ,その左右に､rI-.像の露があるo中央尖扶轟は,まづ高さ1.20

mの壇をつくる｡禽内の高さは3.66m,幅は4.601-日業さは2.20mある｡そのなかに高さ3.40mの
Prat)口taratTla

俳像二股を並弛させてゐる｡つまり二俳並坐像である｡ u~'法二ilr脛』巷十一,｢見貿塔晶｣にみる多賀
]うlT(ldllu･　S元k)乙umlnl lh(ldha

俳と樺迦牟尼俳とである｡大部分はとけてゐるが,両手をくんで膝のう-においてゐることはわ

かる｡繭坐俳の中間,光背のあひだに二鰹の天人像が,せまい毒座のう-にたって,横笛をふいてゐ

る｡本尊俳藷の左右には,高さ3.00mほどの俳露があり,それぞjL,なかに革俵~､rr.像を彫ってゐる｡

溶解がひどいので,ほとんど形態をわかちがたいo　休禽LJLf.がはのう-に一群の走獣がみえ,すこし

西壁にまでまはってゐる｡しかし,なんの場1;]1-かわからない.第八洞ではこの部分に価値墨像があ
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第二二葦｣三宝北壁

ったo　あるひは,本!li宗像であるかも知れないo(Pl.30,31)

〔上原大藩〕開扶寵のうちに五尊像を彫ってゐる｡露のふかさ1.80m｡中央に貿冠をつけた

交脚菩蕨,左右に接して橋竺Ib.の俳があるo　この両翼,やゝ間をおいて,うちがはにむかった牛凱FFuT.仲三

傑がある｡これは,まTE-r耐ゝらみると,寵の帳某のかげにかくれてしまふことになる｡(Pl.32)

rll犬の交抑洋陳は高さ4.80m,小さなまるい毒座に雨足をのせてゐるo　たぶん蓮華鉄であった

らう｡胸から腹,一膝,下肢にかけて泥修の衣がみられる｡しかし,両手はよくのこり,すぐれた彫刻

がうつくしい.両膝のしたには,丸彫にちかい獅子の彫刻があって,決以来の古風な様式が力づ

よい｡(Pl. 33--37)

左脇の俳侍坐像は固形の蓮座のう-に彫られてゐる｡高さ4.00m,頭部,差鼠胸,腹は破壊し

てゐるが,そのほかは比較的よくのこってゐる｡頭上には郵笈の彫りはなく,蕨はまるい｡偏祖右

肩である.右脇の俳俺坐像は,これと丈をおなじくし,おなじ姿勢であるが,破壊の度は一層はな

はだしく,そのため補修は, T･足をのぞいて,身鰹の各部にかよんでゐる｡而隅の牛軌酎ff=:像は,侍

生体の肩までの高さしかない｡大きな賀冠をいたゞき,草乱射雅の姿勢である｡二つともrrfl-形

式であるが,イ7-の像がより保存がよい｡(Pl.38-Al)

光背は本尊交脚洋陳のものが,大きく姦底にあり,脇柳の馨身光が平分かさなったやうに,その

左イ;にある.牛励旧教の光背は明瞭でない.たと-あったとしても飲地がないから,ほんのその一部

分が,あらはされる斜度であったとおもはれる｡本尊光背の頂上には,弧状のおはひがあった｡こ
り

れもFLIl方樽束の形式で,たぶん光背をおはふ禽形,あるひは服薬よりの壁化とおもはれる｡その複

許な西方的な波状唐こ隼が注意される｡この光子封j:,内区に飛天と生体の二背があり,外区に火焔,

中心に蓮華文があるo Lかし,その左右の蓮糠をみると,雄の大きさがかなりちがってゐる｡これ

は左草と右′卜が別々の作家によったからだとおもはれるo　さういふちがひは,また,左右の侍坐備

にもみとめられる｡この両者はよく似てゐるのであるが,それでも右の俳はよりゆたかであり,左

の俳はやゝ肉がそげてゐるo　まったく別人の手になったことを暗示してゐるとおもふ｡才識JA脇伸

の光帯も,火焔のふちをもち,飛大もしくは坐供の内帝をもち,蓮華の中心をもってゐる｡

さて,これら北壁上層の五奪像の彫法であるが,頭部は壁耐から充分･に突けi L,手足も曹Idか

ら完全にうきだし,まったく九彫のどとくである｡彫刻の表面は,どの部分もなめらかにみがゝれ

てゐたらしい｡細部は,みごとに鳥賞的にできてゐるが,肉鯉的な,なまなましさをたくみに抑制

し,簡潔,素朴な表現に徹してゐる｡

〔上層楯状額〕帽扶額は第八洞とおなじく三段にわかれる｡上段は高さ0.65m,十四の尖洪藷

からなり,なかに奏楽の天人を配してゐる｡天人たちは,だいたい正面をむいてゐるが,膝からう

-の上身があらはされ,あたかも高楼の欄杵からみおろすがごとくである｡楽器は東からみて,(1)

1 A･ G】 ul川edel, Alfl),uddhl'(b･trL一維7,,a KLdtb･棚eJL, Fig･ 118, 228, 340･
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竪笛, (2)琵琶, (3)等筏, (4)琵琶, (5)排管傭), (6)竪笛, (7)横笛, (8)腰鼓, (tJ), (10)小鼓, (11虜蹄形(もしく

は鋼鉄), (ll)琵琶?, (12)竪笛, (13)不明, (14)不明である｡すなはち第八洞とおなじく,絃楽器は琵琶,

聖徒の二種,管楽器は竪笛,横笛,排管の三種,打楽器は腰威,′ト鼓の二種である｡こ､には中囲固

有の楽器である琴は,ふくまれてゐない｡つまり西域系の楽器のみである｡

中段は楯扶観である｡十二の梶にわかれてゐる｡各枢内に飛大が彫られ,左右六鰹づゝ,それ

がシムメトリックに相封してゐる.顔のむき,両手のうどきは白EEH-'1本であって,のびのびとした

肢態は,きはめて大らかである｡

下段は帳幕である｡弧形にしぼったところが九個所あり,そこに獣両のかざりをつけてゐる｡

獣両は漢貌以来の侍続的形式である｡獣両飾のしたは,むすんだ紅のはしがたれてゐるが,そのう

ち一個所だけは飛天が附加されてゐる. -LJ_EILvLも,もう一個所あったとおもはれるが,いまその個所

はうし別まれてゐる｡さらに,この帳幕が束酉壁に接する両端に,健保像を彫ってゐる｡両手をた

かくあげ,両足をそろ-て,のばしたかたちである｡もともと持造りの腕木のやうな役Elをもった

ものであらうが,いまはたゞ形骸のみであるo(Pl.42-46)

第三章　　王　室　東　壁

〔主室東壁〕東壁と西壁とはおなじ設計である｡いづれも四暦,各層二轟にわかれてゐる｡

各層をわかつ,ほそい唐草文帯は,う-から順に(a)蓮雑文帯, (b)波状唐草文辞, (C)牛パルメット並

列文帯, (d)パルメットの略式である三つ葉の環つなぎ文背の凹桂である｡第一から第四暦,そのう

へに小生俳をならべた一層があり,つぎに天蓋のごとき三角垂飾がある｡第一暦のしたは供養者

の列像である｡

東壁は高さ約12.55nl,西壁は12.45mある｡し､づれも北壁に接する方が,0･20mばかりたかい｡

塵の幅は下僚より上層になるにつれ,せまくなり,東壁の床では約5.40m,上線では約3･P,5m,各壁

ともまへにかたむいて,そのう-かなり凹凸もある｡木造にしろ,石造にしろ,ふつうの建築の壁

にみるやうに規則的ではないのである｡第三暦の基底は,北壁上寵の基底とおなじである｡すな

はち,う-二F酎j:北壁上層と相磨じ,した二柳ま北壁下層と相礁ずる｡さらに,う-三層は,二つの

寵が上~ドにたゞしくならぶが,第一厨の両名は,北壁の方にかたよってゐる｡かういふことも,こと

ごとくIj'5八洞とおなじであるo(Pl.47,48,Plan IX)

〔東壁節四暦〕二つの突抜寵が相接する｡愈頂までの高さ2･10m,寵の幅,南東2･20rn,北寵

2.30m｡併轟の繭わきは,柱頚飾からでた膝JLやうの装飾が大きく占屈し,そのう-に扶端の龍が
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第三章　p:i:.室東壁

光つ｡これも雛八洞とおなじであるo轟内には鮪蜘朕チ1与の俳像を彫るが,おLいことに,北寵の俳

は顔の一部と,上鰹の大部分を破損してゐる｡ iil'i上には琉盤をあらはしてゐない｡右手は挙手,左

手はねじて衣端をにぎり,光背は轟いっぱいにひろがってゐる｡このうち,商寵の俳像はすぐれて

生気がある0滴寵とも,光背のそとはLJ_LLI段にわかれ,最上は飛天一段,つぎは供養天人三段,そのう

ち最下の一段は,直立の供養天人である｡扶頗内は,南北雨露でちがってゐる｡南轟は高撃の天人

がとび,北寵は押走形の小柳がすわってゐる｡そのうち,南轟の飛天が相かさなってとんでゐるの

はめづらしい｡(Pl.49-51)

〔東壁第三暦〕二つの楯状寵がならぴ,その｢囲月と両端とに,凹野の重怜柱がたつ｡寵]互riまで
1)けlセな

の高さ2.35m,南露の幅1.7nm,北露の幅1.70m｡重厨柱のいたゞきには,牛パルメットの承花があ

り,各暦には′ト僻の並地があり,最下は屈柱をさゝげろ傑僻がうづくまってゐる｡承花は大きく,そ

のあひだから覆鉢形が′トさくのぞいてゐる｡第八洞東壁では,覆鉢形はなく,こゝに合掌した化生

素子があった｡

甫嶺ともに三尊形式である｡而轟の俳は五戒の須輔座に坐し,北森の俳は脚をまじ-て万座

のう-にすわる｡ともに偏祖右肩,右手は畢手,左手は捻手の形である｡本尊の拳身光に接して,

繭がはに脇侍菩薩がゐる｡ともに寅冠をつけ合掌してゐるが,たゞ北藷の左脇倖のみは,左手に水

瓶をもってゐるo寅座の両わきには,うづくまった獅子があること同様であるが,北寵は正何形で

あり,南寵は側面形で,上平身しかあらはされてゐない｡しかし,獣形ば,どちらもいきいきとして

ゐる｡抜額の｢ll央部と菱形部には,それぞれ飛天を彫り,左右の翼部には合掌童子の上身をあらは

してゐる｡化Jl三のつもりであらう｡(Pl.52-59)

〔東壁第二軒〕この圏には尖頂のアァチ愈二佃をならべてゐる｡愈頂までの高さ,南条2.05m

北森2.10m,幅は南轟2.Ion,北森2.24m｡扶額の両端には龍を彫り,それをうけて,みじかい傍桂

がある｡これも第八洞におなじであるo南北轟とも俳の蔓座なく,床上ぢかにすわってゐる｡南方

とも腕からしたが大部分溶けてゐるが,とくに北轟がはなはだしい｡下方の塵にみじかい材を教

本うちこんでゐるが,これは補修の泥土をつけた痕蓮である｡

而轟では愈内繭わきに,三醍づゝの胡附をつけた供養者が,ひざまづき合掌してゐる｡襟の大

きくをれか-った,窄袖のコオトをつけてゐる｡北寵では,左右に一腰づゝの老人が腰をかけてゐ

る｡右脇侍はまったく破損しきってゐる｡ほそい身牌に,膝まで達する長衣をつけてゐる｡この南

北両寵の脇侍は,第八洞第二滑から類推して,やはり,俳博中のある場両を,ものがたるにちがひな
Trapu誉n　　　　　　　13ha111kn

いとおもふ0両藷は馴層の俗鰭であるから,弟八洞東壁北嶺同様,トラプシャァ(提許JI),バリカ(政利)
り

の二商主が,廻蜜を戯じたところであらう｡(第五巻,p.17,18)西壁第二暦南寵も,これにおなじで
U rll V llv元　　　　　　　　　　　　　　　　K五島yapa

ある｡北寵はそれにつゞくはなしとして,ウルヴィルヴァ(優榛原螺)の三カァシャパ降伏がかんが

-られる｡つまり,内壁第一噺丙寵に連関するのである｡扶融は,南東に九つの小生僻,北露に小
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票岡イT'精第七洞

坐俳を中心にした1.三石三股づゝの飛天を彫ってゐる｡北東の北には,なは1.00mほどの壁iAiがのこ

ってゐる｡こゝには北壁の搾彫のつゞきがまはってきてゐる.なにか俗膿の人物が二人ばかり,あ
.1元nk･1

らはされてゐる｡弟八洞のばあひは俳伸の一節であったが,こゝでは本生談の一箱かとおもはれ

る｡(P). 60-63)

〔東壁第一暦〕 -/.:.右舶轟が,すこし北に片よってならんでゐる.いまru話形をとゞめぬまでに溶

解してゐるが,酉壁第一陣によって,ほゞ全鰹を推察することができる｡舶轟の中間には,川健の或

槍柱がたってゐる｡これは第三相の重刷主よりは帖がひろい｡ Ih一歳は尖扶露,北森は楯状寵で,坐

体が安置してあった｡脇侍のやうすはわかりにくいが,これも西壁の初相から推察すべきであら

うo北藷の復原脚(p.97)を参照されか､o(Pl.48)

〔束壁最下恰〕 ,節-胎のしたは休まで1.50mある.すっかり掛ナてゐるが,供養満の列像で

あることは,うたがふべくもない｡(Pl.48)

第四章　　王　室　西　壁

､ -._　日㍉

/メ.)

m　,/十柚目早し

澗牲誹ヾ顔追肥

で＼

∵∴･]. I. ･:A.Jj･.1日..､

第二十三隅　第七洞　r=i:.'Iit_西壁　第二勝北品右脇侍像

t･'jg･ 23･し:aVC VH, Main Rooll一, West Wall･ Scc.,mT Storey,

NortllCm Niche, Right Attcmlilnt･
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〔iiミ端西鎚二〕西壁は東壁と

おなじ設計<ある｡ ''Xr,LJ的チは'k

秋霜,本尊生休には董l_Aiiがない｡

:j'.;三筋は抑挑盆,北鹿は交脚伽

の三尊,南晶は三止成須紺旅の坐俳

三尊. ･'j'1;二柳まふたゝび尖拭藷

で,本尊チItl･)fiには素姓がない｡第

一桁はふたゝび楯状鹿だが, l相姦

だけはLlは淡をあらはした特殊な

姦形である｡これら俳藷rtlの[･IB_

俳は,す-てイl'T･を墾げてゐる｡

I,三Tは多く捻手形であるが,弟二

帆相姦,雛IJLI帆拍寵は傭手形, J'Xl;

一触h一蔵は鉢をうけてゐる｡い

ま東壁とくらべつゝ,この蝿の解

説をLよう｡(PL(A一一七6,pun X)



第円章　_=fミ1ミ両壁

〔西壁第四櫨〕こゝでは繭露本尊の!.･二手が,東壁のばあひと貼り,腹によこた-られてゐる｡

北寵の挟鶴は中央に-鰹の坐俳があり,その[三右に既坐の天人が八鰹づゝ,合掌したり,片手をあ

げたりして供養してゐるo l拍藷の扶街は'鯛拝の列像である｡つまり氷壁と｢.-]伐に,供養満列と坐

俳列との一対であるが,氷壁北藷と西皐軌拍寵とが_坐.仰列で,水租相姦と四壁北籍とが供養荷列であ

るから,照臆してゐないことになる｡また,おなじ供養茶列にしても,東城のは飛行してゐるし,lJtI.

iiiiiij

i...._I......1⊥

.~~~~~l･去u

第二十五臓　第七洞_=i:.'iミtL7Ll'姥　第二fd北菰

di.俳縦断面陶
Figl 25･ Cave VII, Main lくoorn, West WaH, ･qec｡n(1 Storey,

NoTthcrn Niche, 1}rorlle OutHncいf-.qlatCtl l丸l(lllha.

第二十円周　第七洞　_ji'iirlTLf韓　第三牌北菰　交脚俳縦断両胸

Fig･ 24･ Cave VII, Mai一一Roul一一, West Wall. Thir(l Storey, N(,rthcrn Niche, ProLTlle Outline or 13u(I(lhTL With Anklcs elOSSC(1･
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雲岡イ7-肘第七洞

壁のは蹟_^Lt_してゐるo(Pl. 67-70)

〔西撰第三婦〕北東はめづらしい交脚俳(Fig.24)である.氷壁北寵に封厳し,また節八洞の

束執手痛に一致する｡南鹿は五成の葉上にすわるチ印B(Fig.26),脇侍はJl:.右とも食草で,東堀内寵

に一致するo北寵の脇付は/i:端とも手をたれて水瓶をもち,束賂把寵の介掌脇侍と,水瓶脇侍とを

第二十六糊　第七洞_i:.#_-Iq.壁　第三仲南菰俳坐像

Fig1 26･ Cave VII･ Maゎ Rool一一･ West lValL ThitLl Storcy･ Southern Niche, Scate(I lhL]dha･
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第円章　主某所壁

相対せしめたのとちがってゐる｡これは東壁の彫刻家が,不用意にしたことかとおもふ｡なは第三

暦のうづくまった傑傍は,束壁よりよほど念いりに彫ってある｡ことに中央の保傍は,ゆたかな均

整のとれた肉鰹を,ま正面に塵師したかたちであらはされてゐるo(Pl.7ト76)

〔西壁第二層〕この暦はあらゆる鮎が東壁とおなじである｡南藷,北寵とも本尊の俳は床上ぢ

かにすわり(Fig.25),脇侍は南喬が塊坐の合掌群,北寵が腰をかけた大像である｡たゞちがひをい

ふと,その腰をかけた大像が,東壁の高馨老人像に封し,この壁は貿冠の若々しい姿である｡前者
＼'.tAL1

のウルヴィルヴァ･カァシァパをあらはすに対し,後者はおそらく長者の子ヤシァ(耶倉)であらう.

(Fig･23)この封闇は頴著であるが,扶融の方はあまりHだゝない｡これは北寵の飛天はおなじで

あるが,南蛮の廃盤供養像が,東壁の生体列像とちがってゐる.北寵も,中心に東壁のごときiE両む

きの合掌半身像がないといふ鮎に,また小異がある｡

北寵の北に幅1･00mばかりの空間がある｡上下二段になって浮彫がある｡いづれも北壁から

の櫓槙である｡上段は合掌した供養立像が,三腔までみとめられる｡そして北壁の平助口像の蓮座

のしたに,むかってゐるのである｡下段はむれはしる獣形である｡鳥もゐるらしい｡それから飛天

も一雄みえてゐる｡北壁下層寵のう-に連檀してゐるのである｡火壁にも,溶解してゐるが,これ

に照臆する部分がある｡(Pl. 77-81)

〔四壁窮一骨〕第二層からう-の東西壁は比較できるが,第一暦は,東壁がまったく消滅して

ゐるため比較できない｡むしろ西壁によって,いまはなき東壁第一暦をしのぶよりほかはない0両

寵は尖扶アァチのどとくであるが,それは扶梁だけで,その他は暴状なアァチである｡本尊坐俳は

かなり破損し,表面には土をつけて補修してゐた｡右手は堪手形,左手は併鉢をもってゐる｡本尊

の左右には高さ0･70mの老人像がある｡内がはの手で額をかさ-てゐる｡洪額には霊感たる山岳

をあらはし,その山のところどころに,同様な老人が絶計八人ゐる｡手に手に水瓶をもち,あるひ

は水をそゝぐ形,あるひは水をはこぶすがたである｡
MTlgad左va

この南東は俳俸中の有名な火龍調伏のさまである｡すなはち,程尊が鹿野苑における初稗法
U rllVl lv=i     Kii畠yapa

輪ののち,マカダ図にむかったが,その途中,ウルヴィルヴァ･カァシャパたちの奉仕する火龍の窟に

宿をとった｡その夜,火龍は猛火をふき,稗尊を焼き穀さうとしたが,樺尊の威力にまけ,その併鉢

のうちにもりこまれたといふ話である｡いま火龍の両が火をふいてゐるのにかどろき,カァシャパ

の弟子たちが消火につとめてゐるところである｡

北嶺は楯状露である｡量座なしに,床上ぢかに本尊坐俳を彫るo轟のむかって右う-からなゝ

めに亀裂があり,そのために本尊の頚,右手,右膝が破損してゐる｡全腔がかなり荒れてをり,こと

に膝からしたの溶解はいちじるしい｡本尊の左右には,それぞれ五鰭の脆坐像を彫る｡むかって右

紘,ほとんど消滅するが,左右はほゞおなじ形式であらう｡いづれも高磐の供養者で合掌してゐる.

この北藷もまた俳樽中の場面であらう｡雨露の火龍調伏に前後した物語としては,鹿野苑におけ
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第ゴ1-.章　r=7ミ某南壁

KauTI'.llnytl

る聴聞者,カウ./ディニヤ(憶陳如)ら五人をあらはすかともはれる｡楯状額は無形菱形の直割より

なり,なかに飛天があらはされてゐる｡扶額のしたには,帳幕が弧形をゑがいてゐる｡(Pl.82-85)

第五葦　　王　室　南　壁

〔両壁扶門〕頂壁中央は,したに門口があり,う-に明窓がある｡門口の高さ5･20m,幅4･00m,

門口のアァチは牛パノりット並列文,帆0.24mの挟梁で縁どられてゐる｡そのう-の横帯には,中
Cl†1t三imaりi

央にマニ賓珠をおき,左右に川酷づゝの童子形天人を彫ってゐるoマニ寅珠はながめの六角形で,

ひくい毒座のう-にたち,まはりに大きな光焔がたちのぼってゐる｡体書,p･34)童子たちは音楽を

奏してゐる｡中央の二鰹づゝは身酷をよこた-て,シムメト1)ックにとんでゐるo(Figl27)手にす

る楽器は,むかって右から横笛,螺貝,排管傭),竪笛のt'qつである｡この四膿の華子たちの両端に

紘,たって足をふんばった奏楽の歌子がゐる｡むかって右は琵琶,左は讐篠を奏してゐる｡

この抜染のう-,明窓のしたには,横ながい長方形の-匿割があり,六人の供養天人を彫ってゐ

る｡高さ1.80m,幅4･.00m｡う-にながい楯があり,これをうけて左右に柱がある｡楯はいくつも

の方形にくざられ,各区に正副■萱文と,なゝめ蓮華文とを交互にはめてゐるo柱はう-ぼそりで,

皿板がのり,そのう-に曲線の柱郵飾がある｡楯のしたは弧状にむすばれた帳幕がさがり,そのし

たに供養天人がならんでゐる｡供養天人は,左右から中心にむかって,なゝめむきにひざまづいて

ゐるが,そのポゥズは第八洞とかなりちがってゐる.みな高撃に国光をかび,両手を胸まへであは

せてゐる.たゞ右端の-鯉が右手をあげ,左手をさげてゐるのが典例である｡携坐の姿勢はみな

一律で,第八洞のごとき奨化はない｡しづかな,うつくしい列像であるo　よくみると,左三人と右

三人との表情がちがふ｡とくに左端の二人と右端の二人は,そのとなりどうしがたがひによく似

てゐる｡これらの異同はかなり揮著である｡たしかに作者のちがひをあらはしてゐるとおもは

れる｡(Fig.27) (Pl. 88, 94-100, Plan xI)

〔両壁明窓〕両壁の明窓には,その両角になゝめむきの天人像がたってゐる｡高さは東2･00m,

西2.10Ⅰ¶｡わりにづんぐりした像である｡片手を胞に片手を腰にあて,簾凡のう-にたってゐる｡

貿冠をつけ,岡光をおうた姿は菩薩であらうか｡明窓の雨隅にたち,扶梁をうけた姿は,古代ギリ
caryatl(1e

シアの人像柱にくらべられ,神々しい.風上の扶梁は龍身である｡扶端は,はねかへった龍の上半

身があり,龍身はながくのびて,明窓のアァチを縁どってゐる｡そのながい龍頭のプロフィル,まが

った角,たった耳,それにはねか-った前肢は,まさしく決魂以来の侍統変った-てゐる｡龍身のう

へには合手形の坐俳をならべ,生体のあひだに合掌の化生がのぞいてゐる｡そのう-は三角垂飾
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第二十八開　第七洞　主宰南壁　第三盾西戎　俳坐像

Fig･ 281 Cave VII, Main R00m, South Wall, Third Storey, Wcstem Niche, Seated Buddha･





雲IIY-1才l'群第七洞

ぼそりになってゐるため,左右がそろってゐない｡ともに寅冠をつけた菩薩交脚像で,五成の須甜

座に腰をかけてゐる.病者とも高さ1･60m｡右手は傘手形･JI三手は腹のところにあてるが,束轟で

は相葉のパルメットをもち,西轟では蓮の菅をもってゐるo寵内は大きな拳身光がおほひ,両脇に

小さくひざまづいた合掌の天人,そのう-にいきほひよく騒ける飛天を彫るo扶掛二は五つの駐

第三十閲　第七洞主'_基南壁第二Jd所蔵俳坐像

Fig･ 30･ Cave VII, Main Room･ South WaH･ Second Storey, Westcm Niche, Seated 73uddha･
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第六章　三三室天井

割をまうけ′中央三つにはよこにとぶ飛天到彩り,左才,一菱形部には合掌の化生を彫る｡扶額のした

には,帳幕がしぼりあげられてゐる｡(i,1. 105, 106, 114-117)

〔南壁弟三層〕東西壁の相鉄姦とちがって,束~西南愈ともに天蓋を彫り,そのしたに三尊形式

の坐俳を彫る0　本'F3L:の高さは,東嶺1･40m,西禽1･30mo(Fig.28)基座はひくい蓮座で,その前面に

大きな蓮柵がたれさがってゐる｡本尊の左右に脇侍菩薩がたってゐるが,西寵の-/,A:脇侍のみは賓冠

の正山に獅子現をつけてゐる｡ほかの脇佃ま,たゞ高撃を環でしぼってゐるのみである｡窮八洞南

壁では,東l)_Lf露の四脇侍すべて,貿冠に獅子頚をつけてゐた｡脇侍の足下にも蓮座があるo　ほそな

がい蓮緋が,潤連な税別で大きくあらはされてゐる｡たゞ,酉寵左脇侍の蓮座のみは,蓮雑文帯に

みるふつうの蓮嫌である.脇侍のう-,天蓋の左右には,比丘,あるひは天人の上半身があらはさ

れてゐるoみな合掌し,ま-かゞみになってゐる｡(Pl. 107-110, 118-120)

〔南壁第二潜〕束西南金とも東酉壁に一一致して尖扶寵で,坐僻は蛮座なしに,床上にぢかにす

わってゐる｡(Fig.29,30)東寵はほとんど凶鉄にみえる｡大きな堪身光の外側には,-I.･:右からそれ

ぞれ二髄の飛天が一列にとび,抜染のうちがはにそってゐる｡その下に二段三鰻の天人が挽坐して

ゐるo扶鮎には,東寵に十鰹の合掌天人がひざまづき,西金には八鯉の躍是俳がすわってゐる｡扶

端は龍の上半身があらはされ,そのしたに渦巻の柱現をもった柱がある｡(Pl.111,112,121,122)
Vllll.､11.ikirtl

L南慮第一層〕以上三暦といちじるしく輿り,左右均整でない｡東は絹快食の経歴像,西は天
MaL~りu畠Ii

蓋寵の文殊像である｡つまり両者照臆して,文殊が経歴の病林に問答する場面をあらはすのであ

る｡金の高さともに1･94m｡経歴はとが叫Ejをつけ,繭襟の蒐潤なきものをきてゐる｡左手にもつ

のは塵尾である｡二不規則にあらはされた拙扶融には,飛天_ll.鰹を彫るが,はなはだしく溶けきって

ゐる｡

酉寵は小じんまりした火蓋のもとに,文殊像が彫ってある｡文殊は賓冠をつけた菩薩像で,右

足をたれて淋上にすわってゐる｡文殊の左右上方には,飛天-醍,脆坐した天人二酷が彫られてゐ

る｡両脇の空間には′ト形の~､日象や,路盤の像があったらしい｡東西両轟,ともに破損がはなはだし

く,そのため,この層と最~卜博との堵剰まま-Jたく不明瞭であるo(Pl.113,123)

箱六章　　王　室　天　井

天井には東西に一本,南北に二本の梁が交叉してゐる｡したがって,そこには六つの方形匿割

ができる.梁は隔()･50m乃至0.60mあり,その十字に交叉するところに,直樫0.60mほどの蓮華文

を浮彫にしてゐる｡したがって,梁日膿は七つの匡割にわけられる｡六の格間は折上げ式であるこ
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と,三角持造りであること,第八洞とまったくかなじである｡大きさは一定してゐない｡北側の三

個はすこしせまい｡左右南端の剛国もせまい｡格間の中心には大蓮華が浮彫にしてあり,そのま

はりと梁上とには,すきまなく飛天が彫られてゐる｡いま,六つの匿割を北側の東方からI,If,ⅠII,南

側の東方からⅠⅤ,Ⅴ,vIとかぞ-る.飛天の走向と額のむきを,大′卜の乗じるしであらはすと,圃の

どとくなる｡(Fig.31)

格間の飛天は,大蓮華をとりまいてゐるが,その走向はかならず左まはりである｡その鮎,走

向のまちまちな第八洞とはちがってゐる｡天井T7,:_まはりといふのは,地上で右まはりである｡右
pradak弓iTa

綾の穂に合するのである｡各区の飛天の数は不定である｡しかし,南側格間の東西側が二人,中央

格間の南北側が二人,その他は一人づゝになって規則たゞしい｡だから,中南直(Ⅴ)だけは八鰭であ

るが,その他は六鰹づゝと四鰹づゝとである｡梁上の飛天は二鯉が一組になり,頚を梁上の蓮華の

方にむけてゐるが,ポゥズはまったく円由自在である｡

N

S

第三十一閲　第七洞　ヨミ室天井　飛天走向問

Fig･ 311 Plan sh(川,il鳩lJist.lit,ution oF Fl) ing CeユesLials on Ceilint,o･, Cave VII.

しかしながら,個々の飛天をみると,容貌風姿はし､ちじるしく共通してゐる｡高撃の頭に園光

背をおひ,右肩をあらはにして,左肩から宥わきに天衣をかけ,下半身に裳をまとひ,足さきだけを

あらはしてゐる｡組数四十八濃,二三の例外をのぞいて,だいたい上身を立て,下健をよこた-て

ゐる｡両手雨足の姿勢を類型わけすると,
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第六章　主室天非

(1)合掌,またはそれにちかい形12

(2)片手を胸におき,片手をあげた形　26

(3)両手を左右にあげた形　6

などが注lほれる｡兄の姿勢は箪八洞にくらべて,しづかになってゐる｡大部分が雨足をそろへ

て,ながしてゐる形である｡たゞ発上の飛天には,足をひらいたもの,膝をまげたもの,なかには立

ちあがったやうなものまである｡しかし,それにしても,やはり第八洞の方がはるかに壁化にとみ,

生気にみちてゐる｡

飛天の持ちものは,蓋のない蓮華とか,蓮華の菅とかが多い｡注意されるのはⅤ直の二飛天が

むかひあって,大きなマニ資珠をさゝげてゐることである｡このマニ賓珠は六角形で,舟形の光焔
T)

がついてゐる｡これは中央アジアの形式をうけたもので,この時期だけの特徴ある形式である｡

(Pl. 124, 132, Plan XII)

1このかたちが特殊なものであることは,すでに第六雀,p.64で指摘した｡本獅主立面壁r-rj口のうへk:もあるo
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終　　　章

第七洞の特徴

1

以上,第七洞の構造および彫像について概説したが,その結果は,第八洞との類同がますます

あきらかになった｡いま石窟の造像を要約して,岡像学的に考察すると,左の諸鮎が注意される｡

(1)主竃北壁講尊の問題.上下二層である郡は第八洞と同一である｡しかし第八洞とちがひ,上

声酎ま交脚菩藤一,橋坐併二,平助口菩勝二,下f酎ま並坐の二俳である｡上層の五尊は,いはゆる五尊像

の形式でない｡主賓に比して脇俳が大きい｡ほとんど同大といってよい.寅冠をいたゞいたこの
MtlltreyLl

主命は,摘勘菩薩と推定されるが,その左右の悌像は,適切な解輝を蓉見しがたい｡したがって,こ

の石窟北壁上層も,第八洞の上層のごとく厳格な固像撃的配置ではなく,造形的な構成とかんが-

られる｡つまり,第八洞上層五尊と配列を異にしてゐるのは,一対窟として造形的の奨化をねらっ
Pral,軸trat】1a S元kyamuni

たものにはかならない｡(第五巻,p.27)北壁下暦は二併並坐で,あきらかに多賀僻と樺迦俳T<あ

るo　かうしてみると,第十七洞明窓の大和十三年轟が,上層に珊勤と二牛跳像,下僚に多賀,押迦の

二俳を安躍してゐるのと,まったくかなじだといふことになる｡たゞ上層左右の悌侍俊二躯が多い

のであるが,それはこの鹿の大きさからいふと,適茸な虞-lqであったとおもふ｡(第一巻,p.53)

(2)第七洞内諸俳轟の本尊は,すべて右の手をあげて巣手形をしてゐる｡左の手は衣端その他を

とり,捻手形,もしくは僻手形である｡天井に按する並列の坐併とれ扶額並列の坐併とか,あるひ

は前完の千体露においては,みな合手形,いひか-ると5riLrlT.定形である｡これも,窮八洞とおなじで

ある｡

(:i)第七洞における俳の象徴は,う-の手相のほか,獅子像がある｡獅子像は蟹座の左右に配し,
slrnlt.isa71a

し､はゆる獅子座をつくる｡獅子座は,もとより四方侍来の意匠であるが,そこでは主として座林の

駄刑であった｡こゝではもっぱら獅子ITEl.沢として,かたはらに倖してゐる｡獅丁一は勇猛のシムホルで,

また脇侍菩薩の賀冠かざりとしてあらはされ,箪八洞にも数例あったo

(41併博が主宝の諸俳轟にあらはされてゐるo　それは,もっぱら東押壁のした二桁である｡いま

第八洞主宝の降魔成道の寵, i)LT天王奉鉢の轟,二商主奉蜜の寵などを綜合すると,雨洞の併侍愈は

つぎのどとくである｡

a)降魔成道-
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b)四天王奉鉢･

C)商主事蜜-

d)カウンディこヤ等五人に封する説法

e)長者子ヤシヤのための説法･ ･

f)ウルヴィルヴァ･カァシャパの固信.

･第八洞主室東壁第二暦南姦(第五巻,Pl.59)

箪七洞主室東壁第二暦南愈(第四巻, Pl.60)

第七洞主宝西壁第二層南禽(第四巻, Pl. 81)

･第八洞主宝東壁第二幡北寵(雛五巻, Pl.63)

･第七洞主義四壁第一暦北森(第四巻,Pl.82)

･第七洞主窒西壁第二静北森(第四巷,Pl.78)

･第七洞主室西壁雛一層甫嶺(第四巻,Pl.82)

第七洞主室東壁第二暦北寵(第四巷, Pl.62)

このうち(d)紘,いはゆる鹿野苑の初韓法輪にあたるが,こゝには鹿も法輪も表現されてゐな

いo左右五人づゝの供養者は,あまりに一般的で,特色のない表現である｡だから,この轟は,やゝ

確資性をかぐ膝みがあるが,しかし(f)のウルヴィルヴァ･カァシャパの腐f副j:,すこしも疑問の飴地

変のこさない｡したがって,併侍の順序は第八洞がさきで,第七洞がこれにつぐものとみられる｡

したがって,この-封洞の開髪の順序も,こゝに暗示されてゐるのではあるまいか｡
Vlmalakirti Mar-,ju畠ri

(5)主室両壁の第一暦束四部には,推摩と文殊の封間が浮彫にされてゐるo雲間では,なほ第六

潤,第一洞にも,両壁にこれがある｡常時における『稚摩経』の熱心な信仰のあらはれであるo第八

洞の両壁第一暦は,僧形その他(第五巷,p.24,Plan XII)で,はっきりした意国をつかみえないが,維
S盃riputra

摩文殊の封問には,シャリプトラ(舎利弗)が戯蓋的に鮎景される(第一巻,p.16,P一an III)のが例であ

るから,やはり継摩文殊封間の一節とみられ,こゝにも繭洞連夷のふかさがみとめられる｡

(6)前室の東壁には,物語風の浮彫帝が層状にある｡そのうちムゥガパッカ木生だけが比定され,

その他はわからない｡

(7)これに封する前室の西壁は,大慶面いっぱいに千俳轟を彫ってゐる｡この千体と,さきの浮彫

本生とは,第八洞前宝の東西壁に封鷹するものである｡

2

つぎに,この石窟の構造上の特色を要約してみよう｡それは多くの鮎で,第八洞と類似するの

は首然であらう｡

(1)前宝が主三よりひろいこと,そのう-天井が吹きぬきになってゐること,第八洞におなじで

ある｡第八洞の解説で述べたどとく,第七,第八両洞にわたる大きな木造建築が,これをおほふて

ゐたと推定される｡まったくほかでみない特殊な前室である｡

(2)主宝の格天井は,第八洞とまったく同校である｡三本の梁で六つの格間をつくる｡格間は折

上げになり,その中心に三角持造りがある｡かうした基本構造は,まったくかなじであるが,各格
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間,また梁上にある飛天の布置は,まったく自由である｡両者のあひだに,根本的ではないが,かな

りの直別がみとめられるo　その一つは,第七洞の方がよりおとなしいことである｡

(3)主竃壁面の府序は,たゞしく分割されてゐる｡東西壁と両壁束西部は四暦,各層二名の配置,

北壁だけが上下二暦である｡これは第八洞とまったく同様で,閲覧工事は最後まで順調にすゝんだ

ものとおもはれる｡(第五巷,p.29,30)

第七洞の西方的要素については,ほゞ第八洞とひとしいことがい-る｡

(1)併像の顧客はガンダァラ式をまねてゐるo

(2)併像の服制は偏祖右肩が多く,通肩もある｡需賞的で,身鯉に密荊し,隆起線か別線の｢ひだ｣

である｡いはゞ西方的の服制で,弟六洞などにみる見服式の服制とはちがふ｡そのうち,ごくひく

い階段状になった｢ひだ｣が,この洞ではやゝみらjtるが,第八洞ではほとんどない｡あるひは別線

式より階段式にうつる推移が,この二つの洞でみられるのであらうか｡

(3)菩薩,諸相,天人のいたゞく貿冠が西方式で,この鮎も第八洞とおなじである｡

(4)塔形,禽形,光背,装飾文枝についても,第八洞と同校に西方的であることがみとめられる｡

(第五巻, p. 31, 32)

3

第七,第八両洞の浮彫技法について,こゝに要約したい｡

し､ふまでもなく,石窟彫刻は浮彫であって,丸彫ではない｡丸彫は周囲をまはってみることが

漁想されるが,浮彫はま-からみるものである｡うしろからはもちろん,よこからみるものでもな

い｡つまり,一般に,洋彫には背面の壁がある｡丸彫では,かんが-る必要のない背面の壁が,浮彫

のしあげに大きな効果をもってゐる｡このやうな浮彫技法の原則をもって,窮七,第八洞をもう一

度みなはしてみよう｡

石窟では,寵の内壁が併像をなりたゝせる背面である｡たと-ば周壁各姦坐俳のプロフイイル

(Fig.24-26,28--30)をみよ.轟も石窟のやうに琴曲してゐる｡禽頂からすこしはいって俳東があ
uきワiラa

る｡肉撃のいたゞきから耳のうしろ-なゝめにさがり,両肩,両肘が最深部となり,それから腰,足

にいたって,か-ってあさくなってゐる｡悌像の身膿は,もとより中央最深部にあり,左右両わきに

いたるほどカァヴして,壁があさくなってゐる｡しかし全膿として,わりにあさいのは雲間石窟に共

通で,カァヴした禽壁から浮きだした悌像は,愈壁いっぱいを占めてゐる｡浮彫の厚さは坐高1.斗om

に対し0.20mぐらゐである.正面からみると豊満な肉膿にみえるが,断面図ではうすく,まったく

かはった姿である｡しかし,そのあさいわりあひに量感のあるのは,肩のかくが,ぐっとくぼんでゐ

るからであらう｡頭上から垂直線をおろしてみると,額から鼻梁,鼻端にかけて垂直である｡顎の
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線はつよく,精力的にはりきってゐる｡悌頭の耳からうしろが,とくにふかいのは丸彫らしくみせ

るための手法で,おも-ばガンダァラ以来のやりかたである｡胸から腹-の線は後退し,五成の墓

座になると,生休の肉撃よりも,もっと後退してゐるものがある｡つまり,悌像はま-かゞみにつく

られ,したからみあげるにふさはしくできてゐる｡

第七,第八両洞には,この種の俳像が,つがうPL]十八健ある｡坐高lA10mばかりで,はるかに等

身をこえ,頭部は高さ約O.45mで,奥行は約0.30mある｡まよこからはみられないにしても,上11

左右さまざまの見方が叶能である｡両洞の北壁には,これ以上に大きい俳像,すなはち上層の五番

倭,下僚の生体像がある｡これらは,さらに丸彫的である｡しかし,蒔井の封象になる主事的な

僻,菩薩は,いかにふかく彫られ,丸彫的であるといっても,-しょせんは寵,光背を曹兼とし,端然と

正面きって坐し,しかも伏Flにさ-なってゐる｡正佃的な見方が支配的なのは富然である0人像で

あっても,従属的な供養六大やt日嗣像は,まったくの洋彫である｡(Fig.27)あっさわづかO･20mばか

りのうちに,肉鰹が塵縮されてゐる.要するに,これら従属的諸像は,碓井の対象である沸,菩薩ほ

ど丸彫的にはとりあつかはれてゐない｡たゞ明窓の左右にたった菩薩立像は,ちゃうと,かどにあ

たってゐるため,これだけはほとんど丸彫である｡

第七,第八両洞の俳像は四方的要素,すなはちガンダゾラ的,中央アジア的要素が多いoいひか

へると肉鰹のモデ.)./グを重ずる様式である｡しかし,それは模範となった粉本がさうであったか

らにすぎないo雲岡彫刻家たちは,けっして人健の某賢からこれを鞘LI-したのではなかった｡かれ

らは右を彫って,その凹凸,曲面の璃盟をたのしんだのである｡肉撃や,額ぎはの,みが､れたh-の

曲面をみよ｡北壁上層尊像の手のまるさをみよ｡彫刻家は俳像の蕨や砧胸に,ある種の凹凸の姻

盟を感ずることはできた｡しかし,その凹凸の曲1n1-を構成したものが,かならずしも,人酷の肉塊,

骨格であるを要しなかった｡まるい教,まるい顎は,その特殊な曲由のみで,人鰹の凹凸からはとは

のいたものであった｡一途な曲面凹凸で,人鰭に封する感覚は幼稚であり,租雄である｡ひと-に

触覚的な素朴さであって,か-って,そこに率直な力鳴きがうまれてくる｡

この素朴な彫刻家たちは,また,細部の表現法でも,あたらしい方式を導入したo　たとへば･

悌像の眉目であり,衣服の｢ひだ｣である｡酉方様式,すなはちガンダァラ彫刻では,眉目も身膿の

股装も,すべて浮彫の手法である｡ガ./ダァラ俳では眼党がふかい｡眉のしたを斜面にきりこみ,

そこにするどい稜線をつくってゐる｡この稜線はさらに鼻梁の紋につらなってゐる｡上険とー卜険

とはくっきりと彫りこんであらはされ,そのあひだに瞳をいれてゐない｡雲間の彫刻家たちは,こ

のやうな眉目を模範として,うけとったけれども,そのまゝでは満足しなかった｡彫刻家が自主的

になりだすと,身鰹のモデ1)ングが奨化したのとは,べつの理由で,いはゞより精細的な理由から

眉目の表現はかはったのである｡つまり,眉目と衣文との表現に,線刻の手法がもちこまれたので
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ある｡眉の稜線にかさねて割線がほどこされ,肉膿のふくらみにそうて衣文の刻組がつくられた

のである｡ぐゎんらい,浮彫と級別とはべつである｡級別は一種の拾遺的手法である,彫刻に級別

を併用することは,けっして彫刻の効果を凌捧するゆゑんでない｡むしろ効果を減殺することで

ある｡轟射ま､rII鰹を否定し,平面を要求する｡組は姻兜を否定し,ひたすら硯鬼をもとめるのである｡

北壁の大像には,なは隆起線の表文がつかはれたが,顔の眉は風化のためわからない｡周壁の寵像

は,多く眉に刻線があり,表文にも刻線が多い｡たゞ臼は上下二線の彫りこみからなるが,わきの

小像にいたっては,みな大和槍のrひきめ｣とおなじく,一本の別線からなる｡曇曜五霜でも,大き

な主食以外の供養粛とか,千俳の小像には,やはり刷]や表文に鋭利がもちひられてゐる｡面と

佃との切りあふ稜線の方法をとらないで,組刻ですますのは簡便化のためでもあって, f工J然,かうし
i)

た小像に多くみられるのである｡ガンダァラでも初欄の小像には多少はみられる｡けれども,雲岡

の級別表現が,軍に簡便化の結果だともい-ないし,また初潮ガンダァラの直系だともい-ない｡

むしろ,税別の手法は中国古来の侍続にもとづくものである｡淡代以降,中国では槍蓋に筆線の手

法が豪速したと同様に,工塾品にも,石彫にも鋭利の手法はさかんにもちひられた｡とくに後漢の

蓋象右打こ,線刻がさかんに使FIほれたことは,みな人のしるところである｡ H引ヒ朝の墓室における

線割出象は,この博続をつぐものである｡したがって,雲岡初期の石彫に,中国固有の組刻手法が多

くとりいれられたことは,べつにふしぎでない｡ことに眉目をたっとぶのは,中国古来の美の意識

である｡そこで,西方的な彫法に満足せず,かれらの刻級をまづ眉の表現につかったのである｡そ

のう-衣文にも,またときには埋格や廉かざりまでも,級別にしたのである｡ガンダァラやグブタ

では,これらは浮彫であった｡かうまで級別の手法を振大したことは,いくらか仕事の簡便化や分

業といふこともあったとおもふ｡彫刻が分業によったことは頭部,ことに顔面の入念なつくりに

くらべて,下半身がしばしば机排に彫られてゐることからあきらかである｡しかし線刻-T･法のさ

かんな鹿川にはもっと重要な動機が像想される｡

級別の-I:･法は,中囲古代の俸続において,それだけで都射て1な表現法である｡単なる浮彫の簡便

化といふものでなく,そのまゝで意義をもつものT<ある.かれらは洋彫にされた仰像の表面に,紛

劫的な線描とおなじ気打で刻線をつかったのである｡この決魂以来の線描烏を,俳像のう-に侍召

的に適用して,この表現に精細[勺な積極性をあたへたのである｡第七洞,第八洞の彫刻は,西方的

な裸身を基本としてをl),丸彫とはし､-ないにしても,-､rI-_鰹的な作彫である.こゝに,表現精細に

おいて,まったく封膳的な,平河的の刻組を適用するのは危険である｡けれども,かれらは,それを

うまく按排して,この繭洞にみるやうに,りっばに成功したのである｡

1 a Ro､vhnd,ノ1 Rem'sL,,I (7,J･I･,,,i"l,,.,Jy ,,I Gya,A,17),ara Sc,"ll,i,(,,･e (The ▲＼rt ljulletin, XVIII), 1936, p. 391
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4

つぎに第七洞と第八洞との相違鮎をあげてみよう｡

(i)まづ門口わきの南面の盾柱,これが第八洞ではなく,たゞ平面的な蓮華の扶柱である｡

(2)門口の多腎細が牛にも,鳥にものらず,第八洞のごとくシヴァ柵ともヴィシ-ヌ細とも判定が

つかない｡むしろアシュラ紳などであらうか｡

(3)天井は格間内飛天の走向に秩序があるが,節八洞ではその秩序がない｡さうして表現は臼由

奔放でたくましい｡節七洞飛天の方が,よほどおだやかである｡

(4)主室南壁中央の供養六天像も,第八洞の方が姿態Fl由で,たくましい｡この鮎からも,この一

封窟のうち,節八洞の造常が先行したことを暗示する｡

(5)ひだの表現が,階段状になるきざしが,この石窟ではみえる｡第八洞では,北壁大像以外,揺

とんど刻線のひだである｡わづかに第四層俳寵に階段状になるきざしをみる｡(第五巻,Pl.46)その

他の府では表文断固がレ状になったものをみるのみである｡が,第七洞では各壁第四椿のほか,各

層にその傾向があらほれてゐる｡とともに,断面階段のものと,別線のものとを交互におく方式が,

かなり頻繁にみとめられる｡これは第五洞,第六洞にいたって完成するものである｡

かういふふうに,第七洞と第八洞との相違鮎をかぞ-てくると,どうしても第八洞の方に,そ

の造営の先行をみとめなければならないであらう｡たゞ,それにしても,この両洞が-壁解であり,

ほゞ戯文帝時代(A.DA65-471)の同時造営になることは,第五巻終章(p.37, 38)において,のべたご

とくである｡
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固　　版

箱　　七

Pl. I.第七洞全景

むかって右,三庸模糊のあるのがH,r七IirLljであるo　梯剛は

こU)洞の前堂にたってゐるo　入口の軒に大きな偏頗がか1

り, ｢西雑第-LLl｣の文字がある｡ H;七桝の西はH,r八州であ

り,納洞は-封箱であるC　節八洞のまへにも,かって同校の

木造建築がたってゐたo　けれども,それは北淡首初U)超築

ではないo　北魂のむかしには繭洞にまたがる大屋根U)建造

物があったらしいo　裏話虞左う-の菜㌻壁にみえる,ゆるい山

形の溝がこれをものがたってゐる0　第七粥の束は第六IH･･A]で

あるが,滋,虞右端にはH,r六洞の遷暦塔がすこしみえてゐるo

(三角Tlfi漂占まで親鳥19.70 m)

Pl. 2A.前室両壁南部

B.前室東壁南部

^.第七洞がi一望にはl昌(i-壁なく,そこに木造超築がたってゐ

るo　そのため東西壁の全貌はあきらかにしがたい｡鐘造物

のそと札　あれたま＼の岩壁で,西壁には千俳寵を彫った

浪速が,あちこちにみられるQ　しかし,建造物のうちは壁面

が壁土におはほれてゐるため,もとの姿はうかゞ-ないo

四壁の南端に,風化ejひとい柾形があるo　これは基部に大

盤欧をまうけた碑形とおもはれるo　裏話虞の左端には節八洞

の外環と,そのdllH'aPLi壁の-増紬ミみえるo (抜上軒高14.00

m)

Ti.東壁もまた一部分づl Lかみえないo　こしにみえて

ゐる()は東壁の南部であるo　こ人どく風化して,浮彫もう-

()方はすっかり純減してゐるo　東壁南端U):塔形も風化し破

脱して,その原形はうかゞ弘がたいo　そのむかうに,同校に

風化した･塔形がみえてゐるが,これは第六榊外壁右翼の重

層塔である｡妃虞右端には祈六洞の楼閣がみえてゐるo

(放上軒高14.00 m)

Pl. 3A.前室西壁南部

B.前室東壁南部

A.壁上には千体の寵がならんでゐるQ P1.9のLnl-壁にづ

らなる縮部であるo細部のもやうはP1.9によってよくわか
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解　　説

洞

るo　壁面仝燐翼の構成は,第八洞氷壁によって海等推するはか

ないが,#/'JYl'･)な保存状態は,このtu･･Jの方がはるかによいo

縫物の内部P1.9はわわに保存がよく,ほゞその首初のすが

たをうかゞふことができる. (建造物第三暦U)杜[畠]1 3.00m)

Ⅰ与･酉壁とちがって,こ｣には本生談Jlltakaが浮彫にされ

てゐるC　水平の盾IrT･:文背で,なん段にもしきb,その帯状の

直劃に,またたてのしきりをまうけ,本年･.談を-景-景あら

はしてゐる｡よこにしきった唐草文帯には牛パルメット波

状文,牛パルメット並列文,三つ斐拐つなぎ文がみられる｡

東壁の南部,建物のそとにある部分は,ひどく風化してゐ

る｡木造地筆は壁面浮彫を顧慮せず,綿宝よりも小さくた

てられてゐるo (建造物節三好の枇高3.00m)

Pl. 4.前室東壁南都揮彫本生

瀬壁の南端,わづかにのこった浮彫帯が,某3虞にしめされ

てゐる｡浮彫は四段,いづれも俳の本/l三をとりあつかって

ゐるらしい.浮彫はこ'くあさい彫りであるが,中国苗衆の

壷像flJにみるやうな,乍仰l勺手法でなく,やはりガンダァラ

式の,まるみのある彫り方であるo

故上段は,ほん(')一部分がのこってゐるのみである｡節

二段には左右二つの場pa1-があるらしい｡むかってノf:iの勘面

では,左端に大きな光背がある｡それについで象のあゆむ

姿がみえる｡象は傾斜面をのぼってゐるやうすであるo　象

にのった人物は破損してゐるo　象のしたに,すぐ密接して

頭巾をかぶった鮮iが四つならんでゐるC　そのしたの三角形

a)谷間には,身拭'陀よこた-,ながい頭髪をま-にたれた人

物がゐるo走光悌1).Ipa.31kara Buddhaの足下に頭髪をしい

た儒童M叫avaであらうかo肝心の光光俳の部分は破税し

てゐてみえないo象のう-には騎馬の人物がみえる｡

むかって右()塩面には,大きな光背をせ患った坐俳がゐ

るo　その/l三右には,めづらしいつく　りたしをもった,杜やう

0)ものがたってゐるo　なにか城壁とか別段とかの娃築物を

あらはしてゐるのであるo　生体のしたには小さい人物吸が

ある｡俳像のわき,ラ-のすみに,パルコ-イのうへからの

ぞいたやうな人物像がゐるo　さうして,そのしたにも坐悌
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の大きな光背があt),つくりだしのついた柿がある.

ijf,r三段の浮彫背は,むかって/rEに建物があるo　そのなか

に合掌の立像があるo建物の前面には階段があるoさらに,

あちこちに人物や建物が彫ってあるが,破壊がひどいので,

まとまった構lrllqはとら-にくいo　これらの右の方にも,忠

なじやうな建物がかすかにみえ,城門の扉がとざ｣れてゐ

るらしい｡請がつゞいて展開してゐるのであらう｡第四段

には,足をう-にして投下してゐる人物が,からうじてみと

められるo (各層の高約0.60m)

Pl. 5.前室東壁北部

木造の天井.栄,扉にかこまれて,石稀のやうにみえたいo

ことに去3虞下部には,石塊の散属しした休がみえ,二階の内三と

はおもほれたいo　むかってノlミう-には明窓がみえ,したに

は=供門,そのわきには浮彫の紳像がみえる｡米韓も北環も

ひどく風化してゐるo Lかし, gl'八朋よりはよほど保イ(-那

よく,兼職U)梓彫帯の秩序だったさまを,想見することがで

きるo (壁高約6.551n)

P1. 6.前室東壁北部中段浮彫本社

剥落した芽‡経に,おどろくほどの錬さで,浮彫の断片がか

がやいてゐろ｡田原7iミ輔,たてにとほった波77)t唐不文帯が

みえる.北鞘との輔である｡汚彫帯は/1'-メ/レメット波状

文,三つ葉堤蔓つなぎ文,年パ/レメット並列Lk.帯によって,よ

こにしきら如てゐるo　よこの唐不文帯がはじま7'ところ

に,そ/hぞ如蓮Llt･-;r史があ7J｡こ＼にあらはされてゐZ,洋彫

帯は,ちゃうどP7.4と同[;-i,.1の最北部にあたってゐるo　う-

の段は介掌した坐像が三つだけのこってゐるo　背なかにな

にか花耕状の放射があり,そdTがあたかも光背のやうにな

ってゐる｡ガンダァラや,中火~rジフにも,こかに似た光背
1)

をみるD

したの二段の搾彫は,たての枠でしきられ,物語の展開を

あらはしてゐるo lJ,r二段/rA_のl/43-耐ま,まんなかに簡単Ij:門

があり,尿はとざさd/Lてゐる｡そのノl:_には,iFJ:しめに傾斜し

た葺のう-に,杭臥した人物がゐる｡そのよこに,これをみ

て双手をあげた人物がゐ/乙｡したの砕くみは埼壁のつもり

であらうoこの場両は『六度集粁tn(大TF_-k減軽,懇三,p.20)

怨抑こみえるムウガパッカァMtigapakkha (義鳩)木ff三をあ

らはしたものとおもはれるo

むかしベナレス(波抑奈) 73豆Jf11.1aSlにムT'/ガパッカァとよ

ばれる∃I/f･がゐたo十三歳になってもまだ-7㌢も,ものをい

はないので,圃∃=.もjI.妃も･大いに心配してゐた｡あるとき,

バラモンをよんで,その原因をたづねると,バラモンのいは

く,これはきはめて不郁なことである,後宝に子のないのは

このためである,いま太子を/I:_きうめにしてしま-ぼ,あと

によい肝rザえられるであらうと.そこで圃末も妃も涙な

がらに太子を柿にいれ,某にうめることにした｡ところが,

そのとき,ふしぎにも太;(･は嘉掘り人夫に焚然聾をかけたo

Lかも,その態FRといひ,詐啓といひ,一i'tilにみごとであった｡

圃王は大いによろこび,こかで嗣子がえられたといったo

しかしながら,太子はiriA去HT二において,大山地相の苦を照験

したため,かくも十三年間沈激しとほしたのであるoこれか

らは沙門島r,Tmay?aにたつで世をおくりたいと,その決意を

かたったのである｡

いま浮彫にあらはされてゐ?,のは,ムウガパッカァ太T.那

相のなかに身をよこた-てゐるところであ7,0　この門は某

門であり,某域である｡双手をあげておどろいてゐるのは,

某掘り人夫であらうか｡右手にたちあがってゐる裸形の人

物は費7-丁した太子であり,その茄にすわり,ノ':-にうどいてゐ

る腰衣の人物は,下降の某折り人夫たちであらうo　これと

同様なizr,i,両は, [1･JAアジアのキジイルポ冊の壁憲にもあら
ILL

はされてゐZ'o

最下の段も二つのiAi;･両がみえるo　むかって7l--.は,常暇の

うちに奇貨た人物が侍瀞をしたが-てすわってゐるo　その

まへに預不一したにした投身の人物がみえろ｡諦のすじはま

ったくわからないo (W高0.60m)

l　^･ Fouc-teT, 7･(Trl gJl,,√〝-,JP"ll{//"･(/7lP, To1-1C T一･ 1.､ig･ 4T,9･ ^･Stein,

JlJzczl,77l I:/lotlT77, Pl･ LXXXm, LXXXVIT･ A･Steln, S,-Z,/叫P】･

VllT, XV.

2　^. GrtlnWedel, A{tんuJd/I?∫′′.rr/I(, ^'"仏ム′t/"7, rlg･ 159･

pl. 7.前案東嘩北部上段揮彫春先

やはり北孝掛こ接する部分で,前部Pl･6のうへにつゞく二

段である｡たて0)咋パ′レメット波状文帯は,ちゃうと北鞭の

俳寵に拝し,そor)仰象火鰍光背′T=のあひだに,僚分の不日が

できるので,こしだけは二本の彼粧せをからませて,環った

ぎ文にしてゐろoう-の浮彫帯は比軌的よくのこってゐる(,

あまりあつくたい狩彫手法で,供奉天人らしいもo)をなら

べてゐるQ　いづれも高撃で,対象,坐像いろいろあるが,天

衣が幅ひろく,そのはしがふとく垂れてゐろ｡木′r:談をし

めすのであらうが,話のおもむきはあきらかでたいD　その

したには/ドパ′レメット並列文帯があるo (厨高0･58mう

pl. 8.前案東壁北邦下段揮彫本生

こ＼にも搾彫帯の稽紋がみられるo P1.6にしめした浮彫
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帯のしたにあたる0　本_/_[三の内科j:あきらかにしがたい｡上

段には姦座に坐した俳か拝藤,とにかく乎賓の像があl),そ

のノ1-I.右には,それにつか-る人たちがゐるo　そのしたの段

では,屋形寵らしい形のうちに,さまざまの人物像がぼん

やりのこってゐるo (好尚約0.60m)

Pl. 9.前案両壁北部

この岡版はP1.5の前宝東館に封礁するD小さい俳寵列を

上下にかさね,千俳魔を構成してゐるo lXIL八洞とくらべて,

はるかによく保存されてゐる｡これで北環の払どく破損し

てゐるさまが,よくうかゞはれる｡究虞の右端に明窓と門

口内壁がみえる｡ (壁高約6.85m)

l'1. 10.前室両壁北部下段千排列禽

内壁千俳寵U)下部であるo　小俳寵の下線には,蓮華文帯

と唐草文帯とが,衣:ji二にあらはれてゐる｡坐俳は,シムメト

1)ツタの通肩と片腕を衣端でつしんだものとを,交711にお

いてゐるo貰;吉尾右下には二倍高の俳寵があるo尖扶寵で,防

侍がノrJ_右にたってゐるo　この倍高の仲南は,酉壁の/.I_右L

下とまんなかに,つこう五佃配ILLtlされてゐるo Ijf八洞では,

韓両の全貌があきらかでなかったが, :j'トヒ.ill.]ではなほさら

全貌はわからず,むしろ細部の浮彫がよくのこってゐる｡

(~大鏡高約1.10nl)

Pl. ll,前案北壁中央明窓

う-に明窓,したに門口の一部がみえる｡明窓を通じて,

主宅北壁の俳優がみえるo　木造の天井,柿,梁は,もちろん

.吐川二のものであ/LIJo北壁はまったく衣lWがあれてゐて,浮彫

の存在がみとめられない｡しかし,明窓と扶門とのあひだ

には運上化/七がいっぱいあったらしいo(明窓帖約3.60m)

1'1. 12^.前室北壁俳立像(西部上段)

li.前案北壁俳立像(東邦上段)

C.前室北壁菩薩立像(西部中段)

Ⅰ).前室北壁菩薩立像(東部中段)

^, B.この二枚の貰て5度は明窓の7r--_右の銀である｡明窓に

対してノ【:_右州柄に大きな像がたってゐる｡破壊がはなはだ

しく,頭部はすこし木造天井にかくれて,からうじて俳の像

だといふことがわかる｡解するに,片手は胸にあて＼蓉手

形,片手は衣端をにぎって,腰のあたりにおいてゐるらし

い｡束がは(B)の方がやしイ朱布よく,宿,腰,雨足のかま-

が堂々としてゐるo　饗身光背はよくのこってゐるo　外線に

聞版解設5--15

は火熔飾,つきは牛パルメット並列文,肩にはまた火焔飾が

あるo軒光は外がはに'1-2パ′レメット髄列丸なかは蓮,'rtI･文が

あるo　この立像のわきには,′トさく脇侍をあらはし,さらに

明窓にちかく, r片手をふりあげた神像らしいもの馴形って

ゐるo　その風光と幅払ろい天衣とが,あざやかにのこり,こ

の像の躍動するポウズが,あきらかに晴/Jミされてゐるo Fti

がは(A)は,まったくこはれて,光背の一部がみえるのみで

あるo (各像;:二碓J3.00tn)

C,Tl. lilf嗣版(A,ri)のしたにつゞき,つぎの阿版Pl.13

のう-にある壁面であるo立像が井茄■棚桐になってゐるが,

破壊はますますひどく,菩薩らしいことが,やっとわかる程

度である｡賓冠の輪郭,賓冠からJli右にひるが-る紐,それ

に天衣の一部分がみとめられるo　納手の姿勢は全然わから

ない0　両足のしたには藁席がかすかにみられるo　束がは

(I))では,立像のプT-I.わきに,三什指の供養天人が分掌綻坐する

姿をみるo　傘骨環として,束がはがよくのこってゐるのは,こ

のr,jlj一宅北壁の通性である｡ (各像高約2.TOM)

pl. 13A.前室北壁多面多情神像(西部下段)

B.前室北壁多面多情神像(東部下段)

これは鉄門の/.A-.右の環であるD　貰吉尾の下部に土や17-塊の

みえるのは,二階の床である｡北壁は,一般にひどく破iLル

てゐるが,この部分には71--_オ捕川韓に坐俊の搾彫増肋があるo

三伯1一六幣rJ)神像で,すわってゐるらしい｡さうして,/)ぎU)

扶門内の神像(Pl.14,15)と州廠じてゐる｡ (各像r戸綿tJl.50

I一l)

Pl. 14.扶門東側(前室より)

賀3虞71三に前菜北壁の扶門,才1.に虎確の作彫帯がみえるo

秩Flr]側壁は上′ドのみで, 1ご∠ドは二階の休にかくれてみえな

い｡こ＼でみると,前三号北壁がいかに風化して,なくなった

かといふことが,よくわかるo　水がはo)榊像は,ほとんどこ

のノ.:_∠卜をうしなってゐるのである｡また修理の代孔がいた

ましくのこってゐるo (I-TJl*像高約1.80m)

pl. 1.Kj.扶門西側(前室より)

前岡に封麿する巧虞であるo抹門西がはU)壁のほかに,秩

門天井のW-彫かみえるo　浮彫のまるみが,これでよくわか

るQ　扶門のふちr前がはの破弘ははなはだしいが,もとは北

がはと同様に,一旗の扶梁が縁どってゐたのであらう｡ (J神

像応約1.75m)
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pl. 16A.扶門東側

B.扶門内側

矧lつの側壁には,シムメトリックに浮彫があるo　内がは

a)北かとに菰膚桂(Rub. 1ⅠI lil-‖)がたち,その南に三【幻多

情の紳像があるo扶門大井U)Jfi上には大蓮華があり,それ

をとりまいて二'IJt指づ｣の飛天,さらに東西につゞいて,二偶

づしの飛天があらはされてゐる｡頂上大建輩の中心からか

んがへると,前垂がはの破蝦の大きさがわかるであらうo

飛天は,いづれも優菜である｡高鷲の頭に囲光背があり,白

山な姿態でとんでゐるo (像高1･75m)

pl. 17.扶門束側多面多情神像

三両四倍の神像である｡上身は裸形,やはらかい,うすい

て袋が,をりまげたふとい脚にまと払ついてゐるo腰には

払ものはしがたれ,その仏だは,たゞの測線であらはされて

ゐるo前劉ヒ壁が風化のため,/i牛身は破損し,ZL=.手はうし

なはれてゐるo右の第二手は日輪をさしげ,第-手は胸に

あげてゐる｡その指は約二指をのばし,第三指以下をかす

かにをり,第三指の指端を第-指にふれさせてゐる.きゃし

ゃな手であるoこれに反し,まるまるとした腕はつよく肱を

はってゐるo中央の頭には華糞な賓冠をいたゞくが,朝は冠

の中心より,すこしはづれ,右したをむいてゐる｡(Rub.IH)

まるい大きい穀はあさく彫られ,眉と目は大きいD麻は両

端にやや反りがある｡左右の顔はそれぞれよこをむき,頭

にとがり0日をかぶってゐる｡大きく,やさしい中央の朗に

くらべて,小さいが,つよく男性的である｡ことに左の朗は

険に角ができ,口に牙がある｡胸の理路は入念に彫られ,腕

の堤飾はかんたんな測線であらはしてゐるo　肘にかしった

天衣の曲線が,腕の表現に微妙な表情をあた-てゐるo (頭

高約0.64m )

pl. 18.挨門西側多面多情両像と盾杜

仲像のうちがはに重暦柱がたち,第八洞扶門とまったく

ちがった構成であるo　神像のしたには門柵の立像があり,

修理した頭部がみえてゐるo重層桂は三膚である｡うへに
うけr9'な

ァヵンサスやうの承花があり,したには立った休債が厘杜

をさしあげてゐるo各暦には三角垂鏑の平屋根があり,そ

のあひだには,二人づしの童子形がみえるo手をあげ,足を

うどかして,おとってゐるやうであるo　アカンサスのあ弘

だには,合掌の化/卜aupap瓦(lukaが上牛身をあらはしてゐ

る｡ (屈柾各Jyr島約0･55m)

pl. 19,扶門西側多面多餌醐像

三面六幣の紳像である｡坐像o)右∠ド身は破払もがはなはだ

しく,胸の曙路もほとんどのこってゐないo　だいたい束が

はゎ後(Pl.18)とおなじであるが,こし0)は六惰像であるo

焚冠をつけかト央U)顔は,毅然たる視線を,うちの方におく

ってゐるo(Rub.I';)とが州托かぶったノr三石6)頭は,やし老

けた刷Hを呈してゐるo /己の第-手は胸に,粥二手は上に

あけ,日輪やうのものをさしあげてゐるo　節三手は肘を直

角にまげてしたにたれ,人さし指をのばして地廟をさして

ゐるD三本の手uj不思議なとりあはせは素朴であり,かつ

量感に満ちてゐる｡小火の朝の洗煉された典雅さとならん

で,彫刻仙こ複雑な枝州がみとめられる｡いま,これを第八

洞掛l〕の/脚数と比較すると,美意識の蟹化はあほ仏がたい.

(頭痛約0.60 m)

I)1. 20.扶門西側盾柱

状門をはいると,うすぐらい主執⊂なるo扶門の側壁を

主宝の方からみると,重屈杜が繭がはにたってゐるが,束が

はの潜杜は払どく破損してゐるo　この籍虞では,西がはの

摩耗が扶門の側壁だけでなく,主立南壁の面にもおなじや

うにあらはれ,隅がけにたってゐることがよくわかる｡柱

頭のアカンサスの承花は,なかなかみごとな彫りで,石の表

面のうつくしさが,いきいきとかゞやいてゐるo各暦の,≡

角垂飾のある表面が,浮彫一般の上表面となり,童十たちの

彫刻の,いちばん高い部分と一致してゐる｡だから,童子の

浮彫は,身'FLIL淫の大きさにくらべて彫りがふかく,まるまると

した,豊満.なからだにしあげてゐる｡摘壁西部の第二牒怖

寵と,節-暦の文殊坐像も,こしにみえてゐるo浮彫のさま

ざまな手法が,こ｣からよくうかゞへるo(Rub.IIIE,F) (庸

杜各榔畠謝J 0.55 m )

pl. 2L.扶門西側Fl術中像

実写虞の/rA.隅には_+.壁がたってゐるが,これは前垂とのあ

ひだにある壁である｡こ＼にみえる門柵は,身mui.はほとん

どとけてゐるが,頭部はわりによくのこり,まるい激とたち

あがった5頭髪とが特徴的であるo　たかい藁座があって,した

は後【1J:の噂勝になってゐるo　重謄桂の)島部がよくわかる｡

右手をあけ,ノr三手を腰にあて,河^j足を払らいた神像が,屈桂

をおしあげてゐるo麻にちかく補修の代孔がみえてゐるo

(像高2.25nl)

pl. 22A.扶門西側屠杜第三膚東面
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B.扶門両側静杜第三犀北面

丑犀椎の各層には,おとってゐる薫十二肝汚づ＼を,くみあ

はせて浮彫にするo　このテェマは, ;1;八IilL.]になかったが,節

九洞,前額北壁の硯材杜に模倣されてゐる｡しかし,この洞

の浮彫は, ijJr九洞のものよりはるかに優秀であるo

A.二骨巧の童子は,土牛身をまったくシムメトリックに*,:

接させてゐる｡片手をあげて岸根をうけ,片手を胸にあて

て蓮の雷をもってゐるo　丸部で,頭髪が毅にまき,眉の毛も

Jfq間にまいてゐるo　むかってfrJ_は,めづらしく再をたれて

ゐる｡ふてぶてしい面がま-である｡胸には,弧状の綿刻

によって,激かざりのあることをあらはしてゐるo　このJl

∠ド身に封し, 1丁年身のポウズは細君まったくちがってゐるo

むかって/lEは前足の膝を:まけ,ブI二足はつっぼってゐる｡右足

の権をすこしあげてゐ-LIJのもみのがせない｡むかって右の

像は,地をけって,かるく跳ねたかたちで, /r二足はな1めに

あらはされ,右足は膝をつよくまげてゐる｡つまり,むかっ

てZL三は豪健,むかって右は軽快である｡この壁化には興味

のつきないものがあるo　(第三層滴約0.55m)

73.これは(A)とまったくちがって,二甘捌まおもひおもひ

の姿態である｡しかも,比例的な調和が,心にくいほどにし

めされてゐるoむかってノ.:_の懐は部首･そとにむけ,/T･-:iT=をあ

げて屋根をうけ,右手は肘をまげて腰にあて｣ゐる｡盟満

た胸は正面にむけてゐるが,そのしたの腰は,はけしくひね

って横むきになり,右足で小さい嘉を踏むo lf_足をうしろ

に払いて,やし睦を浮かしてゐるo　つまり封と上身と下身

とが,三つとも別の方向にむかってゐるo　これに封し,むか

って右の像は,内省手で水瓶をもち,これをさかさまに倒し,

したにゐる獅子に水をそしぐすがたであるC　ノl二足は獅子の

胴をふみ,右足は浮かして足さきで立ってゐる｡だから,両

者の下半身のみをみると,大1'JLiE隻シムメトリックのポウズであ

ち.これは(A)の卜∠ド身が,シムメト1)ックな形式をとった

のとは反判で,きはめておもしろいo　また両方が,たが弘に

反判の方向をむいてゐるのも興味があるo　さうして,こe)

二懐()おも払おも弘のポウズを統一するのは,ノr=_の像の高

くあげた手であるo　この手を頂黒古として,繭者の外がはの

足をむすぶ,二等逆三角形の構成が注目されるo (第三暦高

約0.55m) ･

P1. 23.肌窓東側

明窓の鹿西側壁には,州照艦する浮彫があるo　いま束が

はをみると,主室にな1めむきの人像杜calyatidがある｡

菩薩ふうのうつくしい立像である0　第八洞にも同様な立像

岡版解語16-26

があるが,そこでは合掌形であるo(本=洋,耶了i雀,Pl.80,83)

これは片手を胸にあけ,片手をたれてゐる0　第八朔では貼

りつめた力が,伯立の秦勢にみちてゐたが,こしではや｣よ

わくなってゐる｡立像の天衣と固北にそって大きな樹があ

り,その枝が明窓の天井いっぱいにひろがってゐるo　匡il形の

素朴な非がゆたかについてゐるo　樹下は二段になって,修

道冊が卜下に二人すわり,すそには怪奇なLtJ峰が,あたまを

ならべてゐるo　略のあひだに,畢純一な樹木がたってゐるQ

こOr)山岳の手法は,漠魂のT馴l煙などにみるものであるが,

中央アジアの壁書にも,これに似た山形があるo　明窓の一

方には木造の柾,梁,桁が'>j:らぴ,そのため浮彫の一部がか

くれてゐろo)はおしいo(Rub.IVA) (立像高2.00m)

Pl. 24.明窓両側

束側壁とまったくおなじ.tj'.:匠である｡樹木も,修道僧も

北部の山舟形も,おなじであるoその浮彫のもっともたかい

而はたが弘に共通し,そのことは人像桂の菩薩にもおよん

でゐ7Jo浮彫はあまりふかくない牛肉彫であるoそのため,

穏和.ななだらかさが壁両全肌',RIにたゞよってゐる｡節八湖よ

りも表現がよほど柔和であるo(Rub.IVJ!) (立像高2.10m)

P1. 9:～).明窓束側天人立像

立像は無冠をいたゞき,たかい篠座のう-に立ってゐ?,o

雨足はひらいてゐるが,おとなしく揃(/=むいてゐる｡ gi.八

朔の足の姿勢とちがふ｡預に比して身i-JrBが小さく,指や手

の甲は大きいQ　仝憎として,第八洞ほどの,漢としたつよさ

がたいo　むかって71仁には,主境南壁の諸寵,右には明窓側壁

の修道僧の像がみえるQ　これらの浮彫の高低の奨化が,こ

の弱虞でよくわかるであらうo (立像絶.莞112,75m)

Pl. 26.明窓東側縄泣比丘像(上)

明窓の東側,天井までのびあがった樹木のしたに,二人の

修迫倍がゐるo　そのう-の-JIT指である｡あさい彫りである

が,うつくしいo　部も身甘指もまるい｡頭から僧衣をすっぽ

りとかぶってゐる.伶衣は,なは全身をつlみ,足も腕もす

っかりくるみ,わづかにあらほれた才物には, E^14'<のはしがの
㌔)

ぞいてゐる｡衣文は大まかな線刻であるo　いかにも1瀧潤玉

U)ごとき修道倍である.ひくい塵休のう-で結執政坐して
'Z)

ゐるのであらうo　楊枝にかけたのは鉢喪であり,そのした

の水瓶は飲料水をいれてゐるのであらう｡休下にぬぎそろ
I;)

-た靴がみえろo　そのむかって右にあるのは座休の炎であ

らう｡ (像高0.72m)
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]　これは′左陀骨antarv瓦saとよぼるべきであらうo　全身をつゝん

だもノJは砂多羅恰Ilttar盃S･1ムgaであらう｡ 『摩阿倍砥律』 (大正大波

級,第二二十二軌　p. 41:i)中閥では前者を｢裏衣｣といひ後者を｢上

衣｣ともいふ｡

2　鉢塵は,いつも比丘t/)もちもU)として知られてゐるo

･ミ　草履をうかつことは『十滴律』 (大正大麻経,第二十三懸, pl

183)にみえる.

pl. 27.明窓東側稽定比丘像(下)

おなじ側壁にある,したU)方のlltF隻であるo　ほとんどお

なじであるが,右肩にかlった大水のたるみが大きく,いか

にも廠拐せまらぬふうがあるD　これは塵肺がなく,座楯の

うへにすわってゐるo　鉢糞と水瓶とは,おなじやうにある0

線じて,こ0)浮彫はあさく,背ILrl1-からゆるやかに浮きだし,

自然のまるみをもってゐる｡輸廓において節九洞｣が圭談浮

彫にみるやうな垂抵な彫りこみはない0 -文字にむすばれ

たLjと,よこの一組よりなる喫想的な限はつよい修道僧の

意志を威して,しづかである｡まさに静寂林中の柑jiI比丘

であるo (像高約0.76m)

Ⅰ'1. 28.主室北壁上層･愈

北壁は上下二厨二寵からなるo　この石餌の了F_面であるか

ら,堂々と大きいo上寵内の五尊像がみえ,天井や火四壁の

一部がみえてゐる｡中央が嘗薩交脚像,その/1:.右が併倍像,

この三者は大橋正面にむかってゐるが,内職の菩薩牛助像

紘,これと宙角にうちにむかってゐるo　節八洞では上層寵

が一倍坐俳,二交脚菩薩,二年助菩薩であったが,このtmL･]で

は,いれかはってゐる｡五韓のう-は楯状額と帳幕とから

なり,そのうへに奨天の列寵があり,三プlJ垂飾帯から格天井

にうつってゆくo (寵鵜6145m)

Ⅰ'1. 29.主室北壁下座晶

北壁-F牛である.一大尖秩寵があって,なかに並坐の二

俳を彫ってゐる｡すこしなしめになって,たがひにむきあっ

てゐる｡払どくあれてゐるが,二俳並坐であるから,搾迦牟

伯仲S沌yamuni lうud(lhaと多賓沸PrabhGtaratna Tiuddha

であることうたが払ない｡雲間でもっとも頻繁にあらはさ

れた像式であるo　どちらも膝上で手をあはせてゐるものと

おもふo寵傍はとけてしまってかこもみえない0兆壇も浮

彫があったらしいが,のこってゐるのは,たゞ扶顧だけであ

るDノr-.右のわき寵は,いづれも五戒の共増に立像を患さめ

てゐる｡いま俳とも菩薩とも制止がつかないが,第八粥の

例よりすると俳であるが,あるひは逆に菩薩であったかも

知れないo頭上のかざりもはっきりしないが,かういぶばあ

ひに牲々みるところの天蓋であらうか｡ (寵高6･20m)

pl. 30^. ｣三宝北壁下唐金摸叡

B.主室北壁下僚寵

下原は中央に大きな尖秩寵がある｡そのなかには二体の

並坐像がある｡すっかり風化し,補修の代孔のみ,いたまし

くU)こってゐる｡どちらも/LT手形であったやうにみえるo

火熔の身光のあひだには,二人U)i,Lt菟糾JI判形が,77,り,横

笛をふいてゐるらしい｡比較的よくのこった扶額のうちに

は,交脚俳をTEIJL､に,合掌供養者たちU),qm.J,:かけた姿がなら

んでゐる｡扶親vj J･_ぶち仁,理路の維網を手にしてとぶ天

人群がゐる｡のみならず,寵l人は/a;･梁にそうてJl猛犬Cj行列が

あり,すこぶる哀楽丘状額である｡ 111'八州ではすっかりこ

はれてゐたが,こ＼で,だいたいの構成がうかゞへるo)は

章であるo排寵ノ1三石の.L隅には浮彫があZ/o　たくさんの獣

が蛸袋してゐるU)がみえる｡たぶん木/卜.談かなにかの一

節であらう｡ (挟額交脚俳高0･56m, ~lIlf手並坐俳高各3･40

m)

pl. 3tA,刀.主室北壁下府寵粥端揮彫

-F層俳寵のたいたいは｣･.越のごとくであるが, /'三石｣.隅

にも浮彫がすこしのこってゐるoこれはその内U)FLLldである｡

たくさん()現をのぼした願一一一-おそらく肉食獣一一が,良

なめしたにむらがりIAlつてゐる｡貰S異右ィに膝をまげて身

昭をよこた-た飛犬の一期;がみえるoこれは環路をもっ?,:,

扶矧^jの飛犬のうち,もっとも内端にゐるものである｡ ㍍

虞(A)〟/.:湖から西軍長にまはって(fi)につゞくoお顔:.(73)で

は合掌した三朋の人物があらはされてゐるが,粥部はまっ

たく破糾し,手止も鵬止なのは一一一rJもないo LかLJl:]'-から

腰,足にかけての造形は浮彫o)放某をこしろえて,なかi3:か

うつくしく,′1‡束があるo　たゞ仝冊として,かこをあらはす

のか明瞭にしがたいo　これに艦する火の隅は,たゞ破損す

るのみであるが,すこし如月.雪にまはったところには, 1'1.48

でみるやうに,やはりこれに似たやうな人物が二人ojこつ

てゐる｡ (ノ1･-_端立像高約0.7511り

pl. 39.三1ミ室北壁上静電

楯秩額をつくり,そU)したに奥行1801-1の寵を習り,ll-_尊

像をおさめてゐるo　なかの三IllF_は,いづれも右手を胸にあ

げてゐる｡かなりよくのこってゐるが,下/ド身は後補の泥

作で,その~F裳をつくってゐるo馬鹿には本命交抑菩薩の光
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背と,そのそとおはひのやうな唐草かざりとが,みとめら

れる.楯状寵o)帳幕も,中央部に大きな破規個所があるo

(寵高5.00m)

pl. 33.主室北壁上勝姦本尊交卿菩薩

本尊は丈だかい賓冠をいたゞいてゐるが,おしいことに

溶けてゐてよくわからないo Lかし,三面賓冠であり,三面

に大きな蓮華iT-つくってゐる｡その日irniには稚滋の俳があ

ったらしい｡蓮華のあひだには小さい唐-lrT-Lがあt),こしに

飛犬がとんでゐる｡冠の払もには玉かざりの彫りがあるら

しいo　これがうしろでしぼられ,そのはしが耳のうしろに

たれてゐるo別にながい袈飾払もが,大きく光背のうへで

払るがへケ⊂ゐるo　加のしたに,はみガした頭髪は,整然と

と｣のへて,あらい刻線をつけてゐる｡まるい鮎は威厳に

みちてゐるが,やはり溶けてゐて,眉目や胤　膚がきえてゐ

る｡盟減な.I二年身には,三種の理路がさがってゐるo腹部

から交脚にかけては,後補の塑造ででき,北規の原状をかく

してゐるo片止づ＼のってゐる基劇ま,もと連座であったと

おもふD

この後で,もっとも保存0,i)よいV)は,納手である｡それは

あたかも巌嘘に喚く北のごとく香-'-⊂おり,そのi.はjJの

確Jirfさ,理想化0)lii〕貸さは,この小針J全貌riL-舶'.lEこしめし

てゐる｡ (本尊E喜J4.80m)

pl. 34.主室北壁上勝鹿左脇仇倍像

肉撃は破推ましてゐるが,やし伏せたまるいやさしい鰍は,

うつくしくのこってゐるo　弛はみじかく,なだらかな肩に

つゞくo　相手はよくU)こってゐるo　ことにノ■ミ手の指は1■i:に

うつくしいo蓮鉱上にU)せた卜】^j足はやし払らいて倍坐し,

そU)膝にはみごとな衣:丈がみとめられるo衣文は第二十洞

大俳にみるごとき隆起線からなる0本埠の麹身光にかさfJ:

って,こ0)像U)拳身光があるo　外縁は火焔,つぎは飛天,ま

んなかは蓮華であるが,その彫t)はあさいoむかって右に牛

蜘苫薩像,さらに恢幕のはしに童(･がゐるo (像l畠j4･00m)

pl. 35.主室北壁上膚寵右脇休債像

左脇俳と16]形であるが,肩や腹,膝には後補の製造の衣装

がのこってゐるo　塑造のう-には朱と緑青がぬってあるが,

はたしていつの補修か断走できない｡丼膝と/rJ_袖のところ

からみえる,もとの像の衣文は,膝の方が隆起した弘だであ

るのに封し,袖の方は階段状の弘だであるらしいD　肉繋お

よび毅は破損するが,まるい部は見場があふれてゐる｡む

固版解読27-38

かって左に牛蜘菩薩像がよこむきにすわり,帳幕の童子形

もみえてゐるQ (像高約3.80m)

lJ1. 36.主室北壁｣二唐金右脇俳倍像上身

破脱がひどく,常初のおもかげは,やっと目,h7r_,席にしの

ばれるo　たゞ腕と手さきが入念にみがいて仕あげられ,ど

ちらの手にも,三十二州のひとつである｢みづがき｣,すな

はち手足指網鰻粕jlIli-tvana(ldha-hasta-pltda-lakSaTlaが,明瞭

にあらはされてゐるo　これにくらべると,北壁以外の諸傍

は顔だけ仕あけ,手足までは及んでゐIj:いのであるo坦1光

の蓮非は,やはり平耐l'Jであるが,よくのこつてゐるo (頭高

1.12m)

pl. 37^.主室北壁上勝姦右脇牛鍋.FA惟像

B,主室北壁上盾愈左脇牢刺一riLJl僅像

帳幕のかけに,まったくよこむきに彫られてゐるo　大き

な焚元i:をいたゞいた.?,:二薩形であるo　片足をたれ,片足を膝

にのせた∠ド助像であり,片手を粕にかこ,片手を膝においた

｡思惟像であるo　それをJlミ右まったくシムメト1)ックに配し

てゐるo　足のしたには大きな蓮座があるo　これはH,r八桝で

もいったごとく,たゞしくは太子J臥▲陣像であるo (像高

A 2.88m, I; 2174m)

Pl. 38A.主室北壁上盾麗本尊菩薩光背西郎

B.主室北壁上勝愈本尊菩薩光背東部

^.本尊oj騨身光はかなり人きいが,いまはわづかしか

6)こってゐないo　去:古屋は本埠U)オl-わきをしめしてゐるo頭

光はIIIJLtに蓮華があり,つぎに/ト坐休符,飛大帝があり,故

後は饗身光の火焔郡にふちどられてゐるo　ところが,こ()

光背では火焔飾U)そとに,さらにもう仏とつの唐Ir.三文背が

ある.いま破JAitしてゐるので,その令形をきはめがたいが,

(B)にはその廃U)はしがみえてゐるo　=要するに,光背のそ

とを弧形におほふもので,芸IUL]にもときどきあらはされ,ち

かい例は第十三榊の本尊にもあるo　キジイルの壁憲などを

みると本尊およびその光背のう-に萎縮した鶴形があらは

されたり,また椎柴が挟形にあらはされたt)してゐるo　さ

ういふものの婚布とすれば,一膝の解輝はできる｡唐草は

波状文であるが,とき白をうめる柴形は複雑で,まるい癖のや

うなものがあり,こ｣から年パルメットの三英と雌正のや

うなものがでてゐる.おそらく花瓶の意匠から脱化したも

のとおもへる｡ (本尊頭高1.47m)

B.むかってイt-には帳幕のあつい練が突Jl',してゐる0本
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雲間石窟第七洞

懲光背をおほふ唐l'.fl文帯があさく彫られてゐるo　そのした

に,膝をまけた天人とすわった天人とがゐるo　凍:がはに坐

俳の頭部がみえ,そのう-に,さきU)とがった火焔光背の一

部が,なしめにLrJ'らはされてゐるo

Pl. 39. /:i三宅北壁土鮮麗右脇獅-[-

Pl. 40. pj三軍北硬J-)#罷左脇獅:(A

Pl. 4lA. Fiミ案北壁｣･_I沖窺右脇獅-[-

73. _Ii･'.※北韓J･Jfi寵左脇獅-[-

交脚苦藤傾o)此下に獅十が彫ってある｡ほと/i,ど丸彫に

ちかい形であるが, I)Lや後肢はまったくあらはされてゐな

いo　ともに大きな口をひらき,-F.-をたれ,牙をむきだし, JEr

火の方に戸田をふりむけてゐるo ILJぼった大きな円,耳のう

へにのぴた堰き毛は,人托肘)ふといjF7毛のやうである｡ひ

らたい鼻o)形,角ぼった顎骨,さらに身Jf'Ii'blをおほふ懇毛の彫

りなど,すべて小国Lfi1一難U)伸紙的な手法であり,つよく精力

的である｡ LTAfj虻をU)ばしてたち,胸毛のさきがとがヶこ垂

れてゐるのも,打げではか/i/が-られない鳩目の手法であ

るo (右獅llTr.Ill.18m,ノl二獅子高1,13ml

pl. 42. jミ室北壁上相姦扶髄鞘牢

Pl. 43. ｣:.半北曜上騨轟技額水牛

大きな楯状寵U)･供額であるo　三段にわかれ,上段には寵

列があり,葵祭V)天人を配し,中段には楯状があr), ≡鳩大を

おさめ, tr段には帳幕があL) , Fj瓜jij亡にしぼってゐるo hfliの

尖班寵は十川lr'r.iあFJO　そU)なかの奏饗天人は庁Lゎ繋形で,派

までの-卜′ド身があらほれてゐるo　すこしづ＼小火U)方に身

iFJtご覧をむけてゐるが,一丸こしてゐたい｡楯状柵-Jlの飛天は,み

IJ:小火にむかってとんでゐるo根菜は,ひきしぼイ⊂瓢LBl一飾

TL-おき,そこから約1-JIかさけてゐZ,o (Rut).I 1(,)茶菓U)ひだ

は,ていねいにあらはし,そのやはらかく,どっしりとさが

ってゐろさまが.よくj-)かゞはれるo(僻F瑞0.58111)

pl. 44.三i:.室北既上Ffl愈扶街(部分)

･状額の中央部であるo H-Jlの奏楽飛天は'E!.5虞ノ【:_から, (1)

/ト鼓, (2)腰乾, (3)横ffl, (4)幣笛,(6)排管(節), (6)克也がみえ

る｡高樽からみおろすやうな姿勢である｡ LF{ド身が欄梓に

よってかくれてゐろわけであるo　楓^lV)飛大は,みな触勺

いっぱいに脚をひろけて飛んでゐるQ　しかし駁締なノl:.オ川l

郁ではない｡ Jl%天の術には,たてに辿珠史があさく彫られ
卜

てゐるが,こかもrll火アジア0)局.聖者にみられ,?,潰杵であるo

(上段寵だ:i o.58 m)

l I･C (1oq, D〟･ B",/,un∫t/∫√/LP LVlrLLnltlL,p lM Mzt/i ZaTl'H7, 1う(i. VTl,

Taf.14.

pl. 4.Ej. :-iミ室北韓上相姦扶額(部分)

秩額の束部である｡下見との帳幕には男たrrJfが彫ってあるD

牙のしたから一人きた~,モがで＼ゐ7'｡弧状の幕のあひだに飛

天が彫って#J)るo　飛犬は補足をよこになげだしてゐる｡ノr-_

手はなにかま7Jいものをもって胸にあて,右手は蓮丁だtiLT-もっ

てまへにだしてゐる｡きはめて傑芙なすがたである｡たゞ

祈八洞の同形飛天にくらべると,身JFTiE賢のいきほひがいくら

かよはいoこれは/rX;七洞令JlrlL指に通じてみる傾向であるo (梶

高0.58 1m)

pJ. 46A. p=i:.案北壁上静尭帳幕の藁+像(求)

臥　_:fミ室北壁上静姦帳幕の責了･像(丙)

張幕oj斜所を利FE]して彫られた茸~｢像である｡第八抑'C

もみられたが,ポゥズはまったくちがふ｡こ＼ではiT二耐/=む

杏,陶をはり,稲子をたかくあけ,足をのばしてダィヴイング

の姿勢であるC　背中こそみえないが,ほとんど丸彫のごと

く,まへからみても,よこからみても,))づよくうつくしいo

もともとま輪として,なにかe)もちたしをうける意匠であ

ったものであるo　こ｣では,その原義はわすれられてゐる

那,腕をのばしてうけてゐるだけ,耶八州のそれ(杏,JF,;Xl-TL

悲,Pl.40)よりは,もとのかたちにちかいたい-るoなほ,い

まはすっかりこほれてゐZ,那, 1'(uL洞,抑十桝の前'ii-列杵に

ち,この溝匠がとりいれられてゐたo (本ifF,耶六'tg･,l'1,28.

2‡)A)競[･の師部には三r帥こ/Hill形のものがついてゐるが,

これは預繁の一部をU)こした,幼帝の繋芥をあらはしたも

のであらうQ L/ド身は祁引照.二種の環肺をつけ,腰にはみじ

かい腰大をまi:ひ,中央の榊環で糾:をむすんでゐ石｡こきし

あげた拝寸にかいでこ,大水は2-)しろに掃れてうごいてゐるo

その搾彫)仲放栗が性にすぼらしい｡ (像nr'IJL^ 1･15m, 1ミ1･10

1111

pl. 47. _=7ミ室舶壁　卜碑

pl. 48.千:}i;火韓~F好

I-】.47には東熊のう-の二T14, I)】.48にはしたの二rp柑;み

える｡各庸二寵,巷然とならんでゐるが,;j'il一府i:腰確とは

すっかり満解して,なにもわからないo Lたほど払ろくな

ってゐるたy),称一一屈o)二寵はすこし北によって彫られ,そ

U)あ弘だo)FT;.A.肘利三は, 'fli一三屈o)も0)よりやし帖が払ろいこ

と, rftl一環と('iH菜であったにちが払ない｡憎韓の供養賓列像
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は,まったくそのあとをとゞめないが,ラ-の方は保1f-よ

く,坐俳の列晩を-て天井になってゐるo　こU) Pl.47には

北壁の帳幕がみえ,そのすみに跳躍する休依像が,普-ll:.rill-に

みとめられるQ　それに北碓東端V)叩伽注薩像も,くらがり

a)うちにはんやt)とみえるo　氷壁諾像とくらべて,そo)大

きさを想像されたいo　これに射し,Pl.48の右方には明窓と

門Hとがみえるo (賂;zIi 12.5r)m,帖5.40mり

Pl. 49.主室火壁第匹日経

光好な尖秩寵が二つならび,寵州こは同形式の坐像が,蘇

上ぢかにすわってゐるo　むかって11:.cL)北寵はや1破弘ルて

ゐるが,右-U)甫嶺には鮎裂があるo　秩額はわりにせまく,な

がく,さうして,つよくうへからあさ-られて,鮎こびrrlriJJに

とむ｡ ‥眺顔,北龍には十三'l'I指の小坐俳を彫り,南寵には十二

皆堤の飛天をシムメト])ツクにならべてゐるo　状額の端には

.ふつうみるごと(龍の上身があり,その胴はながくU)ぴて

挟梁になってゐるo　龍のJ墓は篠凡のこ'とくであるが, 1-i:紘

柾頭J)かざりで,位身が省略されてゐる0)であるo (ノト,l‡ご/HiJ

五怨,p.46)寵VLl,鍵身光のそとには,納寵とも,合掌路盤の

供養大人を二倍提づ＼三段に配し,そU)ラ-には飛大-封を

あらはしてゐるo JE%大はながくu)びて,華か香焼をさ＼げ

てゐる｡みな粗略な小便であるが,にぎやかであり,うどき

がある.さらに雨龍上隅o)シ糾問には,分掌した童(-の上身

が/r-_lil-に二JrlI提づ｣あらはされてゐるQ

梯寵V)上線と下絵には,常状U)蓮躯飾があるo (Rub･ ⅠⅠ (.)

抜上Iffには,南壁とおなじやうに坐像の列像があり,三jlj垂

飾帯があって,天)いこなってゐるo'日展o)ノr三才t'をみると,南北

壁がう-ほどせまくIj: r),まへにU)めってゐるo)がみえるo

('ll-川励i'‡; 210m)

pl. 50. :1ミ室火壁第四庸商怠俳一生像

ill--Tiは拳IiJL-多とし, /[:_T.1は衣端をにざって腹にあて＼ゐ

る｡朗o)つくr)が簡素な手法で, J料こうつくしいo　これに

反し,手さきや膝,止の彫りは粗略である｡火~史の轟泉刻はご

く大まかであるが,この後にかきって娘刻といふより,断癖

がレ形になってゐるので,階段状のひだにみえる｡ (像IflJL

1.55nl)

pl. 51. _=f三宝東壁第川碑北愈俳坐像

ひどく破損してゐる｡茄一手はうしなはれ,胸から繭わき

にかけて損じてゐる｡朗もJ仁=1が以じてゐるのはおしい.

南寵とまったく同形式であり,納止の粗放た彫刻もjE,.-通し

固版解読39-55

てゐるo (像高Ll.45m)

Pl･ 52.ヨミ室東壁第三神南愈

楯扶寵のしたに坐悌三館を彫る｡姦縄は_-fl.戒の7,1'i禰座で

あり,そU)納わきに獅J'-の側r白川多をあさく彫ってゐるo　い

ふべくぼ,まさに獅十頗silnh1-tsilnaであるG　大きくHを払

らき,円がまるまるとつくられてゐる｡後身に轡曲したJF

わ刻娘を彫って,帽七をあらはしてゐる｡扶額の･lト火と菱

形部にはシムメト1)ックにIJl%天コrTlづ＼を彫り,メ.汁.'の頚

部には分掌の化/i-_をあらはしてゐるo　そのしたに帳幕があ

り,脇侍が分掌侍正してゐる｡寵Fには/ドパ′レメットの波

状文背が垂riどほ[)彫ってある｡(Rub･I H) (寵高2.35m)

Pl. 5:i･ :ゴミ室火壁第三.雁南麗俳上身

まるい朝である｡登ずりまぶとく,みじかい｡苑と顎とに剥

落がある｡眼某の彫りがあさく,そのため脱がやさしい｡

勢手形のいたんだ右手は指がみじかく,掌がひろく,衣端を

にぎった捻手形o)ノ■二手も,ふっくらしてゐる｡ iEl:するに,こ

の像はすこし彫りがあさいが,まろまるとゆたかにあらは

されてゐる｡ (俳B.RF1iO.42m)

Pl..Ej4人. _=7ミ楽東壁第三植南愈右脇侍

】i･三三室東壁第三牌南愈左脇伴

納脇侍とも介掌Lてゐるが,才lJ方はめづらしくも手のrll

をあはせてゐるo簡譲;-であるが,ともに三血焚夕誌であるo

めづらしく腰の辻形がJ:わく,なんとなくかるく立ってゐ

るやうである｡似l光をおひ,天衣を納J7に背おひ,そのは

しが肱から大きくたれさがってゐる0　才,一脇侍o)連座は払く

いが,二つの肉をもった芸l如七の花船からなるo　(像IEhL^

1･17nl, 7う1.10m)

Pl. 55. _=i:it_氷壁第三煉北愈

相鉄寵U)したに交脚俳小心の三韓を彫るo /L:_脇侍は片手

に水瓶をさけ,右脇侍は介暮して-1lLってゐるo　後者は頭部

をうしなふほか,左腕にも像紬,'ある0　本懇遺族U)柄わきに

狗+がゐるo　これはiE朗むきo)姿勢で,粥だけを本尊の方

にむけてゐる｡かな()無｣埋な姿勢であるが,芸rU.]では一般

的な形式である｡ことにiilxj脚をノ1三右にはt),三プrJ形の胸毛

をたれたとこ7)は!持徴がある｡稚甜ほい-ば稚拙である

が,活JJにみちてゐるo　挟頻にはシムメトT)ックに飛犬を

彫り,岡硝LB巽部には合掌の化外･.,さらに楯状の卜隅にも合掌

の化/t三を彫ってゐる.まるい凶光をおひ,ひろがった天衣を
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背おふてゐるo惟幕も繭寵同様,かなり厚ぼったく,禿々し

く彫ってあるo (喬高2･35m)

pl. 56.主室東壁第三静北姦俳交脚像

右手を翠手形にした交脚俳である｡この形式は丙鍔にも

あり,第八洞炎壁にもみられるo　さらに耶九洞的安西壁,gJ'

十洞前垂東壁にも彫られてゐる｡鼻さきと顎()傷はおし

い｡頭部にくらべて胴がすこし小さく,力がたりない｡衣

文は別線でなく,レ形でいくらか階段状にみえるし,膝の衣

文は耗刻鋲とレ形断面のひだとを交互においてゐるo (像

高1.75m)

pl. 57.主室東壁第三静北禽左脇侍

預に賓冠をいたゞき,右手を胸におき, 7r:_手に水瓶をも

つ｡用と目の彫りは明快である｡まるい遷座のう-に立っ

てゐる｡この蓮嘘は右脇侍になく,南寵右脇にあり,牌杜を

はさんで封際してゐるo (像鵜1.05m)

p1..58. ∃:.某束壁第三盾中央潜杜

左未明寵のあひだにある四潜の-q!A･即三であるoいたゞき

に覆鉢形があり,これをつ1んで牛パ′レメットの承花があ

る｡まさしく屈坊である｡各牌には′ト俳が並坐してゐるo

杜のしたには,まるまるふとった株儒が,納手で桂をさ1け

てうづくまってゐるo　胸のふくれたのは,さしあげた手に

力をいれてゐるためであらうo扶門の厨杵のやうに,立ち

あがった保借より,この)JAが本木のすがたであるo (Rub･

ITI A) (]線種高1.7.F)Ill)

p1. 59A.ヨミ室東壁第三膚北杵保儒

r;.主室東壁第三櫛南杜保偉

第三好には両?.'rtli,つまり北壁および南壁に接するところ

に菰潜杜があり,これをさし-て保儒像がある｡保倍は両

手をあげてうづくまったり,ひざまづいたりしてゐるo　北

端のは足が風化して,なくfJ:つてゐるが,筋肉がたくまし

く,もっとも均衡のとれた骨i'葦格をしてゐる｡摘端のは隅で,

除裕がないためであらうか,うづくまらず,足をそろ-て,

払ざまづいてゐる｡ひもかぎりを肩からⅩ字形にかけてゐ

るo (像高^0.62m,1号0･60m)

pl. 60.主室東壁第二好南姦

第二厨は失扶禽であるが,尖】郎;なく個扶寵のやうにな

ってゐる｡寵内には拝上ぢかに坐僻があり,その内わきに

は二段の供養者がゐるo :下段は二倍,上段は-常軌ともに分

掌長路のすがたであるQ頭に胡帽ともいjバき腰折れ頭巾

をかぶり,大きい折り襟と窄袖のコウトをきてゐる｡その

うち,ヨ,,問は,いま頭部をうしなってゐるo　この俗冊の供責

斎たちをみると,悌体[tlの一一^d'rLl',たと-ば第八洞のやうな,

商主婦俵の場面をあらはすとおも馴tるが,あきらかでな

いo供養者のう-に飛天が二㍍賢づ＼彫られてゐる｡せまい

群間で,随分無理をしたからだつきをしてゐる｡坐俳の手

はもぎれ,腰はすっかり解けてゐる｡

挟額には小坐憐十illU:箕をあらはし,扶端には龍を彫るo　め

づらしいのは北嶺とのあひだで,難所をからませてゐるo

それからこの親身が,渦怒杵のう-にたつわけであるが,そ

のあ弘だに,鋸歯文のある斗があるのは牡Ef3,-されろ｡これ

は中央アジアからガンダアラにかけて,ひろくつかほれた
り

枕頭飾であるo (寵rrl=Li2･05m)

l A･ Steln, SL,r"ldzaタVol･ 1V, PL XVTTI AIFotlChcr, L'L77･t Lt,rE加-

bo7d(I/lZ'Jue du Ga71d/i"r〝, 'romc tT, F.g･ :19･3. J･7hrt】10uX, le∫ PouzlZeS

dl･ /7'Tnrdu, Ⅰ√igs. 7b, 8a.

pL Gl. jミ室東壁第二浄商品俳上身

かなりあれてゐる｡韓手形の右手も肋択してゐるo捻手

形のノ.三の手くびもか′､｡ノ.淵と苑とに傷があるo　また腹部

以下も払どく破損してゐる｡しかし,それにしても'illiiに_I/..

派な俳像である｡日がほそく,口が大きく,耳がしっかりし

てゐる｡光声のある壁面も,かなr'あれてゐるD (頭[5-0･44

111)

pl. 62.主菜東壁第二韓北恵

この過の壁凧′まひどく溶解してゐる｡本命もとけ,右脇

侍もなくなってゐるoわづかにのこった本命の上身も,かな

りいたんでゐるQたり.:わきの脇侃　循JLに腰をおろした

老人像がよくのこってゐるoう-には飛天が二醗づ＼あるo

摸猫は,中火に分掌する童1･像を彫t),その7■:_右シムメトリ

ックに飛天を配してゐるo (寵高2･10m)

pl. 63.某室東壁第二盾北轟jT:I脇侍

藤JLに足をそろ-て坐してゐるo右手は破糾してゐる

が, /.-I.手はすらりとのぼして膝においてゐるo身桝約まほそ

く,すんなりとして,膝にいたる長衣をつけてゐる｡袖は窄

袖であるo頚部は老人ふうで,預がながい｡南部をゆひ,H

がくぼみ,狗-r塊で,相の肉が落ちてゐる｡バラモン近士を

あらはしたことはあきらかであるが,はたして俳懐中のな

にを意味するかは不明である｡しかし,商主蹄供にちかい
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物語で,この洞に関係のありさうなものをかんが-ると,西

壁のり/レヴィ/レヴァのカアシヤパ　Uruvilvll K殉,apa三兄

弟を長引言させた一節かとおもふ｡たぶんカアシヤパ仙K豆一

昌yapaの一人であらうo (預高0･24m)

Pl. 64. _=tF-室西韓

酉確の粂Vq厨と,最上府の坐併列寵と,そのう-の天井が

みえ,また/FX,r-厨e)したの荒れた腰壁がみえる｡腰壁には

供養列像が,輪郭だけをのこしてゐるo各層をわかつ蓮雑

文帯,唐草文帯の轡化が,こ｣で-一目瞭然であるo　ことに節

一櫛したの,三つjji5--現つなぎ文は,I,節七,第八洞を通じて,こ

の一部分がいちばんよくのこってゐる｡それに北壁の一部,

摘壁の大坪もあらはれてゐるので,その関係もこれでよく

わかるであらうo主宅の高さに比して,奥行がいちじるし

くあさいQ　また南環の保存にくらべて,北壁の破損がいち

じるしく目だつo耶一層北寵の本や右手したに, ′トさい破

れ目がみえるo　この穴は第八榊束韓耶-犀北寵(本粍1JF五

堰,Pl.71)に通じ,この二洞のあひだの壁が,いかにうすい

かといふことに驚かれるQ (両壁rL'ii12145m,幅5･001n)

pl, 6.5.主室西壁上骨

内壁那三,節四厨がみえる｡耶P耶削まいづれも尖妖魔,節

三暦は楯状罷｡耶四膚では寵傍に篠凡がみえ,耶三原では

犀柾のしたに,うづくまった保慌像がゐるo　北壁の喬の大

きさ,奥行のふかさも,これでよくうかゞ-るo (耶四暦高

2.1Sm,耶三牌商2.30m)

pl. (捕. _j三業西韓下原

西壁;j'E二晩;jト犀と最下の腰喋がみえる. 1Xf,A二厨は尖

扶寵, Zfト一層は楯状範だが,南寵だけ異例の寵である0番傍

は,;j'f二肘は渦怨の杜だが,耶一層は大きな暦杜である｡こ

の肘掛こは保倍はゐない｡腰環は,この究展によって,供苓

新の敬が九ir?指であったことがわかる｡いくらか頭をうちに

むけてゐたかもしれめが,打だいたいは-Ll二面むきのJ7.像であ

ったとおもはれるo r分掌か,あるひはなにか榊手にものを

さしけてゐるやうすである｡ (那二厨高2.06m,粥一骨高

2.10 m)

Pl. 67. j=.室両壁第四暦北鹿

央挟寵のなか,坐俳が拐三上ぢかに彫られてゐる｡右手は

馨手形, li=.手は手首をたて,衣端をにぎった捻手形である｡

拳身光のわきは,三段にわけて,令等の供養天人をふくが,

固版解詮56-72

うへ二段は払ざまづき,した一段は立ってゐる. 1且J二には

飛天がブ】･-.右一郎葦づ＼州.iり,蓮華の雷のやうなものを,本尊

の頭上にさしげてゐる｡秋期には中央に粥粒の小坐俳があ

り,そのノーミ茄に八郎箕づしの高繋天人がひざまづいてゐる｡

分掌形のほかに,片手をたかくあげてゐるものがあるo　た

ぶん,蓮華の菅かtj:にかをさしげて,供葦してゐるのではあ

るまいか｡扶端の獣形は,ひくいところにふりむいて立ち,

篠凡状のものをふんでゐる｡いま北壁に接する部分は,は

なはだしく破妨ルてゐる｡ (寵満2･14m)

pl. 68.黄室両壁第四櫛北条俳上身

よこにはしる岩の暦がよくみえるo　まるい瀕のブlミがは

に,たてにとほった岩の勉梨があり,それが胸をとはり, 7F_

足にかよんでゐる｡眉梁も限験もあまりきはだしす,やん

はりとした表現であるo耳菜の衣硯もあまりするどくな

い｡頭部は奥ふかく,しかも入念に仕あげられてゐるo　こ

れにくらべると,右手は角ぼって′11..束がないo(預商0･47m)

pl. 69.主某所壁第四掃南桑

北寵とまったくおなじで,保存はよりよい｡たゞちがふ

のは秩額の彫刻であるo　中央にやし大きな縄文俳を彫り,

そのfLミ右に同丞11_の坐俳を,六i'tl]至づ＼然様に彫ってゐるo /li

右の坐俳はそれぞれすこしづし,中央仰の方をむいてすわ

ってゐる0本隼坐俳は,南寵とはすこしちがひ,するどいo

結伽した雨足がひくゝ ,しかも位矧叫で,安定感がづっと大

きい｡ノT=_手は膝のうへにおいた僻手形であるo寵内プ'ミ右の

供葦者小像は北龍におなじであるoなにかをさしあげた頭

上の飛天も同様であるが,この方がのびのびしてゐるo (寵

高2.15m)

pl. 70.ゴミ室所壁第四静南愈俳敢部

7.三の日に傷があるo　屑にはべつに線刻をくは-てゐない

が,かなりするどい｡晴を封じてゐないのに,晴の光を感じ

させるのは,芸岡彫刻の非凡た特色である0　日と盾とが横

笑してゐる｡ 11の指と指とのあ弘だに,網綬粕の水掻きが

みとめられる｡ (頭高0.47m)

pl. 71.立案両壁第三盾北窺

pl. 72.主室両壁第三浄北姦　仇交脚像

楯状寵のしたに交脚三尊像を彫る｡交脚俳は四角な座に

すわり,型のごとく右手は奉手形,ブr'.手は衣端をにぎって腹

にあて＼ゐる｡ノr-_右の脇侍はほとんど杭をむき,寵内に立
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ってゐる.座の両側には,獅子がま正面にあらはされ,首だ

けを本尊の方にむけてゐるo胸毛をそろへ,まんなかに梗

韻ができてゐるのは,芸開獅十の特色であるo顎が大きく,

からだがづんぐりしてゐるo楯扶額も先制があり,彬内に

飛犬, 7L三石の粟部に合掌天人の上咋身があるo帳幕もなか

なかしっかりした衣現であるo　傍杜はなく, Z':.右に保膳の

さしけた暦杜があるのみである｡寵のむかって/E:.手の岩に

並製があり,帳幕の一部が破損してゐるo (寵'盲Eii2･30m)

pl. 73.主室両壁第三勝北在俳上身

翌満た身1,fil?.[こ,まるい軸であるo眉には刻線がいれてあ

る｡ IIlはするどくとがってゐる｡ l批暖と鼻端の傷はまこと

におしいo僻はうすく,やはらかさうであるo右J手の指も

掌も入念に彫られ蹴るものをつよくひきつける偉大な静

けさがあるo穿iには一俵の横線が刻してある｡ (豆郎三も0･47

irlnE

pl. 74.主室西壁第三値南轟

楯扶寵のうちに,｣T･.城の娘捕虜にすわる俳()三尊を彫るo

寵内左右の脇侍は,わりにあさく彫られてゐるが,顔だけは

やしふかく彫られIILrJhiをむいてゐる.上身はま-にかた

むき,頭部はさらにかたむき,ふかい彫りになってゐるo L

かも,その軸はすこしねぢて, 11二面o)方にむけられてゐるo

いづれも胸に袖手をあて,蓮の啓をもってゐる｡娘痛座0)

納わきには獅十が頭を()ばし,上身だけをあらはしてゐるo

頭は側山形であるが,顎が大きく特色があ川向毛も南範同

校にそろへられて,稜線になってゐるo扶額E^]の四降謁の飛

天は適刺とし, Jr..右賀およびノr'_右上隅の供養者も生束があ

るo (寵IL'3;2.37m)

pl. 7.K).主室rTLt壁第三盾商品

生休本尊は右手が破托ルてゐる｡とゝ0)った観　望捕な

身耀U)沸像である｡ことに膝にあつみがあって堂々として

ゐる｡捻手形の衣端をもった左手が,ながながとあらはさ

れてゐるo　それに,衣の弘だがこまかく,ノrJ_腕にかしったと

ころをみると,ひくい階段と測線とが交互におかれて,堤に

整然たるものである｡ (寵T:｣右2137m)

pl. 76.主室西壁第三層･中央潜杜

南北ImA痛のあひだにはさまれて重犀柾がたってゐる｡川

つの厨には,いづれも二俳がならび坐し,帆上には形のよい

年パルメットの承花があり,井部には肥満した蹄居の保儲

像がある｡全館指の釣りあtlがよく,みた円に快い彫刻であ

る｡ノ糾Eo)あひだの招鉢形は小さく,しかも,なにか花の雷

をあらはすかのごとき刻線がみえる｡この洞には,つがう

六分指V)うづくまった任侠像があるが,これはとくに入念に

仕あげられてゐるo　まるまるとした肉駅11.0)均衡がよく,釦

もうつくしい｡一文字U)刻線からh:る乱　や＼つりあがっ

た,しかし,払きしまった[]もとは,そe)/■:71-1手足U)力o)い

れかたとともに,すこしもすきがないo　それに理路U)かぎ

り,払ろい腰衣,肘から/.:j1.-にひろがった天衣など, '料こ悠

然たるものがある｡この岡版をみると,摘北納寵にみる獅

+のちが弘が,よくあらほれてゐる｡ (杵J:-;;1･71m)

1'1. 77, _=i::名西壁第∴碑

南北とも尖秩寵であるが, Tr榔はまるくなってゐるo　坐

俳は同形式で,彫法もひじゃうにJ:く似てゐる｡しかし,お

なじ作潜とはい弘がたいo　むかってjlA,北麗o)1弗は,ひだの

溝を大きくふかく彫る傾向があり,伯梁にも刻線があり,翠

の刻棟もつよく,指uJ炎現にもくせがある｡イi手はどちら

も蓉手形であるoノE三-Tlはどちらも衣端をとりながら,捻手

形と僻手形にわけてゐるDいつれも後1il:に1;Juは朕入した

ので,いま,うつろの【射しが脱をきづしけてゐる｡脇侍の形

式はZ.三右でちが払,北馬は婚ル⊂坐した分掌像卜一対,商品は

i.亡右三好提づL a)俗形雌坐像であるo北寵の挟額には飛犬が

彫られ,そのうちV邪淫は寛仁形,他はEi一僧形であるo南寵U)

挟額には脆坐分掌したrf!選大人が,シムメトl)ツクに彫って

ある｡紙数十一什提o二(Rub.I J')こU)好o)上線は/ドパルメット

粒状文, -ド練は年パ′レメット並列L史(Rub･Ih.lJ)がはしって

ゐるo　(耶二嵐.F7;2.10m)

pl. 78.主室内壁第二Jfi北寵

坐俳は豊満な身悦で,偏桝右JF~すo　その次文の線刻はかな

りふとく,また碑であるo　ノr-_腕や膝のひだは,衣/T二にはしる

淑朋の二線からなってゐるo　ノr'_胸から11-わきにかけた内衣

のひだのふとい刻線が円/i--JD　瞳のま/:''い孔, mのう-〟

俊はおしいo /,三才1-脇侍のfl日出はやはり三IL'Jl厄とい-J I-)

が,うへの隅々がとがって州滋なかっこうをしてゐるQ郎は

まるく大きいが,分掌してしつかに篠凡に腰をおろしてゐ

る｡衣服はやはらかく,買棚たからだにまとひ,下袋がなが

くたれて足さきをかくしてゐる｡光背はないD　その膝をそ

ろへた雨足はEtlrL純で清楚である｡このヤうな臥侍はめづら

しいo Lかし,東LJt1-hI^5韓の封船舶係からすると,東壁節二好

北龍のほゞおなじ姿勢をする老人像(Pl･63)に州判するも
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のであるらしい｡束壁のしわぶかい老人像に封し,こしに,

この謹‡々しい,うつくしい像を:配した叫ま,もとより計妾的

であらうoさきのがIJ//i,ヴィルヴァのカアシアパUluVilviJIK(-1-

昌yapaとすれば,これもなにか悌体中の人物にちがひないo

あるひはカT'/ンディ-ヤKau..i(.Hniya (僑陳如)等l1-.人につ

いで,抄門になったといふ長者の千ヤシヤYaもa (耶令)では

Ij:からうか｡ノーミズl一二人ゐろことが,いかゞとおもはれるが,

賓冠の付和汚.は長瀞の-(･ヤシヤとして, Tji極ふさはしいとお

もふ｡

クシナガラKusimgala (鳩ノ1城)の長者の千で,ヤシヤと

よぷ耗展な青年があった0　--彼ふと陣からさめ,まはりに

ゐた術TgWi女U)ふしだらな寝姿をみて厭iH二の心をおこし,

そのまLltl林小にかけこ/i/で｢なやましい,なやましい｣と

さけびつゞけたo　この聾をきいた,密E':/行Jftの柁軌ま｢木たれ,

安砧起こ｣にありJ　とよひ,じゆんじゆんとしておしへさ

としたo　こしで紙質な起新の-(･は,一時に智慧の目がULら

汁,俗形のま＼,#湊児を成就した｡しかし,身をふりか-ち

と,なほ装身兵があり,はづかしいとおもったが,心さ-さ

とれば形州になづむことなかれと,搾軌′こおし-られて安

心したo凝漢某をえながら,なは基身JLにおははれた長者

の十のかなしい,しかしうつくしいすがたが,こ＼にいきい

きとうつされてゐるでは1-J:いか｡ついで和博が,比JT-.よ氷

たれとよぶと,これですっかり俗容れ滅し,うるほしい沙門

a)すがたになったといふo　のみならず,この壬三卦1'･U)入道

をきいて,その友TL十四人がつゞいて,Tll,寂し,こ｣にカウン

ディ-ヤ等-lL人にくは-て,六十人の雄漢ができたといふo

北子京のJJrFg無識川Ialll-al-akさa諜『悌所行讃』 (大Tt三大戚雛, :rj''J'

川谷,p.30)雀四,劉′如)ブナバドラGul.lat,hadla (求那放陀

BTl.滞) 『過去瑞在国火雛』 (人前三大戚終,i;j'E三谷,Fp.645)に

は,ともにカT'/ンデイ二ヤ柁道と三カァシャパ昏胡良とのあ弘

だに,ヤシャ.Tl'.家のことをとくが,西二狩竺法護Dllallnarakさa

の【円Lf･曜叔ミ』 (人III.入城群,1XiJ三谷,I).530)怨八にはこのこ

とがないo　(機長1.38m)

pl, 79. jlit_輔壁第二陣北寵左脇付

北寵U)ノl:_脇侍である｡勉帥iはすこLあれてゐる｡天衣は

JTfから膝にかけて三1(]形をゑがいて,しづかにながれてゐ

る｡こ人らたい珂かぎりをつけ,手前までおはった窄袖の彫

りがHをひく｡この脇侍には腕にも凡にも衣文の線刻がた

いU)で,作彫V)なめらかさが,つよく印象され,そのうへ,な

んU)淡著もない,満浮な長済[･C)すがたがよくあらほれて

ゐる｡ (像高1.18In)

固版解設73-82

1'1. 80. ∃:.某所壁第二櫛中央技杜と扶端交龍

南北所寵のあひだに共朋の抹杜がある｡上下に渦雀をも

った杜で,なかほどに牛パルメットのかざりがある｡杜のう

へに扶端の育巨がたってゐるo　たが弘に~汀をからんで脚をふ

んばってゐるo Rは大きく,海相やlみじかいo　親身はな

がく､卜拝して挑発になる.この龍の未規はみごとである｡

きびきびとして,その迫力もすさまじい｡ノl:_右には南寵,

北寓の脇侍がみえてゐるo北南の賓冠ある脇侍はいま手を

うしなってゐるが,坐下の篠JLは,胴をしぼったひもが精碑

に彫ってあるo(Rub.1ⅠⅠ (,) (扶杜高0.511n)

1'1. 81.三i:.i_所壁第二静南姦

坐俳は1本卜ぢかにすわってゐる｡納如きにはしたに二骨環,

うへに一駅2.の合掌朗互坐像が彫ってあるo　本館の膝頭は,こ

のエ掩坐像のためにかくれてゐるo　この足危坐像は粥に腰折れ

主項巾をつけるが,右わきの二付iF,q,ノ[:_脇の-JfI指は頭部をうしな

ヶ⊂ゐるoその衣服は窄袖で,襟があり,腰にバンドをしめ,
-I  .

膝にまで娃する外套であるo　そ0)したには袴千をつけ,靴

削まいてゐるらしい｡まさに中火アジアを牲還した商胡た

ちのすがたである｡おそらく,さきにもいったこ1とくトラ

プシアTlapuきa (捉謂),バl)カ13halljka (波利)たちの隊商

であらう｡ (ヰ~.lTL''qHこ雀,1)】･fi3,I)･16,17) (常rモモJ 2･05111)

H. 82.ゴミ室所轄第一植おiび腰壁

むかってTILの北馬は楯抹寵であるo　坐俳の繭わきに,二-ミ

段になって分掌脆坐の舟賀像があるQ　う-に一一怖,中と下

に二Jl'lL汚づし,つがう五慨である0　71'_わきをいれると十慨に

tj:るが, Jll･がはのJ;朋をとってい-ば,.鹿野苑M東ad(llVa

におけるカウンデイ-ヤ等_71-.人かともおもはれる｡ノIlわき

北確につらたる部分は破損がはなはだしく,わづかにJl.人

oj供革新と四犀の-a-.厨fr-:のあったことが,うかゞはれるの

みである.坐俳本俸もかなりLFtじてゐる｡そのう-後itI:の

しわざである暇孔がみにく　しのこってゐる｡楯拭額のうち

には禦満な飛天が,身冊をよこた-て飛んでゐる｡

揃寵とのあ弘だには,Vq好の範屈杜があること,米韓にお

なじである｡ (Rub.llIT))各Jdに二つの小俳寵を配し,なか

に--/J､坐燐を彫り,天窓やうの岸根をつくり,三jfl垂飾を彫

ってゐる0 1良卜には叩パルメット0)承化をe)せ,そのあひだ

に,合掌o)化′L:_ aupとLPLllL1ukllが上身をU)りだしてゐるQ

南寵は俳鉢を手にした坐俳があり,両わきにで,小さく一

割のr瑞繋老人があらはされてゐる｡坐偶の右刊ま拳手形,

膝においた/■二手に,まるい俳鉢がおかれてゐるo悌鉢のな
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かには,なにかはいってゐるらしいo　寵形は特別である.

耕梁は尖挟寵のごと.くであるが,秩額,挟桂にあたるところ

は一面山獄の浮彫であるo　いく-にもかさなった山,qA,-のあ

弘だに水瓶を手にした老人たちがゐる｡かぞへると八人で

あるo　あるものは繭手に水瓶をもち,あるものは片手に水

瓶をもち片手をあ帆　あるものは腰をまげて水瓶の水をそ

そいでゐるo　さまざまのポウズをみるが,A.:は水をはこび,

水をそ＼いでゐるのであるoそれが紫怠な事態であること

紘,ひらいた止,あげた手の身障などにみとめられるo　ど

れも,からだがなしめの位iEiにしめされてゐるにもか＼は

らす,軸だけはjE由むきにな-'てゐるので,多少不自然な感

じをうける｡(Rub.IA)

この12-両は老仙たちの水をそしぐ動作と,俳手の鉢によ

ってウルヴィルヴァにおける火龍調伏であることが,あきら

かであるD樺尊は鹿野苑Ml:iga｡avaにおけるはじめての説

法ののち,マガダMaghada (摩摘陀)国にむかひ,途中,栄

望のたかいウルゲイルヴァUl･vilv瓦(俊楼頻螺)の-[=iiL火汲l二

ヵァシャパK豆;yapa兄弟をおとづれて,一夜の宿を乞うた.

カアシヤパたちは:,ji火箱には慈青白がゐるからとことはった

が,しひてとめてもらったo綜尊は石卦⊂はいって結伽妖坐

し,三昧にはいった｡感龍があらはれて火焔をふきあげる

と,伴食は火光三昧にはいった｡石生が猛火につ｣まれる

のをみたカアシアパは,弟子たちに命じて水をはこぼせたo

Lかし,油火はむだであったo石室が油燈して火がきえたo

ところが,輝尊は安泰で,感龍は降伏して,鉢U)なかにおさ

まってゐたo　かくてカアシヤパー箕の弟ィ･入りとなるので

あるが,この一件は北涼曇無誠の肝俳所行讃』 (大正大成経,

節四各p. 30-33)奄四,西晋竺法護の『普曜鮭』 (大III:･大成

経,第三雀, p. 530, 531)怒八,劉宋ブナバドラGuりabha｡ra

(求郵政陀雑)の『過去現在凶児挺』(九lE大成挺,第三雀'P･

646)巻四などに仏としくとかれてゐるoたゞ 『俳所行讃』

では範/･たち消火のことがみえす,この構EL追試とやしはなれ

てゐるo鉢中のものは調伏させLた患龍である｡まはりの丑

塵としたLL廟は『因果経』にいふ石室,あるひは水火瑞を

あらはしたのであらうo本尊トはわきの二老仙は,もとより

カアシヤパ兄弟三人のうちの二人であらうD　このカアシヤパ

鯨服の併寵は,節六洞,第十二洞その他にもある｡ガングァ
1)         ～-)

ラ,中央アジアにもあって,どれも弟-†･たちの消火を主題と

して,固がらが構成されてゐる｡

第-暦の下線には三つ菓設つなぎ文背があって,そのし

たは膜壁となり,九館投の供養者列像が彫られてゐるC破蝦

紘,したほどはなはだしく,列像の足はまったくあきらかで

ない｡床には,いま噂がしきつめられてゐるが,これは後世

の附加である｡ (節一層高2･10m,膜壁稀1･50m)

I A･ FollCher) L'〝rt g′でCO-lwZtaW/lZ,17LeI Fig･ 225･ A･ Grunwe.let,

B〟dd/list A/-i m ZJzdla, Fig. 88.

2　A. Griinwedel, rrud., FIE. 78･ DlttO, A/t!"Ldd/lL∫tl∫C/ze lJl/ZtSE,'ltt"～,

Fig･ 1801:372　A･FollCllerタjT,/dl7 Tome I7 Flg･ 2i24,1325･

pl. 83.主室両壁第一暦北轟右脇衆

北寵ノ.脇侍の全壊に判し,右脇侍o)克断筆はみこ1とにV)こ

ってゐるo跳⊥坐分掌U),うつくしい供養藩たちであるD　如

膝をそろへ長路するものと,片膝を立て｣胡脆するものと

があるo光背はなく,靖に高察をいたゞく｡ Hと口に微笑

をたしへ　まるまるとした身耶呈を丸彫のどとく浮Flルてゐ

る｡ひとかたまりになり,束焚な配列と日出な姿態とが,

愛くるしいElJ毅をあた-る｡こU)五倍IL'呈の脇侍は, JliのILilA'JQ.

をくはへると十甘ilAになるD火龍調伏の南寵に隣してゐる閲

係から,やはり柳馴tの-敬白iであらう｡ (本恥三!】1145m)

pl. 84.主室西壁第一槍筒底右脇侍

pl. 85.主基西壁第一静南寵左脇侍

腕,腰,足がかなり破出してゐるo　いづれもJ'l一手をまげて

わきにつけ,片手は額にあげてゐる｡舶来をふかくし,眉を

さげ,みじかい鼻,ふかいUもとをつくり,老人の顔貌であ

る0両止の膝をやしまげてゐるのは,やはり老人U)せゐで

あらう｡老人で.瑞撃のあるのはバラモン仙窟をあらはして

ゐるのであるo端Ilにな本命に判し,いかにも見おとりU)す

る存在であるo揮軌こ抑八されたカアシャ,qL弟の,みじめ

な姿と解してちゃうどよい. (像■…rI,右0･67m,ノE三0172m)

pl. 86.主室両壁および天井

明窓を小心に南壁をみあげたY.:吉尾である｡各J好の悌寵が

南壁,また束西壁につらILってゐるさまがよくうかゞはれ

る. qrりあけ天)トのふかい彫りもあきらかであるo明窓と

洪門と,左右四潜の悌寵の,整然たる壁了白了構成が,歴例的な

印象をあた-る｡明窓の大井には,ノ■-:右からU)ぴあが-ノた

刑瑚樹のやうな樹枝が一面にひろがってゐる. (明窓一瑞3･80

nl,幅3.60m)

pl. 87.主室両壁上回

明窓を中心に,軸がはのX,rU_LJ暦,節三暦の俳寵がみえ,し

たの供蕃六天像の一部がみえてゐるo (明盗品3･75m,脂

3.60m)
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Pl. 88.主室南壁下膳

門Hとその左右の第-, g,r二暦沸寵,:腔壁の,ひどくあれ

た状態がみえるo ･鉄門のなかに二1二壁と,それに小さいrJ口

とがつくられてゐるo Lたがって,'ii.'T'初のおもむきとは,よ

ほどちがってゐるわけである｡しかし,門Uの浮彫はゆた

かで, iLiifこうつくしいo　腰壁には供養者の列像が彫られて

ゐるが,それがいまでは,すっかりあれはてし,修補の杓孔

が無漸なすがたを呈してゐるo　床は後llf:につくろった描出ミ

であるo　(扶r.Fllli]j5.20m,帖4.00m)

Pl. 89.主室南壁明窓扶染龍形(西部)

Pl. 90.主室南壁肌窓扶染龍形(東邦)

明窓の^/吸枇U)すぐう-に鶴形が彫られてゐる｡龍身は

ながくのびて跳梁になり,龍帖はアアナの小火で相接して

ゐる｡音臨弓には,まがった角があり,たった耳がある｡それ

に大きなullがひらき,口にはおそろしい歯なみがそろって

ゐる｡舌はながいo　おそろしくながい舌で,束味わろくう

ねってゐるo i大きくはねた前肢はノ)づよく,中国の体枕を

った-てゐる.敬()うしろ,前肢の肘には,はねか-った獣

毛()表規があt),身淵には鱗がある｡かなりふかく彫りこ

んで,丸彫のやうに,背血からたかく彫りあげてゐるのが注

意される｡ (蓮如背高0.26m)

Pl. 91.主室南壁朋窓上部および天井

明窓アアチ0)天井がよくわかるo /r'.右から樹枝が,生き

も0)＼髄角のやうにV)びあがり,いまにも棚ふれようとし

てゐるoアアナの練には髄U)はそい胴と尾とがあらはされ,

そのう-には/ト悌列像を彫り,三JLl垂師を型のとはりつく

って,大井にいたってゐる｡ (坐俳高0.50nl)

Pl. 92.主基南壁殻上簡坐俳列像(非分)

南壁抜上嵐　東端の坐排列像である｡シムメト1)ツタの

通肩or)形式と,偏ノ担であるが衣gILTr.iで右肩をすっぽりつしん

だ形式と二種があり,それが交二ii.(こならんでゐるo　たゞ束

からの第四像は右肩に衣端がか1る0)みで,まったく肩e)

形式,こ｣では例外的な11--在である｡みな丸朝で堂々たる

催劉区である｡蹴然として騨身光につしまれ　光背のあひだ

に年身の合掌化/Ll.があるo　それから,このう-に三角垂飾

がある｡三角垂飾の衷iBlAは,合掌化生の鮎,坐俳の朗と同一一

のたかさであるo俳の背血をふかく彫りこんで,寵状にす

ると1もに,それだけのたかさをもった像を彫りだしてゐ

るo　列寵下線6'O蓮如飾は力づよく,おほまかな樹がらであ

図版解説83-94

る｡ (坐俳高0.50m)

Pl. f)3.主室南壁貴上勝坐俳列像(郎分)

明窓のう-酉irLrL岩であるo　むかって右は通肩の俳, 21:.は右

JliUzi.-衣端でつしんだ沸,この-封が列像U)-lrrlJr･'_tIILである｡

弘だは線刻であらいo無地の大きfJ:粥光と身光をおひ,小

さいながらに堂々たる威11'Fをしめすo　光背のあひだに合掌

6)イと′I:.那,J･A-'一身をのぞかせてゐる｡小さいが,:L上i!にゆたか

な,たくましい彫刻である｡う-に三角垂飾帯の一部がみ

えてゐるo (坐悌1蒔0.50m)

Pl･ 94･詫室南壁中央供養六天像

商館明窓のしたには,長押のやうな一帯があり,そのした

に,六ilJLrT.a)供養大人を浮彫にしてゐるo長押やうの一帯は

方形にしきられ,そo)うちに六郷,八郷の蓮華があらはされ

てゐるo六解はな＼め蓮華,八郷はIt･-_蓮華で,それを交j/.に

配されてゐる｡そのしたのしぼられた帳幕は八つの弧をゑ

がき,その弼巽に二本の杜がたってゐるo (Rub.ⅠⅠ A,73)帳幕

のしたはふかく彫って,横ながの寵となり,そのふかさだけ

の高さに供養天人の像を浮彫にしてゐるo　大人は六髄であ

るo J壬'1億で,簡i'Fiな枚の頚飾をつけてゐるo　ノ.三右から三Jf,Jt控

づ＼シムメトリックに中心にむかってゐる｡いづれも片膝

をたて,)i膝をついて,いはゆる胡脆の姿勢であるo　西端の

一駅量をのぞけば,いづれも合掌,または,それにちかい手相

をしてゐるo　この構成は,節八朔よりよほど静止的であ(),

いさしか形式的でさ-あるo Lかし機械的な/.･'.右均峯では

ないD　それは六Jl昭の勉riv)むきと視線とに,如脚/Cあらほれ

てゐる｡小心にちかい天人ほど,軸も視線も小心にむかっ

てゐるが,ノl:_右o)端になるほど,:11三ih1-にむいてゐるo　この微

妙な朗()むきと視線とは,彫刻家のこまかい心づか弘を,ち

のがたるoどの大人も激は俊美であるo姿態はおとなしいo

さうして,幅のひろい天衣の起伏もやはらかいo　いま,天衣

や裳には詫']･色があるが,むろん,もとのものではないo　この

六人U)供養像をよくみると,むかって左の二人はたが仏に

よく似てゐる｡右の二人もよく似てゐる｡たゞなかの二人

は,それほどよく似てゐないやうである｡ 2'J三の二人,右の二

人は,それぞれ同一作者によってつくられたとみてよいや

うである｡

六大倹U)した,挟j■r｣のう-には,奏発の天人が彫ってあ

る｡ノ1三右三皆提づ｣で,べつに繁雑をもたぬJl篭犬が,左右に-

甘inEづ｣とんでゐるo太からみると(1)聾板,(2)竪笛, (3)排

管(節),(4)螺只,(5)横笛,(6)琵琶を奏してゐる｡この裏吉尾
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には,そのなかの四imがみえる｡いづれも重一丁形で,まるい

朝にq'守色のある頭髪をつけてゐるo上身は裸,下身にはな

がい裳をつけ,のびのびととんでゐる姿克削まうつくしいo

紫天たちの中心には,六角形のマ-貿珠cintiMtlllaT)iがあ

る｡こまかい火焔を繰刻した光背と蛋座がついてゐる｡第

七洞には天井にもマ-楽珠(1'7.127)をもった飛天があらは

されてゐるが,このやうに簡便のごとく中心においたもの

はめづらしいoこれこそ;JJr九洞門口天井にみるマ二賓珠(ll,r

六怒,Pl.387i)の北殿であるo後代になると,この火焔光背

が,いはゆる焚鎌形として蟹達するg)であるが,まだ:芸･岡で

は中心に六才rj形の焚イiを包≠械してゐる｡それはマ-賛珠o)

原好泊勺な形式であって,中火7'ジ丁のキジィ′レからうけつい
l)

だものであるo　門IlのふちLi,牛パ′レメット並列文でかざ

られてゐるo (RubJ Lr,IIlll) (範高1.80m)

l A. Griinwedel, j4/fl7Zdd/lZSIz'st /LP Ill,tz･'sIL',/八･〝, i-11g･ 48, r)3, 123, 16T,,

275,39..9

pl. 9i-).三Il:1g_南壁中央供養六天像束第一像

六供養天U)水城fJiJ--の像である｡下牛身に勉梨をみる

が,そのほかは保1ILがよいo　ノJ･-.膝をたて右膝をつけ,いはゆ

る胡比の姿勢であるo　上駅蔓は自然にすこしま-かゞみにな

ってゐる｡胸であはせた手にはノ　蓮の瑞;らしいものをいだ

いてゐる0 7裳は止をあほひ,領巾が7■:.厨から右腰にかl

ってゐる｡天衣は背なかに大きくひろがり,まるい頭光の

うしろになびき,そU)柄端は腕にかいってソ(きくひるが-

ってゐる｡それらのひだは,みな,たゞの刻根である｡ (像

高1.20 111)

1'1. 96.ネギ両壁中央供養六天像東第二像

東より新二の像である｡保1(--はきはめてよい｡ ;XT,A-像と

まったく同一J)姿勢と退形をしめしてゐるo　たどこU)像の

方が-J#聖油で,ポゥズが落ちついてゐるo (像高1･201T.)

pl. 97.ヨミ基南壁中央供養六天像東第三LL二像

束より節五の像であるo　掛,=うつくしい勉ほし,繊笑さ

へたしへてゐるD　その未情が耶六像,すなはちFtI'端の像に

よく似てゐる｡さうおもってみると,からだつきののびや

かなところも,いくらか似てゐる｡手の大きな表現も,この

二像のあひだに:/ll,'通性がある｡したがって,この二像が,同

一作家によって,つくられたことを暗示してゐるとおもふo

この像の装身具はめづらしく複雑である｡手の釧と板のや

うな頚飾は他とおなじであるが,そのほかに甥格の頚飾,獣
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頭になった頚飾をつけてゐるoおしいことに,Zl･:上伸に小破

がある｡ (像高1.20m)

Pl. 98.主室南壁中央供養六天像束第六像

束よりかぞ-て耶六,すなはち西端の像である｡胸と腕

の部!'Jlは,窮質がもろいために,破損してゐるo　ほかの11-.骨汚

とちがひ,分掌ではなく,才1一手を胸にあて,ノI--_手は腰につけ

手~汀をまげてゐる｡さうして,このノ】~手のあらはしかたは,

こU)やはらかい像をつよくひきしめてゐる｡腰や膝は賢に

やはらかさうである｡天衣と裳には練刻のひだがあるo L

かし,この像のうつくしさは頭部にあるo　少女U)ごとき子至

純さが,眉R,鼻,やし放った矧こあふれ,期髭や,額,棉,敬

にまでかゞやいてゐるQ　その7-)-川北が,さらにこの殺兜

をつよめてゐる｡ (懐高1.201n)

P1. 99. _:iミ案両壁技円上郎東脇天人

つぎU)岡板に封腔する奏繁大人であるoそU)あ弘だにPl.

94の柴犬Mirltだがあるo　門日の緑飾がみえ,よこには耶二固

体寵の状客百がみえ,ラ-にはIJ'1-三好の波状唐草LkL帯がみえ

るo　そのあ弘だにできた不規則なシ;S問l/L-,二什指の天人がた

くみに彫りこまれてゐるo　う-のは雫のある天人である｡

71:_手に顎をのせ,オI'手を腰にあて｣ゐるo身慨をたふして

とぷ姿であるれ　足さきo)さばきが賢にうまい｡したのは

無様をひきながら立ってゐるo :赦す形で,腰衣をつけてゐ

る｡竿鞍を身JfJILil至にぐっと払きつけ, T%riを染着岸におしあて＼ ,

指さきはみごとに紋をgrrlriいてゐるD　(立像高1.10111)

pl. 100.三仁室両壁扶｢TrJ上部西脇天人

う-の天人は三角形のせまいク.LSFtJlに彫りつけられてゐ

る｡右手をあげてなにかを･さしげ,/【:.手を腰にあてしみるo

右足は膝からつよくまけ,ノLミRはまっすぐにのぽして,とん

でゐるo　したの天人は琵琶至を奏してゐるo Ilけじめの部分が

とくに大きいのがめづらしいo　天人は頚をなしめにむけ,

右手に擬をもってゐるo　軸足は払らいて立ってゐるが,jlの

したには柱頭の大きな年パル,メットがあるo　かたはらにみ

える育巨は新二樹状額のものであるo (茄.後席1.05m)

pl. 101.主室両壁上部束牛

pl. ]02.ヨミ室南蟹上部丙午

この二糊はたが弘に封庶する買;贋であるQ　束がはにも西

がはにも人像桂がたち,そのよこに;Jf川潜U)鶴,肌三好の寵

が上下にならんでゐるo　それに側壁の傾斜,寵のぶかさな



どがよくわかるo (明窓高3.75nl)

Pl. Loョ.三iミ室南壁F部東平

Pl. 104.三iミ某南壁下郎桝午

Pl･103とPl･104とは仙余して南軍産o)'ド牛となり,Pl.101と

1020)したに/)らなるo城門をなかにして,左右に那二潜と

第一Jdの寵があt),したは供養済立像U)膜壁があるo　壁面

はしたほど破掛が仏といo秋rrjわきの碓jtut杜は三好からな

9,収もとにはこれをさしあげた保儒像があるo　由に比し

て東o)Jd桂は風イセがはなはだしく,節一軒以下はまったく

みえないo Pl.20-22参1批(挟E■'jTg.rJ 5.20m)

Pl. 1O.5. I:iI.室南壁第PLl碑火麗

楯挟寵のなかに焚克iの光二薩交脚像を彫るC　払くいiLi.成の

娘癖塵にすわってゐる｡腹部,腰部は後過し, itlij膝がつよく

蕊-にで｣,つよい印象をあた-るo　交脚といぶが,まじは

ってゐるのはmJ_で,瓜はながくU)びて,蓮鉄のう-をふんで

ゐる｡(Rub.Il°)大きな右手をあけ,左手は咋パルメットの

費消婆をもって仲手形であるo　寵内/I-.右に小形V)供養天人と

湘大が洋彫にされてゐる｡ (寵IiLき】2.05m)

Pl. 106.主室両壁第川牌東証菩薩交脚像

三出資冠のiTI.i白油l板には,′ト坐俳を入念に彫る.(Rub. ll)

凶板のう-は弦月形があるo Pti寵o)交榊丁.'与薩の'ihi)-A:にも,

おなじく/ト坐俳があるo ;IiA八州fj-9度J)交脚苦藤(本井,第五

怨,Pl.98,111):にはこれがないJ)である｡呈聖冠o)耐わきか

らは, l)ボンが払るがへってゐるo彫りU)fj:い二沌光背があ

る｡そo)ラ-舶JHTから)PyFu'にかけて,大きく天衣が払ろがつ

てゐるo端盟な戯U)彫りは,ていねいに仕あげてあるが,辛

止になると,かj:i:t)人空かに｢ましてゐる｡ 111には頭髪が

たれ,胸にはかざr)板と激流がたれる｡胸にあけた右手は

ひろげ,腹においたノI:_手には∠ドパルメットの葉形をもってゐ

る｡ (俊l呈三iJ1 601n)

Pl. 107.三i･:室南壁第三二牌来電

天蓋o)したに坐俳o)三尊を彫るo寵といふほどふかくは

ないが,それでも,天蓋U)したはふかく彫りくぼめられて,

こ｣に坐像を彫りだしてゐるo(Rub.Ⅰ(.)本尊生体は大きく

蓮郷をたれさげた産廃にすわる｡大きな毅身光の繭わきに

帆　片手に水瓶をさけた脇侍菩薩がたつo脇侍の基座は大

まかな鯨刻の蓮沸字で,ほそながい花雑が大きくうねってゐ

るo　このやうな蓮瀕はほかにみないところである｡この好

図版解詮95-110

のう-には蓮舞文背,したには牛パ′レメット波状文背がは

しってゐるC (寵l瑞2.42m)

pl. 108. Ii三宝両壁第三盾束義侠坐像

坐俳はまる朗で, Rが大きく,顎がふといo右11は畿手形,

/Tミ手は手首をたてl蓮の;t'f,iをもった捻手形o　衣はまるい身

駅itに培漬し,おほまかな,弘だをかるく刻組であらはしてゐ

るo　ふとい大きな膝,四角なざんぐりときった.払,いかにも

党々としたかま-である｡ (像高1AOm)

pl. 109B.三i三宝南壁第三煙火愈右脇侍

A.主室両壁第三盾束品左脇侍

坐俳のノr-_右にある脇侍はシムメト1)ツクの姿態であるo

片T=に水瓶,)i手に蓮の譜をもって立ってゐるo　ともに盟油

な肉つきで,腹がfH.,腔がふとい｡天衣とード裳はぴったりと

からだにつき,大まかな刻線の弘だがながれてゐる｡が,良

にか私心U)ない,かるやかな身JTlribLつきであるo jLにも大し

て力がはいってゐない｡腰の))もぬけてゐる｡ -うぜんと

して立ってゐる｡そのう-手や水瓶の,からっぼい,比例を

縦した彫刻は,か-っていきいきとした音.T;滋をそへてゐるo

右脇侍の戯はまろく,口が大きいが, /r-.脇侍の方はやしきゃ

しゃであるo (各像lT']Jl.28m)

Pl. 110.主室南壁第三静水免連座と唐草文柿

本命uj連座は,米に大きな蓮執声からできてゐるo　こ人らた

い蓮華のしきもa) (座舶)を,年分ま-にたれたやうにみえ

るo　そo')やりかたが,いかにも人胎であるo　二つの肉にわ

かれ,さきのとがった芸岡孝芸;3三相U)蓮灘卜ごある.軸と榊とo)

あ払だから,したの肘のとがったさきがのぞいてゐる｡こ

れに艦じて脇侍の連座もかはってゐる｡これははそたがい

蓮雑で,つよくはねまがつてゐる｡なしめう-からみたや

うに,むかふの部はてしたにかさなってゐる｡本命連座と脇

侍の連座とのあひだにも,小さい蓮華やうのものがあるo

こ0)潜のした()牛パルメット波状文帯が,いきいきと彫

られてゐる｡車や諜…はあさい. Ⅴ字形U)断面に彫られてゐ

るのが注意されるo　これによって,ひじゃうにするどい印象

をうける｡ jtjEの反帖,蔓のうねりも,節くれだって,たくま

しい｡

なほ,この先虞で注意をひくのは,むかってノlI_端にみえる

東壁の保儀であるD　その浮彫の千耐IJIJであるとともに,そ

の輪廓の彫りこみが垂直であることを措定されたい｡この

彫りと封既的な浮彫が,明窓の樹下比丘像であるo Pl･26,
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27参照o (唐草背高0･28m)

pl. 111. _=7:.室南壁第二屑･水褒

状門のなしめう-にみえるAd,r二好は尖秩寵であるが,文

様背におさ-られて尖Tliがなく, Bil秩寓のやうにみえる｡

坐俳は取_卜にぢかに彫られてゐるo翠身北のわきには,二

段になった供薫天人が分掌距坐し,一列になった飛天がたか

くとんでゐる｡扶額州こは7E:_右=r1-.耶づしの高繋天人が介掌

距坐してゐる｡同形でありながらも,けっしておなじでな

いoおかれた位選もそれぞれちがふ｡したがって,日面な,

うごきのある構成であるo扶梁のはしには龍身があらはさ

れ　それは渦巻き杵のう-にたってゐるo　渦懇き杵は;jJr八

洞門口にもあるもので,上下に洞怨があり,中開に牛パ/i,メ

ットe)菓形がつけくは-ら如てゐるo　この附版では,上棟

と下線の/ドパ′レメット文が,凍既にのびてゐるのがわかる

し,また束揮U)怖寵のふかさもよくうかがはれる｡ (寓r言'i;

2.02111)

Pl. II2.三i三宝商館第二静束愈俳坐像

右手は拳手形,方手は衣端をにぎって捻手形である｡通

例の坐俳優であるo府の_/i:.えぎはが,かつらをつけたやう

に,ふかく切りたってゐる｡眼が大きく,とくに病がうつく

しい｡顎はひき,預にはまんなかに刻線が一本はいってゐ

る｡帝都の彫りの入念さに比して,手と凪の彫りはぞんざ

いである｡しかし衣文の大まかな刻娘とともk:,か-って

つよい印象をあた-る｡ (像席1.33m)

pl. ll.3. j三軍両壁第一潜水食

前壁研一犀は,東西とも,ラ-の犀の怖麓とはちがひ,鶴

があさいo　そのうへ東西同形でもない｡ここでは鮒璃牢屑一土

Ⅴ'lmalakl'l･Tiと,文殊繋薩Ma郎uh･1-の封開陳をあらはすた

めに,束に緋惟flr_‡土を楯状寵[^)に彫り,粥(Pl.123)は文珠

菩薩を天荒のしたに彫ってゐる｡維摩の析抹寵は維席のな

なめになった姿勢に艦するやうに,71三繋がかくれ,右翼だけ

があらはされてゐるo　射L:一摩Ji古土は下Zl'･身がとけてゐるが,

おそらく休上に坐してゐるものとおもはれるo　楯状のした

には,弓瓜形にしぼられた惟幕が大きくたれさがってゐるo右

手をわきにつき,JrlJUllをやしそらして,あげたノ■二手には小さな

水の諜;形の麟尼をもってゐるo　このふとい/r'/T:と,にぎった

指とは,efでにjJづよい表現であるo頭には,とんがり帽をい

たゞき,みじかい顎に三角なりの類髭がつくられてゐるo

眼は大きく, llもふっく　りし,鼻は悌像にくらべてみじか

いo襟のたかくあがった,ゆるやかな衣服が,大きな胸をつ

つみ,悠然たるかま-である｡ (像高1･36m)

pl. 114. =7:.某両壁第円犀西愈

楯抹寓に交脚菩薩像を彫るoすべて東南と同形式であるo

pl.105参照｡内壁が傾斜して天井にむかふほど,まへにの

しかしってくるので,蹄鉄が不巷形であるo　楯株の中央が

三つに碗ざられ,それぞれ飛大をおさめるが,プI･-_右はわづか

に菱形部がみえるのみで,そこには令等の重し北′f:. aupa-

piNl'lukaがあらはされてゐるo杜はないやうであるが,惟幕

が大きくたれ,内壁に接するところに大きな篠凡やうの燐

があり,内壁の尖扶番と｣もに,この楯扶寵をうけてゐるo

上下に蓮雑文背(Rub.II r))があり,そのう-の坐怖列像,≡

jrl垂飾,それから天井になるところがよくうかゞはれるQ

(範高2.02m)

pl. 115. _=7:淫雨壁第四神西愈苦藤交脚像

寵の帳幕のしたに,大きくいっぱいに,交脚像が彫られて

ゐる｡ひくい7こ城のろiri捕座に鎖し,右手は拳手形,ノⅠミ手は捻

手形である｡水寓(l'】. ]06)と同形ユ･tLであるが, /I:_手の手首

をまげて蓮の訂沌もってゐるのがちがふ｡阿光と拳身光に

はたにも彫らす,肩のまはりに大きく天衣が払るがへって

ゐるのと,輔の両わきに三角形かざりのたれたのと, 1)ボン

のひるが-ったのが,光背のう-に線刻であらはされてゐ

ろo　光背にも,7,Ti禰座にも,なにも彫らないところが,この

淋】や耶八洞の特色であるo　その軒,;jT九洞,1j'iJ十洞と大きな

コントラス1､をしてゐろo　(像高1.55m)

Pl. 116.ゴミ等南韓第四厨1野禽苛藤卜身

賓冠の｢卜火に小冬俳を彫るのは束寵rpl.106)と恕なじで

ある｡顧はすこしちがひ,丙の方がふっくらしてゐ7-｡溌

寵では卜験に弧綿をくは-,限顎糾まっきりさせてゐ7,那,

西寵ではこの弧線が/1三隅にIj:い｡それに反し,下除のふく

らみは西鶴の方がつよく,束寵はよわい｡ .tく似てはゐる

那,同一作者でないことは,その耳の表現のくせを比硬する

と,一目瞭然とする｡身照の彫り(,=くらべて,亘頂印はとくに

入念に仕あげてあることは,この像にかぎらたいが,注苛さ

れるo　胸にあらはされてゐる頚飾のほかに,耳菜につけた

末かざりが顧著であるo (珂高0.50m)

pl. 117A.卓革南壁第四啓開愈右脇供養天

Ti. j三宅南壁第円屠所轟プi-:脇供養天
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内轟本尊勢身光の両わきに,合掌した供養天人のWLi坐像

があり,そのう-に飛天が彫られてゐるC　ごくあさい浮彫

であるo　ゆたかな肉つきの,やさしい小便群であるo　可憐

良,無造作なからだつきをし,ことに飛天はせまくるしいと

ころに,あらはされてゐるので,随分無珊なポウズをして

ゐるo　それにしても,このil-A.右の小便が,別人によってつく

られたことはあきらかである｡わりにあらけづりの無文の

光背がのぞいてゐる｡ (純坐像満AOJ)2m,1号0.47m)

Pl. 118.ーiミ室南壁第三静内轟

天葦のしたをふかく彫って,た払らな雛身二光をつく[),坐

俳の三帝像をあらはす｡まったく耶三犀東寵(Pl.107)とrlf]

形であるo　とくに生体の,たtlらな両膝のかたちはよく似

てゐるQ　しかし作瀞は別人である｡韓手形の右手は破損す

るが,僻手形のZl三幸はよくのこってゐるQ　束寵の拾手形に

封し,これを僻手形にしたものとおもはれる｡才で脇侍の運

係は東寵とおなじく典例であるが,/rT脇侍の方は,か-って

ふつうにみる蓮報せならべた連係である｡だから, /lミ右の

;謀座はそろってゐない｡ (寵高2.28m)

Pl. 119.ヰミ巽南壁第三層西慮俳頭部

まことに威厳にみちた曳き容であるo　顔はていねいにみが

いて仕あげてゐる｡ Jf守は線刻をくはへずに,面と面とのす

るどい稜線としてあらはし,lulはほそく,すこしつりあがっ

てさ-ゐるo Fjはふとく,末寵(pJ.108)のやうな刺繍はな

い｡たがい耳は,きはめて簡略にあらはしてゐるC (預rぎfJ-

0.46m)

Pl. 120A. _j三業両壁第三哲西窺右脇侍

B.ヰ室両党第三樹･丙寵左脇侍

舶脇侍は片手を胸にあて,片手を垂れ,たが弘にシムメト

ljツクの姿勢をとってゐるo　胸には三通りの望fl飾があるo

板状の瑚飾,玉貰:つIJ:いだ頚飾,虎頭のむきあった頚飾であ

るo　この三種の頚飾はごく一般的なもので,束寵(Pl.107)

の脇侍にもあったが,こしのは天衣がJTiにか1ってゐないの

で,かうした頚飾がより鄭著にみえるのであるQ　下裳をし

める腰紐は,中央にE主iI窮をとほしてをり,紐のはしをこしで

く＼ってゐる｡ /ii脇侍の寅冠には獣面がついてゐて, H,r八

洞の南壁第三厨と一致するが,右脇侍には獣面がないo　束

寵にも獣面がないo脇侍のもちものは右脇侍が水瓶,左脇

侍が片方のとがった鍔である｡右脇侍の方は姿態の均衡が

とれ,ノ'･三協侍の方は靖のわりに身絹が小さいC (像高^1.28

図版解説111-124

ml!,1131m)

Pl. 121.主菜南壁第二僚両名

尖挟寵のなかに,坐俳が茶屋なしに,取卜ぢかにすわって

ゐる｡拳身光が大きく力づよく反ってゐるのがみえる｡光

背両わきには下段に二倍汚,小段に一昭のWLi坐供茸像,上段に

二照づしの飛天懐が彫ってある｡みなそまつな小像である

那,まるまるとし,可憐で活束がある.扶毅には八iJJtiFAlの小坐

俳がならんでゐる｡抹端には龍がゐて,扶杵(Rub.ⅠJtH)を

ふんでゐるが,丙がははせまいので,丙壁商館の龍で代附し

てゐる.摸梁はふとく,なしめの刻綿があるo(寵諦JA2,03m)

Pl. 122. ='rミ室南壁第二滑河喬俳坐像

生体は型のごとく右手を拳手形,六.手を捻手形にしてゐ

る｡ JHはつよくあがり,刻線がある｡欄ははり,厨は左右が

あがってゐる.顎したにも,穿iにも線刻があり,日と口もと

に微笑がたゞよふ.部にくらぺると,身照の表面はいくら

かあれてゐる｡これほどの像にも共通するところであるo

とにかく,これもまた一人,別の作者によってつくられた像

である｡ (像rghL1.25m)

Pl. 193.貴賓南壁第一静岡菟

ほかの寵とちがひ,犬鷲の寵である｡彫りこみはかりに

あさいo　賓冠をいたゞき,州光をつけ,頭を右にかしけてゐ

るのは,東寵(Pl.113)の経歴居j.-(/=封麿してゐるのであるo

右手は拳手形であるが,指さきに蓮の雷をもってゐるo /I:_

手は捻手形で,なにかまるいものをもってゐるoまた蓮の雷

であらうかoこ｣では,ふつうみるやうに如意をもってゐな

いo　下牛身は破損してゐるが,片足をたれ片凡をた払らに

して,座卜に腰をかけてゐる｡たくましい上身は悠々たる

ポゥズで,まことに力づよい｡天蓋のすこしゆれてゐるの

は,文殊の氷弟をしめすものであらうか.そのJr-_右には大

人がゐるo　むかってプl--_には分掌抗生の犬^,右には右瓜を

まげて飛′爽する天人,またそのしたの方に合掌する天人た

ちがゐるが,したの方は溶解してよくわからない｡しかし

自由な,型にとらほれない配道はみごとである｡ (各高i.94

rrHE

Pl. J24.主室天井仝景

主菜の天井もH,r八洞と息なじであるo (本吉,筋Jl..巻,Pl.

117)六つの格間にわけられるが,大小のちが弘がある｡北

よ()も南がはの格間がひろく,東西より中央の格間が払ろ
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雲岡石筒第七洞

いo Lたがって,格間のうちに四過とも二Jl頂の飛天をもつ

ものは,たゞ小南のⅤ瑛のみである｡ ⅠⅠとⅠⅤとⅤⅠは二照

づ＼の二過と-11liKiづ＼の二途とよりなり,四過とも-常設づ

しのものは,東北軽ⅠとFl-北恒ⅠⅠⅠであるo格闘の中心に蓮華

i.. ･

r＼ヽ
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閲
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があり,そのまはりに小さく,あさくなった三角持送りがあ

る｡三本の薬は二個所の交叉鮎に蓮_..IluI･文をもち,蓮華によ

ってわけられた七つの部分に,それぞれ二倍琵づ｣の飛天を

彫ってゐるo　それは千差寓別さまざまのポゥズをし,方向も

まちまち,たゞ頭を梁卜の蓮華のJJ'にむけてゐるといふ鮎

でみな一致してゐるoそれに反し,格問のうちの飛天は,み

IJ:腰をよこたへてとび,しかもノrL_まはりで統一されてゐるo

天井で左まはりといふことは,地上の右まはりにあたり,め

るひは右続の槻pradakfiTLaにあはせてゐるのかもしれな

い｡天井の南には,大きな明窓アアチの天井がみえる｡ま

た天井と東西南北四壁と接する練に,三角垂飾がめぐり,そ

のしたに坐俳の列寵がある｡ (Fig.32) (全長6･70m,全幅

4.20 m)

pl. 125.主室天井仝巽

南韓の方にむかケこみた天井である｡(Fig.32)格RHのく

ぼみ,そのなかの飛天彫刻の角度などが注意される｡なか

んづく,各格聞南がはの飛天が,おなじ方向にそろってとん

でゐるのが注意されるoまた各柿間西がは()飛天をみても,

患なじことが日につくであらう｡こ｣からみると,いくら

かいたんだ北がは,束がはがみえなレ､ので,非′削⊂伏有がよ

いやうにみえる｡ (全長6･70m,全幅4･20m)

pl. 126.主室天井中北格間1Ⅰ

東西にはしる梁があt),南北にはしる二本の衆との交叉

瓢に,それぞれ蓮華文があるo二つの蓮華のあ払方に-料

の飛天があり,弓なりになって蓮華の方にとんでゐるo L

たがって,たがひに足()方が相ふれることになる0　第八朋

のやうに,香煙をrl,心にさしげあったのとは,まったく反封
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であるo (本音,第171..令, Pl.118)西の天人は*J手に蓮の雷

をもち,右手はひらいてさしだしてゐるだけであるが,東の

天人はノr王手になにかもち,右手でか,Cかをつまみあげたや

うな調丁である｡南北の梁上にある飛犬は,いち患う豆頁を

蓮華の方にむけてゐるが,箕に釦hなポウズをしてゐるo

梼樹のう-の11.71臆はないo lll北格闘IIの内部はいくらか破

捌Lてゐるo北がはがひどいoけれども蓮華を中心にし,叩

適に六館11F賢の飛天をめぐらしてゐる｡いづれも弓なりになっ

て,おなじ方向にとんでゐるo　ことに柄がはと北がはは,二

N

甘雅が州かさなってとんでゐるo北がはに,北壁の三角垂飾符

と奏楽天人の列寵がみえる｡(FibO-･32) (格尚東西良2･00m)

Pl. 127. jミ室天井中南格間V

pl.126の浦がはにある柿間であるo(Fitr.33)蓮華をかこ

む三角持送り,その四周には二什;1掌づ＼の飛天が,ならんでと

んでゐるo　おなじ方向にむかってゐるが,鏑がはの二ipJti'如ま

マ-賀珠cintLirrlaT)iむさしげ,ま-の方の天人は身をか-

し,右足をたて＼ゐるo焚珠は芸岡弓芸Jj特の,六角形を火桁で

つしんだものであるo　また束がはの二㍍帥ま,蓮6)華をいっ

しょにさしけてゐる｡ノL三才(の梁上の飛犬はシムメト1)イでな

い｡預を梁上の蓮華にむけながらも,その姿態は自由であ

る｡そのうち内案南∠ドV)-nt3-0カ1筏天帆　合掌したま＼立ちは

だかってゐるoそのTB-,第九桝主'i至天井の天人に似る｡ (本

書,第六怒,Pl. 83)南がはに商銀の三プTl垂飾と生休列寵とが

よくみえてゐるo (格問東西長2･00m)

pl. 128.主室天非東部

束の梁上蓮華を中心になしめに火北部をみた第3展であ

るo(Fig.33)梁上の飛天たちは,それぞれ束ましなポウズ

をとりながらも,みな蓮華の方に預をむけてゐる｡たゞそ

れだけで,その他になにも鍛格な規律はないo数人の彫刻

家が自由k:陣とって,いろいろの角度から仕頚をしたもU)

とおもはれる｡ (蓮華直梓1･23m)



Pl. 129. _=I･-.室天井西部

西の染上蓮華を中心にして,なしめに西北部をみあげて

ゐるo '幻虞淀7.方が四一北格聞IIIで,ノr--_方はrEl甫格問Vであるo

(lllig132)天人配置のプ1)ンシプ′レはなにもないC　たゞ粥

を連発の方にむけてゐるだけである｡ (蓮華低搾1.20m)

1'1. 1:iO. j三宝天井中央染東部

むかってノ1･-_に太方案Lの選挙がみえるo(Fi,,oJ.34)いま二

郎,qの天人は,東西梁の束端をア酌こむかってと/1,でゐるので

あるo　西の天人は′うなりにまがりながらも,卜身をつよく

おこし,ノE:_足をつよくまげてゐる(')は特異であり,東の天人

が舶脚をのはしながらも,内省手をあげてゐるのもかはって

ゐる｡風がはりたポウズであるが,肉iT.7-はやし貧頭かごあり,

動作がぎごちない｡二骨琵称一一人の作であることはうたがへ

ないQ　飛犬と梁1.蓮華とのあひだに,あさいと卿の蓮B.t:･を

はめてゐる｡格間はくぼんだ曲EE11-で,これに飛天を浮彫し

た手法がよくわかる｡こしにみえてゐるのは東北Ⅰ恒の南

側の天人である｡おしいことに勉紬fに破折があるが,ゆた

かな肉/11'JFfでたくましい｡これは別人の作,むしろ,おなじ格

問の西がは天人によく似てゐるo　ま-に1-,Vlむうめるあさ

い八柵の蓮瀕があるo (梁幅1.42m)
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固版解訣125-132

Pl. 131. >=i三宝天井中南格闘V

中南格閲をな＼めにみあげてゐるD(Fig.34)マ二賓珠を

さしけた二大が南がはである｡蓮の華をさ＼げたのは西が

はであるo蓮華をさしげた刊まうつくしいo　どちらも素様

な,しかし,たくましい肉il打,qIをあらはしてゐるo格間の曲面

にそって彫られてゐるD　三タrl持造りが形式的にあさく萎縮

してのこってゐる｡中心のむっくりとした蓮華が,いたんで

ゐるU)はおしい｡三角垂飾のう-のなげしやうのものが,

梁の部分にくひこんでゐるのは,構造的には不可解であるo

相乗南年の飛天,とくにそのjiもとiTIみよ｡押彫のふかさ

がよくわかるo　したには商館の三JTj垂館と生体列寵がみえ

る｡ (林間東西長2.00m)

Pl. 1:''2A.ヰ某天井西南格闘VI東側飛天

B, _=i:.某天井東南格闘ⅠⅤ南側飛天

A.格聞VIの内部がみられるo(Fig.34)この蓮華は小さ

く,三角持造りもあさく萎縮してゐるo格闘の側師はひろ

く,凹面をしてゐる.こ｣に六慨の飛天がたらびとんでゐ

a.前方のものは蓮の華を奉じ,足はうしろの飛天のため

にかくれてゐる｡うしろの飛天はふりか-り,茄手をあげ

て蓮の欝をさしあげてゐる｡肉つきはたくましく,摘がは,

北がはにみえてゐる飛天とも,つよい-敦がみとめられ才,a

おそらく,この内南格間が-一一人V)手になるのであらうかo

(格聞南北長1.90 m)

p,.格聞IVの内部であるo(FiEr.34)身欄をゆるく弓なり

にまげてとんでゐる｡無邦のないポウズであるo　轟的っ手足

がたくみにまろく浮きだし,胸の珠をつらねた環飾が日を

ひく｡身冊のうしろと,蕊-になびいた天衣の曲線は,力が

あり,うつくしい｡まはりの熟知′こ,rJLlつのあさい蓮華が彫

ってある｡こH,=は,南探坐悌列像のあひだにある,合掌化

/卜のかほい＼部がならんでゐる｡ (格関東所長1.Tom)




